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プロローグ







「じゃあ、今から先生は職員室に転校生を迎むかえに行ってくるから、みんなは準備しておくように」

　いかにも教師然とした態度でそう言って教室から出ていく担任を、教室の窓側一番後ろの席というアニメや漫まん画がの主人公が良く座すわる位置に陣じん取どり、制服の上着を脱ぬいだやや涼すずし気げな恰かつ好こうをした彼かれ――江え馬ま奏かなでは頬ほお杖づえをついて眺ながめていた。

　もっとも、眺めていた理由は担任や転校生に興味があるからといった理由ではなく、ただ単純に保身のため。

　すなわち、朝礼時に窓から外を見ていたり眠ねむっていたり、露ろ骨こつに我関せずといった態度を取っていれば、担任に……最悪の場合は教師全体に悪い印象を与あたえて目立ってしまう可能性があるからだ。

　成績がいい、もしくは授業態度がいいなど、いい意味で目立つのならいいが、悪い意味で目立ってしまうと、ここ最近出来た奏の楽しみが教きよう師し陣じんからの説教で邪じや魔まされる恐おそれがある。

　そのここ最近出来た楽しみとは。

「早く同好会に行ってイグニッションやりたいな」

　ようするにそれである。

　同好会に行って、同じく最近出来た仲間である彼かの女じよ――同好会会長、桜さ月つきエリナと共にイグニッションをやりたい。

　それこそがここ最近、学校嫌ぎらいの奏が勉学含ふくむ学校行事を微び妙みように頑がん張ばっている原動力であった――もっとも、より正確には『エリナとイグニッション』がやりたいというのが本命ではなく、『一いつ緒しよに戦う事でどんどん強くなれて楽しい』というのが本命なのだが。

「それにしても僕ぼく、我ながらイグニッションに完全にハマったよな」

　先ほどから奏が口にしているイグニッションとは、ＡＷＰというどこか戦せん闘とう機きのコックピットを彷ほう彿ふつさせるゲームハードから出ている、ソフトラインナップの一つである。

　当初の奏はイグニッションの事を様々な理由から嫌きらっていたが、今ではどっぷりハマっており、特に最近起きた奏所属のＡＷＰ同好会と、因いん縁ねん浅からぬＡＷＰ研究部の間で起きた戦いに勝利を収めてからは、尚なおのこと彼はイグニッションにハマった。

　具体的に言うのなら。

「早く同好会に行ってイグニッションやりたいな」

　数分前に自分が言った言葉を、ポケーっとした目をしながら壊こわれたラジオよろしく、全く同じテンポで一言たがわず言うくらいにはハマっていた。

　だがしかし、奏がここまでイグニッションにハマるのも無理はない。なんせこのイグニッション――二千五十四年においてあまりの人気ぶりから、仮想現実で行われるヴァーチャルオリンピック種目の一つとして登録されているのだから。

　つまりこのイグニッションは、それほど面白おもしろいのである。

　面白いからこそ奏は思う。

「まだ一限目も始まってないけど、本当に早く授業終わらないかな」

　奏は最近授業が終わればすぐさま同好会に行き、先ほどの話でも出てきたエリナと共に、ひたすらイグニッションをやっている。

　それはもちろん彼女とだけ戦っているという意味ではない。

　確かにエリナとも頻ひん繁ぱんに戦ってはいるが、それ以外の相手ともオンライン対戦やローカル対戦で数多く戦っている――最近エリナ以外で多く戦っている人物を挙げるとするならば、同好会の好敵手たる紅くれ葉は明あけ火び率いるＡＷＰ研究部の面々が挙げられるだろう。

　中でも奏が最も胸躍おどらせているのは、奴との戦いだ。

「…………」

　江え馬ま楓かえで、そのアバター名はマカ――かつて奏の全すべてを終わらせた魔ま王おうの名であると同時に、ヴァーチャルオリンピックの金メダリストにして妹の名でもある。

「あいつとの戦いは特別だ」

　奏は注意してくる担任もいないし今なら大だい丈じよう夫ぶだろうと、思いだし笑いならぬ思いだし興奮からニヤケそうになる口を何とか噛かみ殺ころしながら、瞳ひとみを閉じて楓との魂たましいが震ふるえる熱い戦いの数々を思いだす。

（初めて戦った時は一方的にやられるだけだったけど今は違ちがう。もちろん今も変わらずあいつのＨＰは削けずれないけど、戦うごとにあいつを追おい詰つめていっているのがわかる。自分の腕うでがだんだんと磨みがかれていっているのが実感できる）

　奏は楽し気にふっと笑いながら、膝ひざの上に置いた右手を握にぎる。

　ここ最近、奏は最強のプレイヤーである楓と戦い続けている影えい響きようから、とある変化を感じていた――元から彼が持っていた才能なのか、はたまた最強と戦い続けたことにより急速に成長しているだけなのか。

「本当に強くなってるんだよね……僕」

　強くなった真相は不明だが、自分でも不思議に思うほど奏は負けていないのだ。

　ローカル対戦をしても、オンライン対戦をしても……そして小規模の大会に出ても、奏は悉ことごとく勝利を収めてきた――それも奏自身が驚おどろくほどの大差をつけて。それこそまるで、かつての楓がそうであったかのようにだ。

「まぁ、結局僕が復ふく讐しゆうしたい相手である楓には勝ててないから、そこまで意味はないんだけどね」

　――それでも、いずれは研とぎ続けた復讐の牙きばを楓へと届かせてみせる。

　奏がそう改めて覚かく悟ごしたところで、教室内がまるで上映前の映画館の様に何やらざわめきだす。

「？」

　奏が不思議に思って目を開け、教きよう卓たくがある方を見ているといつの間にか担任が戻もどってきていた。

　そして担任の横には、黒いリボンで纏まとめたサイドポニーが目をひく美しい少女。

　まるで黄金こがね色いろの粒りゆう子しでも放つかのようなやや癖くせのある金きん髪ぱつを、空いた窓から吹ふき込む風に揺ゆらし、どこまでも澄すみ切きった全てを見通すかの如ごとき、雲一つない青い大空の瞳。

　奏と同じくブレザーを脱いだ学校指定の制服に、アニメで出てくるようなあざといニーソックスを履はいたその少女――日本人離ばなれどころか、明らかに日本人ではない美しさと存在感を兼かね備そなえた彼女は、ある一点をガン見していた……すなわち、他のクラスメイトなど目に入らないと言った様子で、ひたすら奏を見つめていた。

　それこそまるで、運命の人に出会った乙女おとめのようなキラキラとした瞳で。

　――何であの少女は僕の事をガン見しているんだろう。っていうか、なんだかすごい見たことある気がする。あの娘こは確か……。

　と、奏がその疑問の答えを出だす前に。

「なっ!?」

　彼はとんでもない事に気が付いてしまった――思わず驚いて声を出してしまうほど、とんでもない事に気が付いてしまった。

　それはクラスのみんながこうもざわついている理由。

　それはよく見たら、担任がワタワタとビックリしつつも焦あせって慌あわてている理由。

「な、なな、なななななな……っ!?」

　もはや奏が先ほど心配していた悪目立ち云うん々ぬんではない、そんな事が気にならなくなるほどの大問題を、眼めの前の転校生――いや、ずっと前に離ればなれになった幼馴染の面影を残す彼女は顕けん現げんさせてくれていた。

　黒板に可愛かわいらしい女の子特有の丸文字でデカデカと書かれたのは、その可愛かわいらしさが全く似つかわしくない『ご主人様、旦だん那な様さま、奏様の肉便器!!』という女の子らしさとは遠くかけ離れたトンデモ文字。

　教室に居る全員の驚きよう愕がく含ふくむ様々な視線を集め、黒板の前に立った彼女は周りなど気にしないといった様子で、先ほどと変わらずキラキラと瞳を輝かがやかせながら言う。

　そのさぞかし揉もみごたえのありそうな、肉感溢あふれるおっぱい様を張りながら。




「妾わらわの名前はカルラ、奏の嫁よめ！　カルラ・アイゼンシュタインなのじゃ！　幼い頃ころに奏に命を救われ、その恩返しのために遥はる々ばるドイツからやってきたのじゃ！」




（に、肉便器って……何をやってくれてるんだこいつは!?　僕の学校生活をダークでヘビーなものに変質させる気か!?　まさか新手のイジメなのかこれは!?　こんな事やられたら、他の皆みなに『女の子を肉便器にする変態』とか思われること確実だよね!?）

　皆の前故ゆえに体てい裁さいが先行していつも通り突っ込めず、心の中でそう叫さけびながら奏が羞しゆう恥ちと怒いかりでプルプル震えていると、カルラは片手でピストルを撃うつようなポーズをし、その先せん端たんである指先に一度口をつけると、今度はそれを恥はずかしさでプルプル震えている奏に向けて言い放つ。

　決定的な一言を、ウィンクと共に言い放つ。




「奏、妾は奏が大好きなのじゃ！　精せい一いつ杯ぱい肉便器として恩返ししつつ、絶対にその心をゲットしてみせるのじゃ！」




　バッキューンっとハートを射止めるつもりなのだろうか。

　指ピストルを発はつ砲ぽうしながら、見えないハートマークを飛ばしてくるカルラ。

「……やばい」

　――こいつマジでやばい、早く何とかしないと。

　見えないハートマークが奏の胸に直ちよく撃げきした頃、奏は嫌いやな汗あせを流しながら思うのだった。

　放置しておけばカルラの言葉を信じた一部の生徒、主に女子から『奏くんは変態』と、冷たい視線を向けられる災さい厄やくの時代と呼んでいい学生時代が到とう来らいしてしまう。

　何とかしなければならない、早さつ急きゆうに。







第一章　嫁







　時は放課後、場所は各おの々おのの用をこなすため多くの人たちが行きかう廊ろう下か。

「奏かなでくん、私は先に同好会の部室に行っていますね。カルラさんと話しているのもいいですけど、私との約束も守ってくださいね？」

「う、うん……わかってるよ、エリナ」

　奏が目の前の少女――先ほどのカルラに負まけず劣おとらず日本人離れした、黒に近いややくすんだ色の銀ぎん髪ぱつを青く大きなリボンでポニーテールにし、まるで女じよ帝ていといった雰ふん囲い気きの鋭するどくも美しい瞳を持つ桜さ月つきエリナに、何とも言えない微妙な表情でそう言うと、彼女は胸むな元もとの前に手をやって恥ずかしそうに頬ほおを染めながら言葉を返す。

「エリナだなんて……恥ずかしいわ、奏くん。私達たちは付き合っているわけではないのですから、そんな呼ばれ方をすると私がはしたない女に見えてしまいます」

「は、はしたないって……何がはしたないの？」

「私が付き合っていない男性に名前を呼び捨てにさせる様な、軽い女に見えてしまうわ」

「ふ、ふーん……ま、まぁわかったよ。うん、ごめん……なさい？」

「いえ、わかってくださるのならいいの」

　先ほどの乙女然とした恥ずかし気な態度とは一転、ぱぁっと一輪の花の様に可か憐れんな笑え顔がおを見せるエリナ。その笑顔は大半の男性をイチコロにするほど、美しくも可愛らしいものだったが。

　――僕は騙だまされない、僕は騙されないぞ。

　奏は知っているのだ。「ふははははっ！」と高笑いを上げる本当のエリナを。

「では私はもう行きますね、ごきげんよう」

「ご、ごきげんよう……」

　奏の葛かつ藤とうなど知ったことかといった様子で、軽く手を振ふってから教室を出ていくエリナ。

　後に巻き起こるのは男子たちの「最近少し明るくなったから、会長が余計に可愛かわいい」だの、女子たちの「クールな桜月さんもよかったけど、明るいお嬢じよう様さま然とした今の桜月さんも素す敵てきね」だの。本ほん性しようを知っている奏からすると、危あやうく失しつ笑しようしてしまうほどの発言の数々。

「ちょっと前までは、あれが猫ねこ被かぶっている状態だとは僕も思ってなかったけど」

　今になってみると凄すさまじい違い和わ感かんを覚える――もしもクラスの人がエリナの本性に気が付けば、いったいどのような反応をするだろうか。
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　奏がそんな事を考えていると。




「奏～～～～～～～～～～～～！　大好きなのじゃ～～～～～～～～～～～～～～～！」




「わ、ちょっ!?」

　ひし！

　ハグハグ！

　そんな効果音がしてきそうな勢いで、突とつ如じよとして奏は何者かに抱だき付つかれる――もったいぶらずに言うと、声と行動からして十中八九正体はカルラで間ま違ちがいないだろうが。

「っ！」

　奏の脳内はすぐさま一つの事しか考えられなくなった。

　おっぱい様である。

　背中に当たる二つの柔やわらかく、自己主張の激しい塊かたまりが二つ――おっぱい様である。

　おっぱい様はおっぱい様であるはずなのに、カルラが「好きじゃ、大好きなのじゃ！」といって抱き付きながらジャンプしたり、奏の背中に頬をスリスリ猫ねこの様にしてくる度たびに感かん触しよくを変化させてくる。

　時には前後へムニュムニュ。

　時には左右へムニュムニュ。

　時には円を描えがくようにムニュ――。

「って何なんだよ、お前は！　まだエロイベントには突とつ入にゆうさせないからね!?　嬉うれしいけど、嬉しいけど僕はまだ負けないからね！」

　おっぱい様の持つ魔ま力りよくに飲み込まれかけていた奏は、持てる精神の全てを使って何とか正気を取とり戻し、カルラアームから離り脱だつして距きよ離りをとり、彼女と向かい合うと必殺のツッコミをテンポよく放つ……が、彼女も彼女で一歩も引く気はないようだ。

　カルラは片手をそのふくよかな胸に当て、どこかドヤ顔チックな表情で語りだす。

「何なんだと聞かれたならば、答えてあげるが世の情け！　妾の名前はカルラ！　カルラ・アイゼンシュタイン！　奏の事が大好きな女の子なのじゃ！」

「っ」

　さすがに面と向かって好きと言われて恥ずかしくなった奏は、思わず目を逸そらすがこのままカルラのペースに飲まれるのはマズいと戦線に復帰する。

「いや、それは知ってるよ！　小さい頃に近所に住んでたカルラだよね？　昔から人形みたいな容姿だったから、印象的過ぎて忘れないからね!?」

「人形みたい……て、照れるのじゃ。それに奏に覚えられていて……その、嬉しいのじゃ。小さい頃、妾が近所の男の子に虐いじめられていたのを奏が助けてくれてから、妾にとっての奏は王子様なのじゃ……そんな王子様が妾の事を覚えていてくれて、とっても嬉しいのじゃ」

　モジモジと頬を染めながら嬉しがるカルラは、容姿の美しさと相あい俟まって乙女力全開であり、思わず奏は「くっ！　三次元の癖くせにか、かわいい」と心の中で思ってしまうが、エリナの横暴によって訓練され続けて精神的強者となった彼は、この程度ではまだ負けない。

「忘れるわけないだろ……っていうか、カルラってそんな喋しやべり方かたじゃなかったよね!?」

　奏の記き憶おくにあるカルラとの思い出によれば。




～～～




　時はおよそ十年前、場所は江え馬ま家近所の公園にて。

「うっ……ぐす、ふぇ」

「悪い奴らは追いはらったから、もう泣かなくてだいじょうぶだよ」

　おそらく外国人ということで、イジメられていたのであろう金髪の幼女――顔を涙なみだに濡ぬらして立っている当時のカルラの頭を撫なでながら、まるで兄が妹を守るように優やさしく声をかけるのは、さきほどイジメっ子を撃げき退たいした、これまた当時の奏である。

　それに対しカルラは未いまだ涙なみだ声ごえで……けれども、安心したような表情で彼を見つめて言う。

「うんっ……ありがとう、えまくん」

　するとカルラは頑張って泣なき止やもうとするかのように目元を何度かこすり、それまでとは一転――美しさと愛らしさを兼ね備えた幼女特有の笑顔で、ニパっと微笑ほほえみ、奏へとひしっと抱き付きながら言う。

「えへへ、えまくんはいつも、わたしを助けてくれるね！」

「べ、別に……当然だよ、それくらい」

「えまくんにとっては当然でも、わたしはとってもうれしいよ？」

　そこまで言うと、カルラは「そうだ」と呟つぶやいて続ける。

「わたし、将来えまくんに恩返しする！　いつかえまくんにわたしを……自分をプレゼントするね！」




～～～




　そう、こんな感じだった。

　奏メモリーによれば小さい頃に奏に恋こい心ごころを抱いてくれ、奏自身も少なからず心惹ひかれていたカルラは、こんな感じの喋り方をする無む垢くで可愛らしい少女だったはずだ。

　それが今では……。

「そんな喋り方ってなんなのじゃ？」

「それだよ！　その喋り方！　その語ご尾び！　いつからお前のじゃっ娘になったの!?　久しぶりに会った幼馴染に、変な属性がついててビックリだよ！」

「えへへ、ビックリされちゃったのじゃ」

　言いながらまたも照れ照れモジモジし始めるカルラ。

　その表情と行動からは、奏にリアクションされる事が心の底から嬉しいという純じゆん粋すいな喜びが感じ取れる――何だかここまで嬉しそうにしてくれていると、僕まで嬉しくなってくるな。と、奏が苦く笑しようしながら頬を緩ゆるめていると。

「実は自分なりに勉強してみたのじゃ」

　先ほど奏が思った疑問――すなわち、どうして妙みような口調なのかの答えを語りだすカルラ。

「妾は奏の事が大好きなのじゃ！　奏が世界中のカラスならぬ狐きつねがピンク色と言えば、妾は世界中の狐をピンク色に染める覚悟がある程ほど、奏のためなら何でも出来る。それくらいに奏の事が大好きで大好きで、大好き過ぎて止まらないくらい大好きじゃ！　この気持ちは子供の頃からずっと変わらないし、これからも絶対に変わらないのじゃ！」

「…………」

　――まずい、狐がピンクになる前に僕の顔がピンクを通とおり越こして、照れで真っ赤になりそうなんだけど、それはどうすればいいでしょうか……誰だれか教えてください。

　ナチュラルに好き好き言われ過ぎて、恥ずかしさと純粋な嬉しさで発はつ狂きようしそうな奏を放置してカルラは続ける。

「奏に好かれるためには、日本人である奏の事を……ひいては日本の事を深く知らないといけないと思ったのじゃ。妾はいちおうドイツ人じゃから、普ふ通つうの日本人より知識面で劣おとっているのじゃ」

　ここで「いやお前、ドイツ人かも知れないけど殆ほとんどずっと日本で暮くらしてるだろ。僕と離れてからも日本で暮してたはずだから、もはや日本人だろ」とツッコミを入れるのは流石さすがに野や暮ぼだと思い、奏は黙だまってカルラの言葉を聞き続ける。

「あぁ、いや奏。妾は確かに奏と離ればなれになってからも日本にずっと住んでいたが、大半をとある施設で過ごしたから、日本の流行はやりなどについては殆ど知らないのじゃ。要するに今の妾は無垢じゃ！　真っ白なのじゃ……奏の好きなように汚よごしていいのじゃ！」

「よ、汚すって何だよ！」

　――あれ？　なんか今会話の流れがおかしくなかったか？　さっき僕、こいつに対するツッコミを声に出したっけ？

　奏は先ほどの会話にどこか言い知れぬ違和感を覚えたが、今は本能に従ってツッコミを入れ続けることにする。

「だいたいさっき黒板に書いたの何だよ！」

「にくべんき」

「言わなくていいからね!?　お前意味わかってんのそれ!?　それどういう意味か知ってるの!?　奏様の肉便器って、お前わかって言ってるの!?」

　するとカルラは少し考えた末、無む邪じや気きな笑顔を浮うかべて言う。




「女の子が大好きな男性のために、全てを捧ささげるって意味じゃろ？」




「…………」

　思わず奏は額に手を当てて、考える人ポーズを取る。

　――合っている様な、合っていない様な。まぁ何にせよ、基本的には頭いい奴が間違った方向に突つっ走ぱしることほど厄やつ介かいなものはないな。

　カルラが言った肉便器の意味は、ある意味では正しくある意味では間違っているため、なんとも反応に困るものだった。しかし、当の本人は奏の苦労を知ってか知らずか、可愛げに「？」と首を傾かしげているので本当に対処に困る。

「それでさっきの話の続きだけど、日本の事についてカルラが勉強したのってまさか」

　――エロ方面とかじゃないだろうな。

　ものすごく嫌な予感はするが覚悟を決めて奏が聞くと、カルラは元気よく答えてくれる。

「日本ではどういう女性が好まれるかなのじゃ！」

「え？」

　おかしい。

　奏が脳内で想定していた返答パターンと違う――日本の男性に好かれるために、日本ではどういう女性がモテるのかを調べる。

　カルラが口にしたその回答はごく自然なものであり、日本では云々を除いて考えれば「どういう男性が女性に好まれるのか」、「どういう女性が男性に好まれるのか」といった内容は多くの人がぶち当たる壁かべのように思う。

　――なんだ、喋り方は妙になったけどカルラもやっぱり普通の女の子だな。

「だから妾は徹てつ底てい的てきに調べたのじゃ！　施設で与えられる自由時間を使って、パソコンで徹底的に調べつくしたのじゃ！　今、日本で流行はやっているオタク文化というものを、この身に吸収するために！」

　だが、エリナによって鍛きたえ上あげられた奏のもう一つの力。嫌な予感知センサーは決して外れることはなかった。

「様々なアニメを視し聴ちようしまくったり、様々なエロゲをプレイしまくったりして、どんな女性が今の日本人に……奏に好かれるのか徹底的に調べつくしたのじゃ！　そして妾は施設での訓練と並行して、自主的に奏好みの女の子になれるよう自主練を続けてきたのじゃ！」

「……ウホ」

「あ、それ知ってるのじゃ！　ホモのやつなのじゃ！　懐なつかしいのじゃ！」

　奏はこの時になってようやく確信した。

　カルラ・アイゼンシュタインが昔はともかく、今は二次元にしか萌もえ萌えしない奏に、どうしてこうもピンポイントで可愛く見えてしまうのか。

　その理由は簡単だ――彼女は奏と離ればなれになり、施設とやらで暮している間、ひたすら勉強したのだ。二次元の女の子の行動パターンや発言を……それらが本来の自分とナチュラルに混ざり合うほどにひたすら勉強したのだ……日本では二次元みたいな女の子が好まれるのだと、信じ込んだが故に。

　おそらくは、というより確実に奏の事を思っての行動。これこそが彼女がかつて言っていた『自分をプレゼント』という事なのだろうが、問題が一つある。

　カルラの発言を聞いている限り、『日本の普ふ通つう＝アニメやエロゲの普通』と全力で勘かん違ちがいしている節があるところだ。

　――直してあげたほうがいいよね、これ。一応僕は幼馴染だし。それにこいつが変な発言連発して、変な男に絡からまれたりするのもなんか嫌だし。

「か～なで、やっぱり大好きなのじゃ！」

　と、今度は真正面から抱き付いてくるカルラ。

　彼女がきゅ～っと抱きしめてくる度に、おっぱいがたゆんたゆんと奏の体に当たり、様々な意味で発狂しそうになる。

　おまけにそれの対たい抗こう策さくとして瞳を閉じてみても、今度は鼻からカルラの女の子らしい優やさしく甘あま酸ずっぱいフルーツのような香かおりが空気と共に体の中に入ってくる。

　――く、くそ！　ダメだ！　こんな人目の多い場所でエロイベントは絶対に駄だ目めだ！

　などと奏が耐たえ忍しのんでいる間にも、カルラは言葉を続ける。

「妾の事をいつでも心配してくれて嬉しいのじゃ、いつでも妾を心配してくれて……優しくしてくれる奏が大好きなのじゃ。でも妾は大丈夫なのじゃ！　奏以外の男には興味がないから、こういう事もしないし言わないしの！　それに万が一変な男が寄ってきても、妾は小さい頃から教育の一いつ環かんとして施設で空手を習っているから大丈夫なのじゃ！」

「…………」

　カルラが何か言っているが、奏は殆ど耳に入ってこなかった。

　入ってくるのは体が語る言語のみ――奏に押おし当あてられ、ムニュムニュと形を変えながらも自己主張を繰くり返かえすおっぱい様の言葉のみ。

　もはやこの時、奏の意識は完全におっぱい様によって刈かり取られつつあったのだ。だが、次にカルラが放つ発言が奏の意識を覚かく醒せいさせる。

「そういえば楓かえではまだ家にいるかの？」

「楓……楓のおっぱいがどうかしたの？」

「楓のおっぱい!?　なんなのじゃ！　奏は妹とそういう関係なのか!?　嫌なのじゃ！　そんなのは嫌なのじゃ！　奏には妾を見ていて欲ほしいのじゃ！」

「っ！　え、いや!?　ごめん、ボーっとしてた！」

　カルラのおっぱい様がわがままばかり言うせいで、完全に意識が飛んでおり、何かとんでもない事を言ってしまった気がするが、奏は頑張って平静を装よそおって続ける。

「む、本当じゃろうな……まぁ、この感じだと本当っぽいからいいのじゃ」

「この感じ？」

「こっちの話なのじゃ！」

　――こっちの話って何だろう、何だか気になるな。そういえば気になるで思いだしたけど、こいつから肝かん心じんなことを聞いてなかった。

「そういえばカルラってどうしてこっちに戻ってきたの？」

「嫌、じゃったか……？」

　顔と顔がくっつきそうな位置で、ご主人様に捨てられた子犬の様な顔をするカルラに「そういう事じゃないよ、ただ気になっただけ」と安心させるように言いながら、彼は思うのだった――あれ、僕はいつまで抱きしめられてればいいんだろう。

　一いつ旦たん離はなれようと、奏が再びカルラアームを剥はがそうとするのだが、空手をやっているせいか予想以上の力で抵てい抗こうされたので今回はとりあえず放置。仕方なくこのままカルラから返答を聞くことにする。

　もっとも周囲からの視線やコソコソ話が気になるが、もうなるようになれの精神の彼であった――教室での肉便器事件もあったことだし、本当に今いま更さらだ。

「奏が気になるなら教えるのじゃ！　本当は秘密だけど奏は妾にとっての特別だから、教えてあげるのじゃ！　奏だから教えるのであって、他の人には教えないのじゃぞ！」

　やたら奏は特別ですよアピールをしてくるカルラは、胸を押し付けたり離したりしながらキャッキャと騒さわいで心底楽しそうに言ってくる。




「妾は江馬楓を……イグニッションにおいて、頂点に君臨するマカを倒たおしに来たのじゃ！」




「……は？」

　どうでもいい事の様に放たれたその言葉に、おっぱい様のわがままを聞いていた奏のテンションは一気にクールダウンする。

「予想通りの反応なのじゃ！　奏は妾が引ひっ越した理由を覚えておるか？」

　奏が真ま面じ目めな様子で黙っていると、それを答えと取ったのかカルラは「さすがに忘れているようじゃな」と言ってやや難しそうな顔をして続ける。

「妾には特別な才能があった――五感および、第六感と言われる全ての感覚がほぼ完全にリンクしているという才能がの。この才能は当時オリンピック種目にもなったイグニッションにおいて、かなりアドバンテージが得られると祖国で話題になったのじゃ」

「つまり、えっと……だからＡＷＰが最も盛さかんな日本にやってきた？」

「さすが奏、冴さえているのじゃ！　そして日本にやってきた妾は、将来のイグニッションの選手を養成するために作られた施設に入れられる事になったのじゃ。奏と出会ったのは、その施設の受け入れ態勢が整うまでの間でじゃな」

　イグニッションの選手を養成する施設。

　存在は知っている。奏の記憶が正しければ、確か楓にもそこからの誘さそいが来たのだから――もっとも、楓は「お兄ちゃんと会えなくなるから、興味ない」とバッサリだったが。

「いやいやいや、っていうか何？　感覚のリンクってなんだよ!?」

「絶対感覚とでも言えばいいのかのう、説明するのは難しいから今度実際に見せるのじゃ」

　カルラから次々発せられる言葉を聞いて、奏の頭はパニックになり始める。

　――つまりどういう事だ？　こいつはイグニッションの金メダリストになるために日本に来て、そのために育てられてきたのか？　そして、今は現状最強である楓を打だ倒とうするためにこの町へやってきた？

「そういう事なのじゃな」

「っ！　さっきから思ってたけど、お前まさか」

　――僕の心を読みとっている？

「ふふ～ん！　ほぼ全ての感覚がリンクした妾の絶対感覚をもってすれば、心を読むなんて造ぞう作さもないのじゃ……と、言いたいところなのじゃが、妾が読めるのは心から外側に向けて放たれる強い感情のみなのじゃ。相手が何を考えているかまで読めたのは、奏が初めてなのじゃ！　こんなに相手の心が手に取るように読めるのは、生まれて初めての新しん鮮せんな経験なのじゃ！　妾と奏は相あい性しようバッチシじゃな！」

「相性バッチシっていうか……」

　――その強い感情とやらがどのようなモノかは、今はまだわからないけどさ。

　ハッキリとはわからないにしても、もしある程度ならば心を読み切れるとしたら、確かにイグニッションにおいては究極と言っていいほどのアドバンテージを得られるだろう。

　心を読めるという事は、次に相手がどういう攻こう撃げきをしてくるのかもわかるだけでなく、固有スキルの内容、そのスキルを使ってくるタイミング……下手をすれば背後からの攻撃といったあらゆる意表をついた攻撃が無効化される恐れがある。

　――こいつと楓が戦う？　こいつなら楓に勝てる？　どうだろう……いや、ありえない、許さない。あいつを喰くらうのは僕だ、あいつは僕の獲え物ものだ。もしあいつに手を出す奴やつが居るのなら、先に僕がイグニッションでそいつの事を潰つぶして。

「そんな怖こわい顔しないで欲しいのじゃ、奏！　妾は確かに施設の連中から『そろそろ楓倒たおせるんじゃね？　よし、試ためしてこい！』って言われたが、勝てる勝てないは置いておいて正直楓の事なんてどうでもいいのじゃ！　妾は楓と戦う気ゼロ、奏とイチャコラする気マックスでこの町に来たのじゃ」

「え、かっる!?　お前も軽いけど、施設の人もそんなに軽いの!?　なんか悪の組織みたいな印象持ってたんだけど、何それ？　イメージブレイクしちゃったんだけど!?」

「奏は面白いのじゃ！　今時、そんな悪の組織なんてあるわけないのじゃ！」

　この時、奏はまたしても確信した。

　確かに、今時そんな危ない組織があったとしたら、そっこうで潰されると。

「という訳で奏、今の妾は奏のためにこの学校に居ると言っても過言ではないのじゃ！　何か困っていることや、手伝ってほしいことはあるかの？　楓とはいずれ戦うとして、今はとにかく奏のために何かしたいのじゃ」

「まぁ僕の獲物……じゃなくて、楓に対する敵意は今のところないっていうのはわかったけど。困ってる事や手伝ってほしい事って……いきなり言われてもそんな」

　そう簡単に困っていることや、手伝ってほしいものが見つかるわけがない。

　――だけどこいつ、この感じからして僕ぼくに恩返しをしない限り、ひたすらくっついてきそうだし。まぁくっついてくるのはいい、正直嬉しくないこともない……だけど、あの肉便器云うん々ぬんを連呼されるのは困るからな。

　よし、と奏は心の中で頷うなずいて言う。

「じ、じゃあ今度の休日一いつ緒しよに遊びに行かない？　最近ゲーセンで期間限定のレトロアトラクションがやってるみたいでさ」

「おぉ！　デートというやつじゃな！　エロゲで言う奏ルート突入なのじゃ！」

「ルートって……本当によく日本の（オタク）文化について勉強したんだね」

「当たり前じゃ！　奏のためならば妾は何だって出来るのじゃ！」

「昔から頭の回転がやたら速いうえ、勉強ももの凄く出来たしスポーツも万ばん能のうなのは知ってたけどさ……うん。その頭のよさ、もう少し別の事に活いかそうと思わなかったの？」

「それは無理な相談じゃな！　妾の全ては奏に全力投球七しち転てん八ばつ倒とう！　そして今の妾は奏とのデートの事で頭がいっぱいなのじゃ！」

　――七転八倒？　それを言うなら七なな転ころび八や起おきじゃないか？　七転八倒じゃなんかダメダメ臭しゆうただよってるし。っていうかいずれにしろ、意味わからないけど。

「まぁ、デート……ね」

　奏の真意はレトロアトラクションを体験したいわけでも、カルラとデートがしたいわけでもない。この誘さそいをする事によって、カルラに『奏のために何かをした』という満足感を与あたえると同時に、デートをしている間に彼かの女じよの間違った日本観を直せるだけ直すのが目標だ。

「それにひょっとしたら出かけてる間に本当に困ったことが見つかるかもしれないし、とりあえず今はそれでいいかな」




●●●




　数分後。

「入るよ、エリナ」

「お邪じや魔ましま～すなのじゃ！」

　奏が「この後、同好会があるから今日はこれで」と言ってカルラと別れようとすると、どうしても同好会に行ってみたいというおっぱいさ――ではなく、カルラのわがままを聞き、奏は彼女を伴ともなって同好会にやってきていた。

　そして、先ほどの言葉と同時に同好会の扉とびらを開けるや否いなや。




「遅おそいぞ奏！　お前は私をどれだけ待たせる気なのだ！」




　わざわざ奏が来るのを扉の前で待ち構えていたのか、扉のすぐ傍そばで仁に王おう立ちしていたエリナがいつも通りの様子で怒ど鳴なりまくってくる――少し前の乙女然、お嬢様然とした様子は、もちろんのことながら微み塵じんも存在していない。

「いや、待たせるも何も自由参加だよね!?　確かにあとで行く約束はしたけど、時間とか決めてなかったからね!?　エリナに怒鳴る資格ないからね！」

「えぇい！　私との約束をしたならば、無条件で早く来るのが会員のつとめなのだ！　どうせあのカルラとかいう転校生と……むっ、奏！　どうして転校生も一緒に連れてきているのだ！　やはりカルラと乳ちち繰くり合っていたのではないか！　この変態め！　私は覚えているぞ、お前が私のスカートを――」

「やめて！　変ないいがかりと一緒に、負の遺産を思いだすのやめて!?　だいいちそれ、僕だけじゃなく、エリナの傷口も開くよね!?　あの時スカート無くて一番困ってたのエリナさんですよね!?」

「それで、何でカルラを連れてきているのだ？」

「スルーかよ！」

　奏は今日も今日とて、興味がある事にしか興味のないエリナに何とも言えない安心感を抱きつつ、カルラの背中を押して一歩前へ進ませて、彼女が教室でしたアホみたいな紹しよう介かいとは異なるまともな紹介をする。

「名前とかは朝の自己紹介で知ってると思うけど……こいつの名前はカルラ・アイゼンシュタイン。一応は僕の幼おさな馴な染じみで――」

「嫁なのじゃ！」

　奏の説明を勝手にぶった切ったうえ、カルラは引き継ついで喋りだす。

「趣しゆ味みは奏の事を考えること、特技は奏の感情を読みとること、好きな物というより……大好きな人は奏なのじゃ！」

　そこまで言うとカルラはその場で両手を広げて鼻歌を歌いながら踊おどるように一回転した後、星を無数に飛ばしそうな勢いでシャキンっと停止……間かん髪はつ入いれずに大量のハートを飛ばしながら奏の方に向き直って本日何度目かになる抱き付きを敢かん行こう。

　その際、またしてもマシュマロの様に柔らかいマシュマロおっぱいがたわんと奏に押し当てられる――本日何度目かというせいで、その行こう為いに対して僅わずかながら心に余よ裕ゆうを持ってしまっていた奏は感じ取ってしまった。今まで感じ取る心の余裕がなかった、おっぱい様の実力を。




　それは、乳圧である。




　ハグによってお互たがいの体がくっつく以上、間にあるおっぱいは押しつぶされる形となる。押しつぶされるという事は当然、潰される過程があるという事である。

　それこそが乳圧である。

　おっぱいが潰れるまでの感覚――押し当てられ、むにゅんと柔らかに広がっていく肉独特の官能的な感覚。その感覚は押し当てられるものの時間的感覚をも無限に引き延ばし、肉と肉がぶつかり合うインフィニティスパイラルに陥おちいらせる。

　おまけにカルラは自分の匂においをつける犬のように、頬を奏へスリスリと押し当て言う。

「奏～♪　妾は奏が大好きなのじゃ！」

　それら全すべてが奏に襲おそいくる。

「…………」

　言葉の暴力。

　乳の暴力。

　――これが三次元の全力か、なかなかいいじゃない。

　またも奏の脳内が遥はるか彼方かなたにぶっとびそうになった瞬しゆん間かん。

「えぇい！　とにかく奏から離はなれろ！　何だか見ていてモヤモヤする！　理由はよくわからないが、見ているとこう……とにかくモヤモヤするのだ！」

　ある意味ではグッジョブなエリナさんの行動によって、奏は魔まのカルラホールドから救出され、彼女に手を引かれてカルラ共々部屋の中央付近に誘ゆう導どうされる。

「それで？」

　――出た、エリナの「それで？」。

　エリナ曰いわく、会長が「それで？」と言えば会員はその内容を瞬しゆん時じに読み取り、それに答えるかもしくは従わなければならないらしい。のだが、ぶっちゃけそんなのは無む茶ちや振ぶりである……それこそカルラのような特とく殊しゆな感覚を持っていれば何とかなるのかもしれないが。

　――と、昔の僕ならば思ったかもしれない。

　そう、以前の奏ならば確かにそう思っていただろう。しかし、今の彼かれは違ちがう。

　エリナの無茶振りに数多く付き合った結果、エリナが言いたい事が何なのか――おそらくはこういう事が言いたいのだろう程度には、ぼんやりとわかるようになってきているのだ。

　よって、奏はエリナの「それで？」に普通に対応する。

「自分で言うのも何だか恥はずかしいけど、カルラは僕の事がす、好きらしい。小さい頃ころに僕がカルラを虐いじめっ子こから助けて以来、一緒に遊んだりしているうちに好きになってくれたみたいで……それでなるべく一緒に居たいから、同好会を見学してみたいって――」

「私はそんな事が聞きたいのではない、お前は相変わらず察しが悪いときといいときの差が激しいな。だいたいなんだ、自分でモテるアピールを始めて……完全に痛い人ではないか……ふ、ふ、ふはははははははははははははははははっ！」

　と、デフォルト高笑いを始めるエリナ。

　それに対して奏は「確かにらしくもない、モテるアピールみたいな事をしてしまった」と羞しゆう恥ちから顔を真っ赤にしながら、照てれ隠かくしの意味を込めてエリナへ言う。

「や、やめて!?　そういう事言うのやめて!?　僕が一番恥ずかしいから！　心の中で散々『エリナが言いたい事ならなんとなく分かるように……』みたいな事を言ってたのに、見事に外してただでさえ全力で恥ずかしいのに、傷口に塩塗ぬりたくるみたいな事言うのやめて!?」

「……そういえば、楓さんがダブルスの大きな試合で優勝したらしいな――パートナーを放置して相も変わらず一人で無む双そうしていたが、なんにせよ『おめでとう』と伝えておいてくれ」

　イグニッションにおける公式試合形式の一つ、ダブルスと呼ばれる二対二の試合形式にて、妹の楓が優勝した事を祝福してくれるエリナ。

　普通ならば『ありがとう』とでも言っておくべき奏なのだろうが。

「今完全に悪意を持って話変えたよね!?　それと急に普通なテンションに戻もどるのもやめてって前いったよね!?　僕が滑すべったみたいだからね!?」

　エリナが、自分をおちょくるために話を変えたのを知っている奏としては、ツッコミを入れるのに必死でお礼を言っている場合ではなかったのであった。

　その後も「わ～わ～」いつもながらの奏エリナ節といった会話を繰り広ひろげていると、二人のすぐ近くから「ふふっ」と楽し気な声が聞こえてくる。

「む、何が可笑おかしいのだカルラ」

　エリナの質問に対し、楽し気な声の主ことカルラは答える。

「可笑しいというより、奏が楽しそうな同好会に入っていて安心したのじゃ。それがとっても嬉しくて、思わず声がでてしまったのじゃ。もっとも、奏が楽しければ妾わらわも楽しいがの」

　幸せそうな表情で胸の前で両手を組むカルラ。

　もう全力で「奏大好き」というアピールをしてくるカルラパワーに、奏が堕おちそうになる間ま際ぎわ、幸か不幸かカルラ自身が「そういえば」と話を変えてくれる。

「妾はまだエリナの紹介を聞いていないのじゃ……教室で少し話した時とかなり雰ふん囲い気きが違うからとっても気になるのじゃ！」

「それを言うなら、私もお前の喋り方がずっと気になっている。だがまぁ、奏の知り合いという事だし、今回は特別に私から自己紹介をしてやろうではないか！　ありがたく思うのだぞ……ふ、ふふ、ふぅううううははははははははははははははははははははははっ！」

　――うっさ。

　奏が心の中でボソッと呟つぶやいたのを知る由よしもなく、エリナは自己紹介を始める。

「私の名前は桜月エリナ、この同好会の会長にして奏の所有者！」

「っ！　妾の名前はカルラ・アイゼンシュタイン、奏の幼おさな馴な染じみにして奏の肉べ――」

「やめて!?　変なところで張り合うのやめて!?　あとお前それ、そこから先を言うのは今後絶対禁止！　お前が思っている様な意味じゃないからね、それ!?」

　おそらくはエリナが言った所有者という単語に反応したのであろう。カルラが張り合っておかしな事を言いだすのを奏は何とか食い止め、「それではどうぞ」とエリナに自己紹介の続きを求める。

「うむ、ご苦労。私の趣味はＡＷＰのゲーム、特技はＡＷＰのゲーム、好きな物はＡＷＰのゲームだ」

　ドンっ！　と、効果音でも出そうな感じで胸を張るエリナ。

　正直まったく胸を張れる事ではないのだが、あまり突っ込むと手痛い反はん撃げきが高確率でくるので、ここはスルーしておこうと安あん全ぜん牌ぱいを取る奏であった。

「私の自己紹介はこんな所だな。何か質問はあるか？」

　エリナが順調に自己紹介を終え、質問タイムに突入するとカルラは待ってましたとばかりに両手を上へ上げてキャッキャと飛とび跳はねながら言う――このアニメっぽい動作の一つ一つを全て勉強して身に着け、狙ねらっておこなっているとしたらカルラ……恐おそろしい奴やつである。

「はいは～い！　エリナは何でそんな喋り方なんじゃ？　教室ではどこかのお嬢じよう様さまみたいに喋ってたのに、ここだと真逆で……正直驚おどろいたのじゃ」

　――うん、わかるよカルラ。その気持ちはものすごくわかる。

　普ふ段だんのエリナとは別のエリナ。

　すなわちエリナ同好会バージョンと初めて会話したときは、奏もとても驚いた記憶が今でも鮮せん烈れつに残っている。

　なんせ今カルラが言った通り、普段のお嬢様お嬢様した性格と行動とは全く異なるどころか、しまいには「ふはははははははははははははははははっ！」などと、悪役がしそうな高笑いすら始めてしまうのだ。

　普段のエリナを知っていれば知っているほど、受ける衝しよう撃げきは大きいだろう。まぁそういう意味では、まだエリナの普段をあまり知らなかったカルラの衝撃は、奏ほどではないと言えるが、やはりある程度は驚くようだ。

「ふはははははははははははははははははっ！　この喋り方と教室での喋り方のギャップが気になるか！　仕方がな――」

「いいかカルラ、これがエリナの素すなんだよ。教室だとエリナは猫ねこを被かぶりまくって優等生を演じているんだ。僕も最初は騙だまされてたけど、もう絶対に騙されない」

「えぇい！　何を勝手に説明しているのだ！」

　不ふ機き嫌げん顔のエリナは、まるで空にある何かを切るように片手を横に薙ないでから続ける。

「別にどちらが素という訳ではない！　ただ同好会の時は強くあるために、私が尊敬する織田信長様イメージの喋り方を心こころ掛がけているだけだ！　つまりただの切きり替かえ、マインドセットともいえる……どちらも素の私だ！　わかったか、奏……ふ、ふふ、ふはははははははははははははははははっ！」

　わかったような、わからないような。

「まぁ戦う時は心を強くもてっていうのは、一理あるような気もしないでもないけどさ」

　――そこに喋しやべり方かたを変える必要はあるのだろうか。

　なんともモヤモヤした気分を奏が抱だいている間にも、カルラとエリナによるガールズトークは再開される――それにしても、どうして女の子はこう簡単に仲良くなるのだろうか。奏が入学した際も、男子がグループ形成する前段階から女子はすぐにグループを形成していた気がする。

　――うん、永遠の謎なぞだ。

「ほーう、つまりその『のじゃ口調』と『二次元っぽい動作』そして『オタク文化への理解の深さ』それがカルラなりの大和やまと撫子なでしこというわけだな？」

　奏が考えを巡めぐらせているうちに、どうやら話はカルラの喋り方とぶっ飛んだモテる女性観の件になったらしい。

「ヤマトナデシコ？　なんじゃそれ？」

「簡単に言うのならそうだな……日本美人のいい女という奴だ」

「おぉ、それじゃ！　妾はヤマトナデシコになるのじゃ！」

「ふはははははははははははははははははっ！　面白おもしろい奴め！　そしてお前からは話していて、とてつもない知性を感じる……そういう奴は好きだ！　気に入ったぞカルラ、私の同好会に入る事を許そうではないか！」

「妾もエリナの事が気に入ったのじゃ！　エリナと話していると楽しいのじゃ！」

　どうやら二人の自己紹介も終わり、順調に仲が良くなりだし始めたところで、奏はそろそろ切りだしてもいいかなと判断してエリナへと声を掛かける。

「あのさエリナ。カルラが同好会に入るか入らないかは取りあえず置いておいて、今日僕たちって戦う約束してたでしょ？　イグニッションで」

「うむ、していたが……それがどうかしたのか？」

「実はカルラが、僕たちが戦っているところを見たいらしいんだけど……」

　――正確に言うと『僕が戦っているところ』なんだけど、それを言ったらエリナは確実に不機嫌になるので黙ってフォローっと。

　奏の華か麗れいなフォローの甲か斐いあって、エリナは普通に会話を続け、奏が言いたい事を先回りしていってくれる。それは――。

「むっ、そうするとここでのローカル対戦は無理だな」

　そう、奏が言いたい事はまさにそれだった。

　ローカル対戦にすると観戦するためにカルラがログインするＡＷＰが一台。奏とエリナが戦うために使用するＡＷＰが二台――つまり合計三台が必要になってしまうため、この部屋にあるＡＷＰ二台ではどうあっても足りない。

「どうする？　ゲーセンに行ってプレイする？」

「それでもいいが……いや、私にいい考えがある。奏とカルラはこの部屋のＡＷＰにそれぞれログインして待機しているのだ。しばらくしたら私の方から奏にオンライン対戦の招待状を送る……カルラは観戦モードで奏のＩＤを検けん索さくして待機しているのだ」

　そこまで言うと、エリナは「では行ってくる」と高笑いを上げながら部屋から出ていってしまう。

「…………」

　――うん、何だかものすごく嫌いやな予感がする。




　これは完全に余談であり、気のせいかもしれない話なのだが。

　奏がログインの準備をしている時、どこからか黒くろ猫ねこを彷ほう彿ふつさせる少女の泣き声交じりの抗こう議ぎが聞こえた気がしたのだが……真相は不明である。







第二章　リベンジ







　イグニッションにログインしてから数分後、黒を基調に銀色の装そう飾しよくが施ほどこされた騎き士し甲かつ冑ちゆうを纏まとった少女――リアルの奏かなでと同じ髪かみ型がたをし、その色だけが金きん髪ぱつへと変わった碧へき眼がんの少女、世界最強のアバターであるマカへの復ふく讐しゆうを原動力として作られた奏のアバターカナデは、初期状態から何も弄いじっていない木こ漏もれ日び差し、緑生おい茂しげる美しい遺い跡せきのようなホームエリアに一人立ち、エリナのアバターであるエリリからの招待を待っていた。

「この前、戦せん闘とうして得られるＢＰが溜たまったから、髪型チェンジアイテムを購こう入にゆうしてみたけど……少しは男っぽくなったかな」

　カナデは自分の前まえ髪がみをつまみながらそう呟つぶやいた後、「それにしても」と言ってから続ける。

「次の戦い、確実に観戦者がいる以上無様な勝ち方はできないな」

　カナデこと奏がプレイしているこのゲーム、イグニッションには『観戦』というシステムが存在している。それがどのようなシステムなのかは、オンラインゲームを少しでもやった人ならばだいたいわかるだろう。

　だが念のために説明しておくと、この観戦システムとはオンライン対戦の中にある観戦の項こう目もくを選ぶことにより、世界中で行われている対戦を自由に観戦できるというシステムである。

　イグニッションにおける観戦システムは、大きく分けて二つに分かれている。

　それは『ランダム』と『検けん索さく』だ。

　詳くわしく分けるのならばそれぞれの中にも、ソート機能を利用した様々な観戦方法があるのだが、それを説明し始めるとかなりの時間がかかってしまうので省略。

　ここでは現在カルラが行っているであろう観戦方法、『検索』についてだけ説明しよう――正直こちらも説明するまでもないのだが、要するにＩＤを教えてもらう事により、特定の人物の対戦を狙ねらって観戦できるという機能だ。

　奏の妹である楓かえでのアバターことマカのように、かなり有名なアバターになると公式でＩＤが公開されているため、オンライン対戦を行った際の観戦者がとんでもない人数になるのもザラだ。

　そして今回、カナデの戦いにおける観戦者の人数は。

「『次のあなたの対戦の観戦予約をしている人数は９５１人です』か」

　通常、動画配信をしているアバターならば、あまり有名でなくてもだいたい５００から１０００前後の観戦者が付くことがある。しかし、カナデは動画配信などした事もなければ、積極的に名前の売り込みなども行っていない。

　にもかかわらず、イグニッションを始めて短期間でここまでの観戦者が勝手についているのは、彼女の実力が……彼女の戦い方が、そして彼女がもつ特別な力が世に認められ、広がり始めている証しよう拠こだろう。

　――いや、僕の二つ目のスキルはめったに使ってないから、あのスキルが広まっているっていう事はないか。

　奏はそう思い直しつつ、再び観戦者の事について考える。

「これで動画の配信とかしたら、きっと観戦者も増えるんだろうけど。観戦者の人数自じ慢まんがしたいわけでもないし、なにより僕って何だかんだであがり症しようだからな」

　今では慣れたものだが、エリナから初めて観戦している人数を見れると聞き、実際に何人が自分の戦いを見ているのかを調べ、それを知ってしまった時のカナデは、緊きん張ちようしまくってろくに戦えなかったのを覚えている。

「前やってたＦＰＳみたいに観戦者が何人いますとか表示されないシステムなら、よかったのに……とも言いきれない僕が居て嫌だ」

（最近、観戦者が増えてくると知名度においても、いずれ追おい越こしたいマカに近付きつつある気がして何だか嬉うれしいんだよね。まぁ、さっき言った事を全部ひっくり返す様な事だけど、まぁそれはそれ……これはこれ、ケースバイケースということで）

　と、カナデがそんな事を考えているとフレンドからメッセージから届いていることに気が付く。

「全部で５通……全員同じフレンドってこれ、マカか？」

　どうしてあいつからこんなにメッセージが飛んで来てるんだ。と、カナデが疑問に思いつつもメッセージを開いてみると。





件名：お兄ちゃん！

　　お兄ちゃん、今から大会！




件名：お兄ちゃん、お兄ちゃん！

　　お兄ちゃん、今から決勝だよ！　応おう援えんしてね！




件名：お兄ちゃん、聞いて聞いて！

　　お兄ちゃん、お兄ちゃん！　またノーダメージで勝った！




件名：聞いてよ、お兄ちゃん！

　　お兄ちゃん聞いて！　さっきの大会、決勝がバトルロイヤル形式だったんだけどね。そこでマカとあたった人たちが、マカのせいで賞金と限定装備が取れなかったって絡からんできた！　どう思う？　仕方ないからもう一度対戦して格の違いを教えてあげたけど。




件名：お兄ちゃん、お兄ちゃん！　いいのあげる！

　　お兄ちゃん！　大会で優勝してマカ機き嫌げんがいいから、お兄ちゃんにプレゼント送ってあげる！　このメッセージの添てん付ぷを開いてね！






　などなど、そこにあったのは自らの妹からの怒ど涛とうのお兄ちゃんコール。

　……。

　…………。

　………………。

「おぉふ」

　なるほど、大会だったのはいいけど、お兄ちゃんお兄ちゃんうるさい。

　あの日あの時――カナデがリアルで妹のお腹なかを揉もみ揉みした日から、妹のお兄ちゃんコールがより一層強まった気がするのだが、それはカナデの気のせいだろうか。

「というか、絡まれたって大だい丈じよう夫ぶなのかよ？　まぁどの規模の大会かは知らないけど……オンライン上から参加する大会なら身の危険はゼロだし、あいつが外出するような時はたいていボディガードがつくから多分大丈夫だろうけど」

　――あんまり心配かけるなよな……ったく。

　そこでカナデはマカからの最後のメッセージ、例のプレゼントやらの事を思いだす。

「そういえば何か添付されてるみたいだけど、何だろうこれ？　えっと、『マカ様からプレゼントが届いています、取得しますか？』と、これはもちろん『はい』だよね」

　するとアイテムを入手したのを知らせる独特の効果音に続いて、『入手したアイテムを使用しますか？』という表示。

「……な、何だか言い知れぬ嫌な予感がするけど、まぁせっかくだし『はい』っと」

　その瞬間、カナデの世界は瞬またたく間まに変わった。




『マカファンクラブ限定アイテムを使用しました。ホームエリアを変へん更こうします』




　そんな言葉と共に、カナデの世界は……ホームエリアは瞬く間に変化した。

「へ、ちょ!?」

　焦あせるカナデの前に現れたのは圧あつ倒とう的てきなマカ。

　雪の様に白く長い髪かみと、紅あか水すい晶しようの瞳ひとみ……そして、触ふれることすら許されないような印象を抱かせる圧倒的な無む垢くさを持ちながらも、世界の頂点に君臨しつづける無敗の白しろ騎き士し。

　カナデが全ぜん身しん全ぜん霊れいを賭かけて復讐しようとしている相手――それが壁かべ紙がみとして登場した。

　天てん井じようを見ると、様々なリラックスポーズで空を飛んでいるようなマカ。

　壁かべを見ると、笑え顔がおでダンスを踊っているようなマカ。

　床ゆかを見ると、オタク狙い撃うちといったあざといポーズをしているマカ。

「ま、まさか……いやまさか、そんな訳ないよね」

　最後の希望。とばかりに、カナデは最初のチュートリアルで使った練習用のアバターを表示させる――以前戦った練習用アバターは、無機質で凹おう凸とつのないまさに練習用といった感じのものだったのだが。

「はい！　でたぁ！　想像通りだよ！　そう来ると思ったよ！」

　現在、そのアバターはマカになっていた。

　どこからどう見ても白騎士マカである。

「こんなん打ち込み難にくいからね!?　さすがの僕でも無む抵てい抗こうで可愛かわいらしく笑いながら立っているマカに攻撃するとか、心苦しくて出来ないからね!?　っていうかこれ、完全に違う目的で作られてるよね！　絶対に違う、そう！　練習とは違うけしからん用よう途とで使ってる奴いるよね!?」

　カナデは言いながらマカ（偽にせ）の胸にビシっと軽快なツッコミを入れると。




『んきゅっ、もうやめてよお兄ちゃん！　変なところ触さわらないで欲ほしいな……でも、どうしても触りたいなら、特別にいいよ？』




「…………」

　――え？

「喋るのかよ！　しかも触ると頬ほおを染めながら口もとに手をやったりする、細かいオタクほいほい的な機能付き！　これじゃあ余計に練習しづらくなるよね!?　どうしてこんなもの作ったの!?　誰だれか教えて！　誰か教えてください！」

『いいよ、お兄ちゃんが知りたいなら……マカの全部、教えてあげる』

「うっさいよ！　両手を組んで口元隠かくしながらモジモジするようなあざといポーズやめて!?　可愛いけどさ、確かに可愛いけどさ！　自分の妹ながら可愛いとは思うけどさ！　これじゃあ集中できないからね!?」

　元からこの練習用アバターはナビゲーションボイスも相あい俟まって、空気が読めなくてうるさい印象を持っていたが、マカ（偽）になってから余計に……本当にうるさくなってしまった。

　――あぁもう！　本当になんだよこれ！　ホームエリアを丸ごと書かき換かえるプレゼントとか、ただのウィルスじゃないかよ！　どうやってもとに戻すんだよこれ！

　カナデが頭を掻かき毟むしりながらひとしきりツッコミを入れた後、ようやく待ち望んだエリリからの招待メールが届くのであった。




●●●




　世紀末。

　はたまた核かく戦せん争そう後の世界。

　そんなイメージがピッタリな荒こう廃はいした世界――そんな世界に倒たおれる事なく残った朽くちたビル群。今では住んでいるものが居ないマンション、働いているものが居ないオフィスビル。

　かつては摩ま天てん楼ろうと言われたであろう、そんな荒廃都市に存在する一ひと際きわ巨きよ大だいな……けれども他と同様朽ち果はてた高層ビル。

　そこの一階、朽ちた椅い子すや殆ほとんど原形をとどめていない自動販はん売ばい機き、そして風化しかかっている無数のゴミが乱雑に散らかっているフロアでカナデは一人の少女と向かい合っていた。

　ピンク色の髪を後ろで一房ふさ纏まとめ、どこかゴスロリを思わせる可愛らしい衣装に身を包つつんだ彼女の名はエリリ――リアルにおけるエリナのアバターにして、カナデに初の敗北を与えたアバターである。

「摩天楼ステージか……ここでカナデと戦うのは初めてだな」

「そうだね、このステージの特とく徴ちようはわかってる？」

「誰に言っているのだ！　このステージは当初ビルの外に出れないことから、多くのプレイヤーに『ものすごく狭せまいクソ手て抜ぬきステージ』とバカにされたが……このステージの特徴は横の広さではなく、縦の広さ」

「さすがエリリ」

　そう、このステージは横ではなく縦にひたすら広いのだ。

　これはカナデもネットで得た知識であるのだが、このビルは１６０階まであるらしいのだが……なんと全てがフィールドらしい。

　荒廃している世界観のステージだけあり、エレベーターなどは止まってしまっているため、実際に１６０階まで登れるかカナデ自身が確かめたわけではないため、あくまで『らしい』になってしまう。

　だがしかし、ネット上の検証動画や画像の数々が合成やコラでない限り、このフィールドは１６０階まで行けるある意味では超ちよう広こう大だいなフィールドである。

「まぁ、僕も何回かこのフィールドでランダム対戦したことあるけど、行っても三階くらいだったけどね」

「うむ、だいたいの場合は一階で勝負が決まってしまう事が多いからな。どんな対戦方法にしようと、このステージの推すい奨しよう配置に任せると、確実に一階で向かい合った段階で勝負が始まる以上仕方がない事だが」

「ねぇエリリ、それはつまり自分も一階ですぐに負けますって宣言してるの？」

「……まったく、お前はゲームの中だとやたらと好戦的だな。だがよいぞカナデ、それでこそお前だ……そしてお前のその言葉、すぐに後こう悔かいさせてやる」




　一いつ瞬しゆんの静せい寂じやく。

「行くぞ！」

　フロアを蹴けりつけ、柄えがショットガンの様になった戦せん斧ぷ、リボルバーアックスを大きく振ふりかぶりながら先に駆かけだしていたのはエリリだった。

　一方のカナデは自分目がけて突っ込んで来るエリリを、余裕をもった……そしてどこか白騎士マカを彷彿とさせる、自らの武器である剣けんと銃じゆうが融ゆう合ごうしたかのようなリボルバーソードすら抜ぬかない、構えとも言えない構えで待ち構える。

　――やっぱりだ。動きが止まって見える。

　毎日毎日マカと気が狂くるうほど対戦しまくっているせいで、彼女の剣速になれてしまい、結果としてそれ以下の速度の攻こう撃げきが遅くみえるのか。カナデが想像した以上に自分が成長したのか――今のカナデにはエリリに限らず、大半の敵と戦うとその攻撃が止まって見えるようになっていた。

　故ゆえにこの余裕。

　――もっとも、対戦相手に失礼だから……僕ぼくは舐なめプは極力しないけどね！

「遅いぞカナデ！」

　エリリは右手に持った戦斧――リボルバーアックスを振りかざし、未いまだ無防備に立っているだけであるカナデのアバターのクリティカルポイントである首を的確に狙ってくるが。

「その言葉、そのまま返すよ……エリリ！」

　カナデは常人ならば目に映らぬような速度で、黒く歪ゆがんだ剣――リボルバーソードを火花を散らしながら抜剣し、澄すんだ鉄の音と共に難なくエリリの攻撃を受け止める。

「くっ」

　圧倒的なまでに初動が遅かったカナデに、戦斧を受け止められたことが衝撃だったのか、エリリは若じやつ干かんの硬こう直ちよくを挟はさんだあとに体勢を整えるためか一いつ旦たん飛とび退のき、踊るようにその場で武器を薙ないでからカナデに声を掛ける。

「なるほど、防ぼう御ぎよの手が速いのは認めよう……だが攻撃はどうだカナデ？」

　言って彼かの女じよは両手を広げるように開き、明らかにカナデを挑ちよう発はつするのが目的だと思われる調子で自信満々に、そしてどこか偉えらそうに続ける。

「どうしたカナデ、自信があるのなら来てみるがいい！　この私がお前を試ためしてやろうではないか！　ふ、ふふ、ふはははははははははははははははははっ！」

「…………」

　――いや、これ絶対に罠わなだよね。

　エリリの奥おくの手ては確か。




インビジブル・ナイツ（使用回数：無限　対象：自攻撃）

　―自分が行った攻撃のダメージを不可視の形にして空間に固定する。固定された攻撃にプレイヤーが触れた場合、触れたプレイヤーはその分のダメージを受ける。なお、空間固定は同時に五つの攻撃まで可能。固定された攻撃は何かに触れるか、六つ目を固定した段階で消える。六つ目を固定した際は古い順に上書きされていく。




　そう、確かそういうもののはずである――であるならば、おそらく先ほどカナデから距きよ離りを取った際に戦斧を横に薙ぎ、トラップとしてダメージを固定した可能性が高い。

　あそこに突っ込んでいけば、固有スキルによる不可視の不意打ちを受けるという訳である。

（思い出すな、僕が最初にエリリにやられた時の手段と何も変わらない。まぁ今回は残りのＨＰの関係からして、僕がトラップに引っかかったらそこを起点として、なんらかのコンボでもするつもりなんだろうけど……エリリ、それじゃあ今の僕は絶対に倒せない。経験を積んだ今の僕にはね）

「どうした、来ないのかカナデ？　まさか怖おじ気けづいたのではなかろうな！」

　と、カナデの考えを切るようにエリリの挑ちよう発はつ的てきな声が飛んで来る。

　――エリリってどう考えても駆け引ひきとか、演技とかが苦手そうだよね。今だって僕の攻撃を誘さそってるみたいだけど、バレバレだし。

「でも、そんなにお望みなら……行かせてもらう！」

　直後、カナデは女アバターが有する華きや奢しやな体に見合わぬ尋じん常じようならざる脚きやく力りよくでフロアを爆ばく散さん、かつてエリリと戦った際に見せた疾しつ走そうとは別次元の速さをもって、彼女へと迫せまる。そして――。

「ここだ！」

　先ほどエリリが薙いで、スキル発動によりダメージを固定したと思われる空間を左ひだり腕うでで思い切り殴なぐりつける。すると、予想通りカナデの左腕が何かに引っ張られる様に後ろへ弾はじかれる感覚と共に彼女のＨＰが減少し始める。

　それを見たエリリは、純じゆん粋すいにカナデがトラップに引っかかったと思ったのか。

「かかったなカナデ！」

　これぞ正に悪役、はたまた悪代官と言ったような悪い笑えみを浮うかべ、思い切り戦斧を振ふり被かぶり、コンボを撃ち込んで来ようとする。

　だが。

「かかったのはエリリだよ！」

　直後、カナデは左腕が弾かれる勢いを利用して、ただ早く……エリリがコンボを出すよりもただ早く前へと進めていた右手の黒く歪んだ剣へ、自らの心の具現にして最も信しん頼らいを置いている固有スキルを行使する。




固有スキル：ペインハザード（使用回数：１　対象：任意のプレイヤー一名）

　―使用者が対戦中に受けたダメージの０・７５倍の数字を、被ひ使し用よう者しやの右手装備攻撃力に付ふ与よする。また、効果時間は被使用者が攻撃行動を一回以上とるまでとする。




「なっ!?」

　直後、見ているだけで吐はき気けを催もよおしそうなほど邪じや悪あくでどす黒く、血の様に歪んだ赤い蛇へびが何なん匹びきもカナデの剣に纏わりつくエフェクトを発生させながら、その剣はエリリの対応を超こえる速度で彼女の胸へと突つき刺ささる。

　しかし、カナデのスキルは特性上ダメージを自らが多く負わなければ、さした威い力りよくは出ない。

　その事を今までのカナデとの対戦からよく理解しているであろうエリリは、またしてもニヤリと笑うと。

「逸はやったな、カナデ……貴様のスキルの威力はまだ上がりきっていない、すなわちこの程度ではまだ負け――」

「まだだよエリリ僕の攻撃はまだ終わらない、忘れたの？　僕の武器はリボルバーソード……その本質は」

　エリリの言葉を断たち切るようにカナデは言うと、黒く歪んだ剣――リボルバーソードのトリガーを、彼女はゆっくりと引く。

　瞬しゆん間かん、巻き起こったのは紅ぐ蓮れんのように激しい刀身の爆ばく発はつ。

「ぐぅっ」

　胸に剣が刺さった状態でリボルバーソードの特性による爆発をくらい、エリリのＨＰはレッドゾーンへと突とつ入にゆうすると同時に体勢が大きく崩くずれる。

　カナデはその隙すきをついて瞬しゆん時じに剣から手を離はなし、エリリが持っているリボルバーアックスの柄の部分に美しい軌き跡せきを描えがく回まわし蹴げりを放つ。

「っ、ここで蹴り技わざだと！　お前はなにを!?」

「黙だまって見てればわかるよ！」

　カナデによる渾こん身しんの蹴り技は、エリリの持つ戦斧の柄に綺き麗れいに吸い込まれる。そしてそれを受けた衝撃で、彼女の手から戦斧が離れて宙を舞まう――カナデはエリリが何とか戦斧を握にぎろうとするのを制するように、瞬時に彼女の戦斧を奪うばい取とり。




「これで終わり……僕の勝ちだ、エリリ！」




　一いつ閃せん、音を置き去りにした斬ざん撃げきを繰くり出だす。

　その直後、遅おくれて訪おとずれる大気を震ふるわす様な激しい衝撃と、音速の壁を超えた時特有の何かが弾ける様な凄すさまじい轟ごう音おんをもって、カナデはこの勝負に幕を下ろすのだった。




●●●




「最後の蹴り技と、相手の武器を奪っての攻撃は観戦者用の魅みせプレイだったけど、成功してよかった……別に観戦者を楽しませるためにプレイしてるわけでも、さっき言った通り積極的に観戦者を増やしたいわけでもないけどさ。あそこで失敗したら、とんでもなくダサいし恥はずかしいもんな」

　知名度においてもマカに追いつくためには、こういうパフォーマンスも必要だろう。

　と、奏は心の中で呟きながらイグニッションからログアウトし、ＡＷＰのハードから外へと出ようとする。が、外に出ようとＡＷＰ前面についているスライドハッチを開いたところで――まるでスライドハッチが開くのを今か今かと待ち構えていたように、ＡＷＰの中にいる奏を覗のぞき込む金きん髪ぱつ碧へき眼がんの少女と眼めが合う。

「……うわぁっ!?」

「な、なんじゃ!?」

　あまりにも至近距離過ぎたせいで、一瞬お化けでも出たのかと奏がビクっとしながら声を出すと、金髪碧眼の少女ことカルラも同じくビクっとしながら飛び退のく。

「なんじゃ!?　じゃないからね!?　お前だよ！　お前のせいで驚いたんだよ！　そんな至近距離で待ちかまえられてたら、誰だってビックリするからね!?　どうするの？　僕が心臓発ほつ作さで昇しよう天てんしちゃったらどうするの!?」

「その時はもちろん、妾も昇天して奏の後を追い、頑がん張ばって連つれ戻もどすのじゃ！」

「どうやってだよ!?　お前も昇天したら、今度は誰がお前を連れ戻すんだよ!?」

「盲もう点てんだったのじゃ！　これは奏を助けるいざという時のために、シャーマンの勉強をしないと駄だ目めなのじゃ！　確か妾が見たアニメの中に『シャーメン・クイーン』っていうのがあったのじゃ！　もう一度あれを見て勉強するのじゃ！」

　奏のツッコミに対し、ボケなのかマジなのかわからない発言を返すカルラ。

　――多分こいつの場合ボケとか本気ではなく、全すべて『オタクらしさ』を出す計算で言っているんだろうけど、それ以前に。

「お前って『奏のため云うん々ぬん』本当に照れくさいことばっか言うよな。ま、まぁ？　嬉うれしくないわけではないけど？　お、お前はそれ言ってて恥ずかしくないのかよ？」

「全く恥ずかしくないのじゃ！　妾は奏が大好きで本心を言っているだけじゃし、こういうのがヤマトナデシコじゃろ？」

　ヤマトナデシコ。

　オタク文化に精通し、二次元的な発言をし、おかしな日本観を身に着けた女性――ヤマトナデシコ。

　本心で自分を好いてくれるのは嬉しいが……きっと、カルラの言う『ヤマトナデシコ』と、奏の知っている『大和撫子』は別物だ。彼かれは心の中で苦笑いしながら頷うなずくのだった。

　奏はそんな事を考えつつも、いつまでもＡＷＰのハードの中で寝ねそべっているのも何なので、ゆっくりと上半身を起こす。すると同じタイミングで、一いつ旦たんは飛び退いていたカルラがひょこひょことヒヨコのような動きで近づいて来て言う。

「時に奏よ、先ほどの一戦見事だったのじゃ！」

「先ほどの一戦ってエリナとのでしょ？　お前は施し設せつで訓練をつんでるみたいだから、そんなに驚おどろかないと思ってたけど……見事だって言うような要素あった？」

「もちろんなのじゃ！　なんじゃ奏は？　まさか自分では気が付いておらんのか？　妾はしっかりと気が付いたぞ、今の一戦だけで容易にわかる奏の凄すごさにの！」

　気が付く。とは一体何にだろう。

　奏が疑問に思っていると、その答えをカルラが口にしてくれる。

「まず奏が攻撃する際や移動する際の速度じゃが、驚きよう愕がく以外では言い表せない衝撃をうけたのじゃ。並のプレイヤーでは目視不能な速度……あれ程ほどの速さを叩たたきだせるイメージ力を有しているなら、相手の攻撃など殆ど止まって見えるじゃろ？」

「いや、まぁ……」

　カルラの言う通りだ。

　施設での訓練でイグニッションの様々な事をカルラは学んだせいか、彼女が言っている事は的を射ている――確かに今の奏は殆どの攻撃が止まって見えるのだから。

「その感じ、妾が言っている事はあながち間ま違ちがってはいないようじゃの」

　カルラは奏の心を読み取ったのか、うんうんと頷いてなおも続ける。

「なにより妾が驚いたのは、パフォーマンス故の無む駄だな動きとはいえ武器を蹴り飛とばし、己おのが物として相手への一いち撃げきを繰り出したこと……戦闘中に失敗を恐おそれず、あれを冷静に行い成功させるその技ぎ巧こうになのじゃ」

　そこでカルラは「のう、奏」と一息置いて言う。

「速度は見る限りマカと互ご角かく。技巧においてもマカと互角。じゃが奏、気が付いておるか？　マカは戦いにおいて決して冒ぼう険けんせず、剣とスキルのみを用いた堅けん実じつな攻せめしかしてこない。故に不測の事態に弱く、一ひと度たび崩くずせば容易に攻こう略りやくできるじゃろう」

　まるで核かく心しんを突くかのように、ゆっくり口を開く。




「戦闘で蹴りを使う意外性、そして様々な戦い方を常に考えている柔じゆう軟なん性せいがあるおぬしは、もうマカより強いのではないか？」




　カルラの言葉に、奏の心臓は大きく跳はねる。

　おそらくはそれこそが、カルラが先の一戦で最も驚いた事にして、奏をこうも褒ほめ称たたえている理由なのだろう。

「い……や……そんな、事は」

　――僕がマカより強い？　まさか。

　そんな事はないはずだ。

　現に奏は何度もマカ――楓と対戦しているが、勝った事が一度もない。そして彼女には奏が持たざる最強のスキルがある。この世全てがマカの遊び場、故に自由にならない事などない。そう本気で信じるが故に発現した、相手のアバターを否いや応おうなしに従える最さい恐きようのスキルが。

「施設でとある噂うわさが流れていての」

　奏が「噂？」と問い返すと、カルラは「そう、噂なのじゃ」と答えて言う。

「世界最強の白騎士とよく似た太刀たち筋すじを持つ黒騎士が、通常ではあり得ない二つ目のスキルを持っているらしい。しかもその二つ目の固有スキルは、今まで戦った相手のスキルを使う事が出来るという、白騎士マカをも超える応用性がある破格のチートスキルらしい……そんな噂じゃ」

　カルラは指で毛先をクルクルと弄いじりながら、何かを分ぶん析せきするかのように淡たん々たんと語る。

「妾はそれを聞いた時本能的に思った、もしもマカに匹ひつ敵てきし得る剣才を持った者がそんな埒らち外がいのスキルを有しているのなら、本当の最強はそやつではないか……との」

「っ！」

　マカに似た太刀筋は他に居るかもしれないが、二つ目の固有スキル。

　確かにそれは奏の事で間違いないだろう――まだ戦いでは数回しか使用していない故、すでに噂として広がっているとは思わなかったが。勝ちに貪どん欲よくそうな施設だからこそ、情報収集能力も優すぐれているという事なのだろうか。

「まぁ妾が一つ言えるとしたらの……奏、『勝てない』と『勝たない』こと、この二つには言うまでもない大きな差があるのじゃ。おぬしも心のどこかでは、わかっているのじゃろ？」

　カルラはただただ言うのであった。

　いつの間にか夕日が差し込む時間帯になり、オレンジ色に染められたどこか哀あい愁しゆう漂ただよう世界の中、普ふ段だんと同じでありながらもどこか違ちがう――ただ青く、まるで万ばん象しよう全すべてを見通す様な知性溢あふれる瞳を奏に向けながら。

「勝ちたいと心の底から願い、絶対に勝つと信じ切った時、自分は誰かに負けたことがあるか……よく思い返してみるがいいのじゃ」




●●●




「『勝てない』と『勝たない』か。カルラの奴やつ、僕の心は完全に読めるっていうだけあって、中々痛いところついてくるよな」

　同好会からの帰り道、奏はカルラから言われた言葉を一人思い返していた。

「思い当たる節……あるんだよなぁ」

　奏は楓に復讐したいという圧倒的な憎ぞう悪おを心に宿している一方で、いつまでも最強の座に君臨している楓の様になりたいという、圧倒的な憧あこがれも抱だいている。

　己が根幹となる強い願望、それが二つある奏だからこそ固有スキルが二つ発現した。

「楓を倒して復讐したい、でも誰にも負けない楓の様になりたい……言いかえれば、楓には誰にも負けて欲しくないけど、楓を絶対に負かすって事だもんな」

　確かに矛む盾じゆんしている。

「負けて欲しくないけど倒したい――勝ちたいけど勝ちたくないって事か」

　――つまり僕は心のどこかで、あいつと戦う時に手加減してしまっているのだろうか。それこそ、自分でも全く気が付かないうちに。

　奏がいったいどうすればいいんだ。と、両手で頭を抱かかえて思考スパイラルに陥おちいり始めたところで、スティック状の携けい帯たい機器バーチャルフォンから電子音が鳴なり響ひびく。

　見てみると、イグニッションとの連れん携けいアプリが、メッセージを受信したことを知らせる音だったらしい。

「なんだ？　まさかまた楓か？　そうだ、楓で思いだしたけど、ホームエリアの直し方調べないと」

　などと言いながら、奏がメッセージを開くとそこには。





件名：復ふく讐しゆう者より

　　このメッセージは私が実際に観戦し、強いと思った方にのみ送っています。私は最強の白騎士であるマカに恨うらみを持つ者……もしもあなたが最強を倒してみたい、もしくは戦ってみたいと思うのならば、返信してください。






　――って、うん。

「なんだこれ」

　迷めい惑わくメールにしてはやたらと文面がしっかりしているし、そもそもゲーム内メッセージである以上、確実にイグニッションユーザーが個別で行っているはずだ。という事は、パソコンなどに届く企き業ぎようや怪あやしいサイトからの迷惑メールとは別物と考えていいだろう。

「マカに恨みを持つって辺り、何だか不ふ穏おんだな……目的は復讐か？　オンライン上の事だから放っておいてもまだ大丈夫だろうけど」

　――というかこの送り主って、まさかさっき楓がメッセージで言っていた『絡からんできた人』じゃないだろうな。

　確か楓に絡んできたのは、大会で負けて賞金などを彼女に総取りされたからであったはず。復讐の動機としてはややチープだが、器うつわの小さい人間なら十分行動に移すだろう。

「にしても、アバターカナデの中身が楓の兄である江え馬ま奏こと僕だと知らずに、こういうメッセージを送ってきているのを見ると、なんだかシュールで笑えてくるな」

　と、奏は笑いながらあまり気にする事なくメッセージを削さく除じよし、帰り道へと就つくのであった。







[image: ]







第三章　修しゆ羅ら場ば？







　休日の土曜日。

　昨晩の天気予報では雨と言われていたが、どうやら予報士が見事に予報を大外れさせてくれたらしく、天気は快晴――まさにお出かけ日和びより、もしくはデート日和といっていい雲一つない青く美しい空が広がっている。

　予報士には申し訳ないが、雨という予報を外してくれて感謝……そして予報士との勝負に勝ってくれた天気にも重ねて感謝である。

「一ひと先まずは晴れてよかったかな、問題はこの後に自じ称しようヤマトナデシコの間違っちゃった日本文化を、どこまで直し切れるかという事だけど」

　時刻は昼前の十時四十分――カルラとデートの約束をした時間は十一時であるため、まだ二十分ほどの時間がある。

「幼おさな馴な染じみだからノーカンだとは思うけど、初めてのデートという事で緊きん張ちようしまくってすごい早く来てしまった。しかも道中急いでいたせいで、なんかフード被った怪しそうな人とぶつかるし」

　――何だかデート初心者みたいで恥ずかしいな。

　Ｔシャツに薄うす手でのワイシャツを羽織り、下はジーパンといったラフな服装の奏かなでがそんな事を考えながら、待ち合わせ場所である近所の駅――その向かって左斜ななめ前にある『サトー・ヨークドー』というデパート近くの椅子に腰こしかけ、時間つぶしも兼かねてソワソワしながら周囲を見回してみると。

「駅前の景観を彩いろどる花か壇だんの縁ふちに腰こし掛かけた男性、歩いてすぐのところにあるアウトレットモールのパンフレットを熟読している男性、タイルで綺麗に舗ほ装そうされた駅周辺を落ち着かずにうろついてる男性……しまいには、手を繋つないで公園の方に歩いていくカップルか」

　最後のカップルは見たまんまだが、おそらくは駅周辺で手て持もち無ぶ沙さ汰たといった様子で待っている男性や、うろついてる男性の殆どは今の奏と同じように、緊張するような恥ずかしいような……そしてワクワクするような何とも言えない歯がゆい気分で、お相手となる女性を待っているのだろう。

「はぁ……まさか僕が三次元女とデートする事になるとは思わなかった。まぁ本当のデートっていうわけじゃないのかな？　別に付き合っているわけではないし。いや待てよ、でもカルラは僕の事好きみたいだし、僕も嫌きらいという訳ではない」

　むしろ、奏はカルラの事をどちらかというとかなり好きな部類に入る。それが幼馴染としての好きなのか、女性としての好きなのかは今の彼には不明だが。

「どっちかが好きだったりしたらデートになるのか？　っていうかデートってなんだ？　男女で出で掛かけたらデート？」

　――うっ、何だかデートの定義について考えたら、頭が混乱してきた！

　奏が先ほど眺ながめていた周囲の男性たちから「あぁ、お前も緊張してるんだな、お互たがい頑張ろうな」と温かい目線で見つめられているのに気が付かず、ひとり『考える人』と同じポーズで『デート』とは何なのかという哲てつ学がくじみたことを考え始めて数分後。




「奏～～～～～！　お待たせなのじゃ～～～～～～～！」




　と、どこかウキウキとした調子の聞きなれた声――カルラの声が聞こえてくる。

　奏はその声を聞くと同時に「ついにこれからデートが始まる！」と、やや緊張したものの、ここで緊張しまくると何かミスをしてカルラに不快な思いをさせてしまうかもしれないと、緊張を押おし殺ころして瞬時に椅子から立ちあがり、声が聞こえてきた方へと向きなおる。

「まぁ、あいつは僕がミスしても不快にならなそうだけど……せっかくエスコート？するんだから、楽しませてあげないとね。確かデートで女の子を喜ばせるには、まず髪かみ型がたや服装を褒ほめ……て……え、は？」

　昨夜読んだ『これでバッチリ！　デート必勝マニュアル』の内容を思いだそうとした直後、奏の時は氷河期突入……否いや、アブソリュート・ゼロ並にカチッと凍こおり付ついた――眼めの前からやってくる金髪碧眼の少女をその視界に入れた瞬間にである。

　周囲の人々からどよめきが起こる程……すれ違った人が思わず振り返かえる程、美しい金色の粒りゆう子しをまき散らしながら可か憐れんに歩く、ヒマワリのように明るく元気なその少女。

　だがしかし、すぐに少女の周囲の人々は凍り付く、奏と同様凍り付く。

　少女ことカルラ・アイゼンシュタインの服装を見て――お尻しりが見えそうなほどムッチリとし、男のいかん煩ぼん悩のうを呼び覚ますローライズのホットパンツに、お気に入りなのかいつも履はいているニーソックス。そして上には女の子らしくハートがプリントされたＴシャツというややシンプルながらも、彼女の元気さをより引き立たせる服装。

　もっとも、そのＴシャツにこそ問題があった。

　人々が凍り付く理由こそが、そのＴシャツにあったのだ。いや……より正確に言うのならば、そのＴシャツにプリントされているハートの上に書かれた文字にこそ、真の問題はあった。

　その文字とは――。




　奏の性せい奴ど隷れい




　でっかく印字されていた。

　それはもう一ひと際きわ目をひく大きさで印字されていた。

　おまけに袖そでのところには、前面プリントと比ひ較かくするとかなり控ひかえ目めなものの『Ｉ♥ＫＡＮＡＤＥ』の文字。

「奏、待たせて悪かったのじゃ！　せっかくのデート、お洒落しやれに気を使ってしまったのじゃ！　むむっ！　奏の私服はシンプルながらも実に自然体……似あっているのじゃ！」

「あ、ありがとう……はっ！」

　ホップステップしながら体全体で『今日を楽しみにしてました』感を出しながら、眼の前へとやってきたカルラに褒められ、そのお礼を言ったところで、奏はようやく自分が致ち命めい的てきなミスをしでかしかけている事に気が付く。

　――しまった！　『これでバッチリ！　デート必勝マニュアル』を思いだせ、さっき復習したばかりじゃないか！
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　確か髪型や服装を褒めるんだったよな。と、奏は初デートから来る緊張で顔を強こわ張ばらせつつも、アセアセとやや慌あわてた様子で言う。

「か、カルラ！」

「なんなのじゃ？」

　――まずは、服装から褒めよう。そうすれば、女の子は喜んでくれるはず……えーと褒められるところは。

「カルラが着てるその服さ、涼すずし気げで季節に合ってるし、元気っぽい感じもカルラに合ってて……えと、その」

　――て、テンパるな僕！　あと、あと褒められるところはどこだ！

「あとそう！　Ｔシャツのデザインがとってもお洒落だね！」

「おぉ！　さすが奏はわかっているのじゃ！　これは奏への愛を表すために特注したオリジナルデザインのＴシャツで、自分でもとってもお洒落だと――」

「って、そんな訳あるかぁあああああああああああああああああああああああっ！」

「なんと!?」

　奏は今までの緊張により、おかしくなっていた自分の感性を一気に振り切きって、口から火でも吹ふきそうな勢いでカルラにビシッとツッコミを入れる。

「え、何!?　なにそのデザイン！　気でも狂くるっちゃったの!?　『奏の性奴隷！』って何なんですかね!?　どうしてそういうデザインになっちゃったの!?　すごいよカルラさん！　さすが間違った日本文化の申し子カルラさん！　カルラさんの感性は最高だぜ！　ヒュゥウウウウウウウウウウウウウ！　よっしゃぁあああああああああ！」

　デート初しよっ端ぱなから最高潮、フルテンションでかっ飛ばす奏なのであった。




●●●




　どうしてこうなった。

　それこそが奏が今現在、もっとも強く抱いている感情なのだった。

「ほーら子こ豚ぶた、早く妾の足をモミモミとマッサージするのじゃ！　本来おぬしのような汚きたならしい子豚が、妾に触ふれることは許されないのじゃが……どうにも足がこってたまらん」

　――足がこるってなんだよ。

「どうした、子豚？　妾の足を揉もみたくはないのかの？」

　幼馴染の女の子から言葉攻ぜめされるという、背徳的なエロスから真っ赤になり、シャキッと正座している奏。

　そんな彼の前にちょこんと差し出されるのは彼の前に立ち、彼をゴミでも見るかのような目で見ているカルラの足――それも女の子らしい綺麗でつやつやとした生足だ。

　――ぼ、僕はノーマルだ。変なフェチも有してないから、こんなので興奮したりしない、こんなので興奮したりしないはずなのに。

「ほーれほーれ子豚。ナニを硬くしておるのじゃ？　もっと素す直なおになればよいじゃろうに。妾の後に続いて言ってみるのじゃ」

　カルラは艶なまめかしいエロスが詰つまった生足を、奏の太ももから口では言えないような部分にツツーっと移動させると、そこをツンツンと壊こわれ物ものを触さわるように優やさしく押しながら、まるで特とく殊しゆな女王様を思わせる残ざん虐ぎやくさに満ちた、嬉しそうな表情と声で続けて言う。

「『カルラ様、どうかこの汚い子豚にカルラ様のおみ足を揉ませてください』とな……ほれ、早く言うがいいのじゃ」

「っ」

　――な、なんだこれ。ぼ、僕は喜んでいる？　貶けなされて、喜んでいるのか？

　頭では魔まの快楽に必死に抵てい抗こうしようとするのだが、奏の口と体が勝手に反応してしまう。

「う……くっ、か、カルラ様……どうか、どうかこの汚い子豚に……か、カルラ様のおみ足を……も、揉ませてください」

　本当に、どうしてこうなったのだろう。

　奏は徐じよ々じよに硬かたくなるとある箇所を、カルラの生足に優しく押されながら、少し前の出来事を思いだすのだった。




●●●




「いいかカルラ？　つまり、大和やまと撫子なでしこってのはオタク受けするような、二次元っぽい属性を有した女の子のことじゃないんだ」

「ほーう、興味深いのう。つまり妾が施設で独自に学んだ日本観は間違っていたと？」

　フルテンションツッコミ魔人と化した奏と、下ネタ系すっとぼけ超ちよう人じんと化したカルラが、待ち合わせ場所にて無事落ちあってから数分後。

　とりあえずごはんでも食べよう。という事になり、奏がこの日のために入手（欲ほしいゲームがあると妹に頼たのんで）した軍資金でカルラにレストランでステーキランチを奢おごってから数十分後。

　二人は奏が行きたいと言っていた、件くだんのレトロアトラクションの待機列へと並んでいた。

　これは余談だが、ここでレトロアトラクションについて少し説明したい。

　このゲームセンターが開かい催さいしているレトロアトラクションとは、四十年ほど前に流行はやった３Ｄ技術と、特殊な映像システムの二つを応用して作りだされたものである。

　具体的にどのようなものかと言うと、参加者はゲームセンターの地下イベントホールに設営された大迷めい宮きゆうにて、件の技術で作りだされたホログラフィックゾンビと戦うといった、今では殆ほとんど存在しない、懐なつかしのリアルで自分の体を使って行うガンシューティングアトラクションである。

　さて、話を戻すが。

「その通りだよ、お前は日本文化を大きく取り違えてる」

　奏は外国人の様に肩かたを上げ、両手を広げたナンセンスポーズを取ってから、カルラへ日本文化について、ひいては日本人の普ふ通つうについて語りだす。

「まずオタク文化の件は置いておいたとしてもだ。カルラさ、さっきのレストランで飲み物なに頼んでた？」

「ん、なんじゃ？　見たまんまウーロン茶じゃが」

　それがどうかしたのか。とでも言いたげな表情で、首を傾かしげるカルラ。

（どうやら本当にわかっていないみたいだな。だったら今こそ、僕ぼくがカルラの間違った日本文化を直す……細かい修正から次し第だいに大きな修正へとシフトしていき、最終的に肉便器に対する考え方を改めさせるために！）

「いいかカルラ」

　奏はどこかの雫しずくさんが見たら「かっこいい！」とでも言いそうなポーズを決めながら、どこか遠いところを見るように呟つぶやく。

「日本人は……ウーロン茶に入れないんだよ、ミルクと砂糖」

「な、なんじゃと!?　でもアニメでは入れてる女の子がたくさん居たのじゃ！　『プ〇ヤ』とか『な〇は』とかの登場人物は、砂糖やミルクをお茶にドバドバと入れたりして、個性をだして――」

「はい、シャラップ！　あとそれはウーロン茶じゃなくて、緑茶だからね」

　瞳ひとみを閉じ、悟さとったような顔で奏はカルラの口元に人差し指を押し付け、「のじゃ!?」と驚く彼かの女じよを黙らせる。

「あとついでに言うならカルラ、日本人はステーキを食べる時、そしてスープを飲む時などにチョップスティック！　を使いません」

「……どうして今、箸はしだけ英語で言ったのじゃ？」

「う、うるさい！　何でもいいから最後まで聞けよ！」

　何だかカッコイイと思い英語を使ってみたが、完かん璧ぺきに裏目に出てしまって恥ずかしい。と、奏は照れを隠かくすように続け――。




「次の方どうぞ～！　参加人数と、ご希望のコースをおっしゃってください」




　ようとしたところで、いつの間にかアトラクションの順番が回ってきていたのか、係員のお姉さんに声をかけられる。

「っと、カルラ。とにかく日本文化の話はまた後でな」

「それより妾はチョップスティック！　の話が聞きたいのじゃ！」

「う、うるさいよ！　どれだけこだわるんだよ!?　そんなにこだわる要素ないよね!?」

　二人がわーわーきゃーきゃー騒さわいでいると、「あ、あのぉ」と係員の人の困った声が聞こえてくる。

　それと同時に周囲からの「ちっ……イチャイチャしやがって」だの、「なんだよあの男、あんな美人と楽しそうにしやがって」だの、「あの男、なんて羨うらやましいんだ、くそ！」だのだの……待機列に並んでいる他の客（主に男性）からの怨えん嗟さの声も聞こえてくる。

　――くっ、何だか理り不ふ尽じんで凄まじい憎ぞう悪おが僕に向けられている気がする。だけど、係員の人に迷惑かけるのはよくないよね。

　奏は周囲の恨みがましい男たちの言葉に冷ひや汗あせをかきながら、先ほどから待たせてしまっている係員さんに「すみません」と謝あやまってから続ける。

「参加人数は二人、希望のコースは……何があるんですか？」

　事前に調査して来ればよかったな。と思いつつも、やや申し訳ない気分で係員に奏が問うと、係員は笑え顔がおで答えてくれる。

「コースは四つあります。初心者コース、中級者コース、上級者コース……そして、超ちよう高難易度の鬼き畜ちくコース。ＶＲでシューティングゲームが得意な人なら、リアルでもある程度動けると思うんで、上級者コースあたりをオススメしてますね」

「んー、なるほど……カルラはどのコースがいい？」

「妾は奏にお任せなのじゃ！」

「りょーかい」

　――僕はＶＲのシューティングゲームはかなりやり込んでいて、他のプレイヤーから痛々しい二つ名をつけられる程度には、有名なシューターだったからな。

　施設でイグニッションばかりやっていたという事は、ＶＲシューティングゲームの経験皆かい無むであろうカルラもいる以上、無難に中級者コース辺りがいいのだろうが。

「鬼畜コースでお願いします」

　爽さわやかな顔で奏は言い放っていた。

（ごめんカルラ、これも元ＶＲシューターの性さがなんだ。どうしても上へ上へと目指し、自分のエイム力を……どれほど早く照準をつけられるかを試ためしたくなってしまうんだ）

「鬼畜コースですか？　こう言うのも失礼ですが、とても難しいですが大だい丈じよう夫ぶですか……特にその……」

　と、カルラを横目で見る係員。

　おそらくは一見ゲーマーには見えないカルラが居ては、すぐにゲームオーバーになってしまうのでは。と、心配してくれているのだろう――結構いい人である。

　だが、奏は「大丈夫です、鬼畜コースでお願いします」と再び言う。

　すると係員の人もあまりしつこいのもどうかと思ったのか、「わかりました！」と元気よく笑顔で答えてくれる。

　――まぁどんなに難しかろうとクリアは出来ると思うし、カルラが全く動けなくても僕が全てのゾンビを排はい除じよすればいいだけだ。

「じゃあ行こうか、カルラ」

「レッツゴーなのじゃ！」




●●●




　暗く不気味なライトで照らされた廃はい病びよう院いんをイメージしたような迷宮内で、襲おそいくるゾンビ共をほぼ一人で排除していく奏。その度にカルラに「かっこいいのじゃ、すごいのじゃ」と応おう援えんされながら、二人は無事にステージ１のゴール地点にやってきていた。

　ステージをクリアするためには、最後にある『試しの門』という大きな鍵かぎのかかった扉とびらの前で出てくる課題をクリアして、その門の鍵を開けなければならないらしいのだが――そこに表示されていた課題が問題だった。

　その課題とは『豚ぶたの真似まね』。

　そう、そして話はようやく現在に戻る。




「屈くつ辱じよく的てきな台詞せりふを言わされて、興奮しておるのじゃろ？　ほれ、子豚らしく鳴いてみるのじゃ」




「…………」

　とりあえずステージクリアのために、恥はずかしがりつつも豚の真似をし、大人しくカルラに従っている奏だったが。

　――これ、『豚の真似』って絶対にこういう特殊な豚の事じゃないよね!?

「何を黙だまっておるのじゃ、早く鳴くのじゃ！　妾は小こ汚ぎたない子豚の鳴き声が聞きたいのじゃ、はよせい……ほれ！」

　奏の内心などいざ知らず、確実に間違っている豚ぶた真ま似ねを強しいてくるカルラ。しかもそのカルラの顔は、やたらと恍こう惚こつとした満足そうな笑えみを浮うかべており。

「…………」

　――こいつ、最初は辛つらそうな顔で「妾は本当はこんな事したくないのじゃ、ステージクリアのために仕方なくなのじゃ！」とか言っていた癖くせに、確実に楽しんでる……よし、そっちがその気ならこっちにも考えがある。

「なんじゃ、いつまで黙っておるのじゃ？」

「ぶ、ぶひぃ！」

「子豚がようやく鳴いたのじゃ！　可愛かわいい奴じゃのう……ではほれ、早く妾の足を優しく揉み解ほぐすのじゃ！」

「ぶひぃ！　カルラ様の足を揉ませてもらうぶひぃ！」

　――ふん、僕の豚真似でいい気になっていられるのは、今だけだぞカルラ。

　奏は媚こびた表情を意図的に浮かべながら、未いまだ恍惚とした雰ふん囲い気きを醸かもし出だしている女王様ことカルラの生足をそっと手に取る。

　その生足は男のそれとは大きく異なり、すべすべでしっとりとしていて、かさつきなども一いつ切さいなく、まるで作りたての生なま餅もちのようにモニュモニュと柔やわらかい。

「では、揉ませてもらうぶひぃ」

　奏がカルラのご希望通り、やさしくゆっくりと足をモミモミし始めると、こそばゆいのを耐たえるかのようにビクビクと体を時折震ふるわせながら、どこか強がった調子で彼女は言う。

「う、んぅっ……は、はやくっ……も、もっと揉むのじゃっ」

　そんなカルラの様子を見て、奏は彼女に見えないように顔を伏ふせながらニヤリと笑い。

　――計画通り。

　心の中でガッツポーズするのだった。

（カルラ、おまえはミスを犯おかしたんだよ。なんちゃって女王様ごっこがしたいなら、僕の大事なところを優しく足で踏ふみ踏みしてるだけに止とどめておけばよかったんだ。気が付いていなかったのか？）

　人間の足は他人に触れられると、何故なぜかとんでもなくくすぐったいという事に。

　――さぁ、見せてやるぞ。かつて楓かえでのお腹なかマッサージで鍛きたえた僕の揉み技わざをね！

　と、気合いを入れて奏はカルラの可愛らしい生足を揉み始める。

　最初はナチュラルに撫なでる様に。

「ひぃんっ！　ん、くぅんんんっ！」

　次はまるでおっぱいを揉み解すように優しく、そして情熱的に。

「あ、んっ!?　ちょっ、ま、待ってっ……んきゅ!?」

　徐々に調子が良くなってきた奏が、揉むペースを速くすると、カルラは頬ほおを上気させ生まれたての小こ鹿じかの様に、足をプルプルと震わせる。

　そしてついに片足では立っている事が不可能になったのか、ペタンと尻もちをつくと何かから身を守る様におっぱいの前で腕うでを組み、快感を必死に抑おさえ込むかのようにビクビクと悶もん絶ぜつし始める。

　だが、奏のリベンジはまだ終わらない。

「さぁ、そろそろラストスパートだ」

「はぁ、はぁ……っ。あっ、ん……りゃすと、しゅぱーと……んぅっ」

　カルラは襲いくる快感に酔よい、もはや呂ろ律れつすら回らなくなっているほどどっぷり感じているのか、トロンと蕩とろけきった表情を浮かべ、時折体を痙けい攣れんさせるように震わせている。

　そんな彼女は、先ほどまでとは明らかに違う意味で恍惚としていた――まるでご主人様に甘あまえる犬のように媚びきった、物もの欲ほしそうな顔を奏へと向けて言ってくる。

「りゃすとしゅぱーと……んきゅ……はぁ、はぁ……もっと、もっとカルラを虐いじめて欲しいのじゃ……ごしゅじんしゃまぁ……」

　人差し指を咥くわえ、それを厭いやらしく唾だ液えきで濡ぬらしながら嬌きよう声せいをあげるカルラはやたら煽せん情じよう的であり、何だか奏に強きよう烈れつな加か虐ぎやく心しんのような物をあおってくる。

「っ」

　思わずカルラのエロティックさに、奏が思わずゴクリと唾つばを飲んだその瞬しゆん間かん――。




『おめでとうございます、ステージ１クリアです！　プレイヤーは開かれた門を潜くぐって、ステージ２へと進んでください！』




「……なんでやねん!?」

　奏は無言で立ち上がり、無表情で空にオーソドックスに過ぎるツッコミを入れた。

『ステージ２は今までとは比べ物にならない量のゾンビが襲ってきます、それでは頑がん張ばってください！』

「だから、なんでやねん!?」

　ステージクリアを知らせるアナウンスに対し、再びビシッと一いつ閃せん。

　未だ床ゆかに倒たおれ、ビクンビクンと切なそうに体を震わせ感じ入っているカルラを無視し、奏は己おのが責務であるツッコミを全まつとうする。

「あれでよかったの!?　『豚の真似』ってあれでよかったの、ねぇ!?　豚ってそういう意味の豚だったの!?　ビックリだよ！　さすが難易度鬼き畜ちく！　普通では考えられない難易度……そこに痺しびれる憧あこがれるぅう！　って、誰だれが憧れるか！」

　はぁはぁと息を切らせながらツッコミをし終えた奏は、放置されている間に太ももに両手を挟はさんで身を丸め、「ん、ごしゅじんしゃまぁ……意地悪しないで、もっと……もっと欲しいのじゃ」と、どこか虚うつろな目つきでモジモジしていたカルラを何とか正気に戻もどし、ステージ２へと進むのだった。
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　シューティングアトラクションの鬼畜難易度、そのステージ２。

　――ゲームと勝手の違うリアルの体という事と、ゾンビの出現数から最初は処理が追い付かなくて、結構まずいと思ったけど。

　殆ど逃にげ場ばのない薄うす暗ぐらい一本道の通路をひたすら前へと駆かけながら、奏はややチープなアトラクション然としたハンドガンを構える。

「前から来ているゾンビは五人」

　――ゲームなら全員瞬またたく間まに倒せるけど、リアルなら三人が限界か。

　奏は走りながら瞬しゆん時じかつ冷静にそう判断すると、自分がもっとも狙ねらいやすい位置にいたゾンビ三体を的確かつ迅じん速そくにヘッドショット、撃うち漏もらしなく処理していく。

　だが、いくら奏の射しや撃げき技術が高いとはいえ、これはゲームとは違うため、ゲーム独自の動きは使用できない――そのため、処理の追いつかない残り二体のゾンビに彼かれはやられてしまうのが道理である。

　しかし、いつまでたってもその現実はやってこなかった。

「最初はまさかと思ったけど……本当にすごいな、カルラ」

　奏がそう言って銃じゆうをクルクルと西部劇のガンマンがするように回しながら、カルラが待機していた場所まで戻ると、彼女は「当然なのじゃ」と胸を張りながら、彼に褒ほめられたことがよっぽど嬉うれしかったのか、ニコニコ太陽の様な笑顔を浮かべて言う。

「言ったじゃろ？　不思議と奏の心はほぼ完全に読み取れるのじゃ」

　いったいどういう事なのか、どうして奏は無事だったのか……はたして何が起こっているのか――それは簡単である。

　先ほど、奏が自らの手で処理するゾンビを決め、引き金を引くのと完全に同じタイミングで、奏のやや後方に控ひかえていたカルラが、残り二体のゾンビを撃ち抜ぬいたのである。

　言葉や文字にすれば簡単に思えるかもしれないその所業であるが、おそらく実際にやってみれば、それがいかに奇き跡せきじみた技なのかがわかるだろう。

　なんせカルラ・アイゼンシュタインは、奏からの指示もなく、はたまた事前の打ち合わせすらなく、アイコンタクトも何もない状態で奏が処理する以外のゾンビを、奏と同一のタイミングで処理して見せたのだから。

　これはおそらく『奏が引き金を引くタイミング』、そして『彼が狙うゾンビはどれなのか』という二つを、意思疎そ通つうなしで瞬時に理解しなければ出来ない技――つまり、奏の感情を完全に読み取れるカルラにしか出来ない技なのである。

「じゃが奏！　瞬時に取るべき行動は何かを選せん択たくし、いくつもの手を先に先に考えているおぬしが居おるからこそ、妾もこういった動きができるのじゃ！　戦せん闘とうにおいても、妾たちは相あい性しようバッチシなのじゃ」

　カルラは腰の辺りで手を組むとやや上半身を倒し、幸せそうに奏の顔を覗のぞき込んでくる。その自分の気持ちに正直すぎるカルラの行動は、彼女を見ている奏すらも幸せな感情にさせる。

　――こいつといると何だか楽しいな。それに戦闘においても相性バッチシか……。

　確かに奏はこのシューティングアトラクションの間、何人ものゾンビと戦った際にとある事を感じていた。

　――困ったことが発生すると同時に、カルラがフォローしてくれるというか。いやちがう、これはそんな次元じゃない。まるで自分がもう一人いる様な、そんな不思議な感覚。

　そこで奏はふと唐とう突とつに思い至る。

　マカがダブルスで優勝したというエリナの言葉。

　困ったことがあれば手伝うというカルラの言葉。

　そして彼女と奏の、他の追つい随ずいを許さないであろう奇き跡せき的てきなコンビネーション。

　――おまけにカルラは、施し設せつからマカを倒してみろと言われている。獲え物ものを譲ゆずる気は全くないけど、でも。

「あの、さ……カルラ。カルラさえ良ければなんだけど……僕と――」

　奏がドキドキと心臓を高鳴らせながら、告白に近い事を言おうとした正にその時。




「う、ぐすっ……ひっぐ……」




　すぐ近くから小さな女の子が、心細気に泣いているかのような声が聞こえてきたのだった。

　――なんだこの声……まさか、子供が家族とはぐれて迷子になってる？　だとしたら早く見つけてあげないと。

　かつて迷子になった妹を見つけた際の、妹の心細そうな表情を思いだした奏は、居ても立っても居られなくなり、急いでカルラに声をかけようとするが。

「早く行くのじゃ！」

　事前に奏の考えを読み取っていたカルラに、逆に言われてしまう。

　奏はその言葉に「さすがはカルラ」と、何でも理解してくれる彼女に不思議な安心感を抱だきつつ、声のする方へと駆けだす。

　初めはもしも少女が恐きよう怖ふで物もの陰かげとかに隠れていたら、そう簡単に見つけられないかもしれない、などと考えていた二人だったが、その考えはいい方向に裏切られる――通路を真まっ直すぐ進み、最初の角を曲がったその場所に――。

「こ、これは……」

　そこに居たのは黒く美しい黒くろ髪かみを両サイドで結んで所謂いわゆるツインテールにした、小こ猫ねこのように色々と小さい少女――部活動の帰りなのか、奏と同じ学校の制服を着たその少女ことＡＷＰ研究部部長、紅くれ葉は明あけ火びだ。

　彼女は何かに怯おびえるようにプルプルと小刻みに震え、この世の全すべてから身を守るように頭を押さえて猫ねこのように小さく丸まっていたのだった。

　こ、怖こわくなんてないんだからね……勘かん違ちがいしないでよね。と、小声で泣き声交じりの強がり呪じゆ文もんを唱えながら。




●●●




「そんなにゾンビが怖いなら、何であんなアトラクションに入ったんですか？」

「べ、別に女の子と仲よさそうに歩いてるあんたを見つけて、気になったから尾び行こうしてあんた達たちと同じアトラクションにどんなのかよく見ないで入ったら、すごい怖いやつでビックリして、全力で走って逃げてたら知らない間に迷っちゃったわけじゃないんだからね！」

　――なるほど、つまりそういう事らしい。それにしても紅葉さん、天あまの邪じや鬼くというかなんというか……言い分けしてる時とか、一いつ瞬しゆんで本当の事がわかるよな。

「とにかく、エリナに言ったら許さないんだからね！」

　怯える猫の様に震えていた明火に奏が声をかけ、ゾンビに怯えるばかりで何の役にも立たなかった彼女を、カルラと二人で守りながらアトラクションを無事に全クリしてから数分後。

　奏たちはゲームセンター一階にあるラウンジのような場所で、丸テーブルを三人で囲みながら自じ販はん機きから購こう入にゆうした缶かんジュースでお茶をしていた。

　なお、座すわり順は右みぎ隣どなりに己が醜しゆう態たいを見られたのがよほど恥ずかしかったのか、不ふ機き嫌げんそうな顔でミルクをチビチビ飲みながら奏を睨にらんでいる明火。左ひだり隣どなりに奏とお茶をするだけで嬉しさが止まらないといった様子で、ホクホク顔を浮かべながらアイスウーロン茶を飲んでいるカルラ。といった感じである。

「ちょっと！　何か言いなさいよね！」

「いやいやいや！　見てわからないんですか？　僕、今ちょうどジュースを飲んでるところでしたよね!?　今喋しやべったら、紅葉さんにジュースを口からどばっとぶっかけることになりますからね!?　考えましょうよ、少しは考えましょうよ！」

　明火の言葉にツッコミつつ奏は缶ジュースを目の前の丸テーブルへ、叩たたきつけるように置く。もっともその際、発言がツッコミだったためだろうか……叩きつける音が『ガンっ！』ではなく、『ズビシっ！』に聞こえた気がするのは御ご愛あい嬌きようである。

「何よその言い方！　あたしが何も考えてないみたいに言わないでよね！　そんな事言うと、絶対に許さないんだからね！」

「そんな事で絶対に許さないとか、どれだけ小さいんですか!?」

「なっ!?」

　明火は奏の言葉に露ろ骨こつに反応して身を引きながら、胸の辺りで自分を守るように腕を組んで言う。

「ど、どこ見てんのよ！　許さないんだからね！　この変態！」

「違ちがいますからね!?　変な誤解しないでくれませんかね！　確かに小さいとは言いましたけど、僕が言ったのは紅葉さんのツルペタちっぱいの事じゃなくて、器うつわの大きさの――」

　いつもエリナに入れているツッコミテンションで、明火にツルペタだのなんだの言ってしまい。奏が心の中で「まずい」と思った時にはもう遅おそかった。

「ぐすっ……えぐ、つ、ツルペタじゃ……ひぅ、ないんだからね……」

「…………」

　――これで泣くとか、メンタル弱すぎだろ。

　体も小さければおっぱいも小さい、おまけに器も小さければメンタルも弱い。これらは比例でもしているのだろうか――体の大きさ＝器の大きさ、おっぱいの大きさ＝メンタルの強さ。

　もしもこれらが比例しているのだとしたら、確実にノーベル賞ものの大発見のはずだ。

（っと、しまった。アホな考えしてないで、今は紅葉さんをフォローしなければ。今はまだ目をウルウルさせ、必死に強がってる様子だけど……これ、放置したら確実にマジ泣きする奴やつだ。小さい頃ころの楓が、よく同じパターンで泣いていたから僕にはよくわかる）

「あ、えっと紅葉さん！　大丈夫ですよ！　今はまだ小さくても、いずれ大きくなりますって！」

「いずれっていつよ……うぅ、奏のバカ！　アホ！　死んじゃえ！」

「ちょ、叩かないでくださいよ！　どうして紅葉さんは僕にだけ攻こう撃げき的てきなんですか!?」

　エリナにはバカだのアホだのは言う事はあっても、決して手は出さない明火。

　だがしかし、ここ最近奏とイグニッションをやって負けたり、今の様に軽くそして無益な争いが発生する度に、明火はボカボカと奏を叩いたり……酷ひどいとガジガジと甘あま噛がみしてきたりするのだ。

　などと、奏が頭を悩なやませながら最近の明火について考えていると。




「た、大変じゃ！　奏、大変なのじゃ！」




　突とつ如じよ、声がしてくる。

「な、なに!?　どうしたのカルラ！」

　割と切せつ羽ぱ詰つまった様子の声だったので、奏がすぐさま声の主ことカルラの方にバッと顔を向けるとそこでは、ウーロン茶を信じられない顔で凝ぎよう視ししているカルラが居て。

「このウーロン茶、ミルクが入っていないのじゃ」

「……うん、だから言ったよね!?　普通は入ってないからね!?　おまえ人の話全然聞いてないのな!?　僕がした説明は無意味だったんですかね？　返せよ、僕が説明に使った無む駄だな時間を返せよ！」

「えへへ、ツッコまれちゃったのじゃ……熱くて激しいの」

「やめて!?　確かに熱くて激しいツッコミは入れたけど、頬を染めながら変な言い方するのやめて!?　なんだか卑ひ猥わいだよね？　その言い方とんでもなく卑猥だよね!?」

　カルラと奏がボケツッコミを繰くり返かえしていると、たった少しの間でも奏に放置されたのが気に入らなかったのだろうか。

　くいくいと奏の服の裾すそを引っ張りながら、やや頬をふくらませた明火が言ってくる――余談だが、もうすでに泣きそうな雰囲気は皆無。相変わらずの立ち直りの早さである。

「奏！　さっきから気になってたんだけど、そいつ誰だれよ！　紹しよう介かいしなさいよね！」

　明火の言う『そいつ』とは、言うまでもなくカルラの事だろう。

　――まずい、カルラに妙みような事を言われる前に僕がカルラの紹介をしないと、単純な紅葉さんのことだから、すぐに騙だまされて確実に面めん倒どうくさいことになる。

　と、奏が内心あせって「彼女は――」と言いかけたその時。

「妾はカルラ！　奏の肉便器にして性――」

「はい、シャラップ！」

「もごっ」

　――ま、まずい。決定的な台詞せりふはカットできたけど、もう一つの単語は言われてしまった。あとはこの単語に紅葉さんがどう反応するか、神に祈いのるしか……。

「……？　ニクベンキって何？」

　頭の上に無数のクエスチョンマークを浮かべながら、ひょこりと小猫の様に首を傾げる明火。

（まさかの肉便器をご存じない!?　まさかの紅葉さんピュア属性持ちがここに来て判明！　そういえば、カルラのシャツに印字されてる『奏の性せい奴ど隷れい』にも全く反応していなかったし、思い返してみれば伏ふく線せんらしきものはあったな）

　まぁ何にせよよかった――ほっと一息、奏が胸をなでおろしていたのだが。この世界の神様は……否いや、カルラ様はそんなに都合よくはなかった。

　カルラはすっと目を細めて、まるで奏の全てを見通すように彼の事をしばらく見つめたのち、明火に向き直ってぱぁっと世の大半の女性が霞かすんでしまいそうな笑顔で言う。

「ニクベンキ……ようするにじゃな。奏は妾に夢中、妾も奏に夢中。妾は奏のものであると同時に、奏は妾のものであるということじゃな」

「んなっ!?　奏があんた……の？」

「何を驚おどろいた顔をしておるのじゃ？　さっきなど、シューティングアトラクションでおぬしと会う前に、お互たがいの体を求め合ったばかりじゃからの」

「お、お互いの体を……求め……って、あたしのか、奏とそんなこと!?」

「おぬしの奏じゃと？」

　そこでカルラは露骨に奏の腕を抱きしめ、その豊満な胸むな元もとに押おし当あてる様にして――それこそまるで、意図的に明火に見せつけるかのように言う。

「妾と奏は幼おさな馴な染じみ……互いに好きあっておるのじゃ。お互いがお互いの物。つまり奏が妾のものなのは当然のことなのじゃ」

　ずるっこく、小こ悪あく魔まのような顔をしながらカルラの発言はまだまだ続く。

「もしも、おぬしが奏を自分のものだというのなら、おぬしには出来るのかの――妾のように奏に体を捧ささげることが……所有者を宣言するならば、同時に自分の体を褒ほう美びに差し出すくらいの甲か斐い性しようは良き女、ヤマトナデシコには必ひつ須すなのじゃ」

（な、なに言ってるんですかねカルラさん!?　なにやってるんですかねカルラさん!?　ここ外ですよ、周りの目を考えましょうよ！　ほら、紅葉さんなんてピュアなりに色々想像しているのか、はたまたカルラホールドに焼きもちを焼いてくれてるのか、こんなにプルプルして……）

「っ！」

　そこで奏は息を呑のむと同時に気が付くのだった。

　カルラ・アイゼンシュタイン。こいつはまさか僕の心を読んで、紅葉さんと一番絡からめるワードをチョイスし、わざと紅葉さんを挑ちよう発はつするような事を言っているのだろうか。と。

　もしもそうだとするならば、カルラの割と人ひと懐なつっこい性格からして、少しでも多く絡んで早く明火と仲良くなりたいというのが本心なのだろう。

　――でもそれにしたって、エロ系のネタで攻せめすぎだろ！　その手のネタは危険だ！

　奏がそう思っている理由は一つ。明火は性格的にかなり競争心が高いので、明火が反応するような『奏は誰だれ々だれのもの』といったフレーズを出すと、高確率で対たい抗こうしてくるのだ。

　彼女がそのような単語で反応するようになってしまったのは、以前エリナ率いる同好会と明火率いる研究部の間で、イグニッションの戦いをしたことに原因がある。

　その戦いの最後、奏は明火と一いつ騎き打うちを行いこれに勝利を収めた――それもただ勝ったのではない。

　彼はスキルを発動して通常の二十倍の速度になっていた明火の斬撃を、スキルを用いる事なく自らの反射神経のみで迎げい撃げきしきり、最後には彼にだけ許された二つ目の固有スキルをもって倒したのだ。

　奏のマカに匹ひつ敵てきし得る圧あつ倒とう的てき速度、彼以外持ちえないデュアルスキル。

　明火は戦いの後、これら二つに心底惚ほれ込み、最近ではややストーカーを彷ほう彿ふつとさせる勢いで、奏を自分のものとすべく活動しているのである。

　そんな明火に対して、カルラのような挑発を仕し掛かけたらどうなるのか。

　カルラが言っている奏は自分のであるという意味は『男として奏が好きであり、所有権を主張している』であり、明火が言っている奏は自分のものであるという意味は『イグニッションの特別性が気に入っており、自分のものにしたい』であるため、意味は大おお幅はばに異なる。

　だが、カルラが明火と絡みたいが故ゆえに、意図的にその辺りの説明をボカし、明火を勘かん違ちがいさせようとしている今、エロを交えた『奏は誰々のもの』発言をするのはまずい。

　なぜならば――。

「か、で……だから、ね」

　プルプルと震えながら、やや俯うつむきながらボソボソと何やら唱えている明火――奏がハラハラと、カルラがワクワクとその様子を眺ながめていた次の瞬間。

「奏は！」

　明火はバッと勢いよくその場で立ちあがり、腕をつっぱって猫が威い嚇かくするかのようなポーズを取ると、続けて言う。




「奏はあたしのものなんだからね！　奏の才能は……奏の全部はあたしが予約してるんだからね！　そのために……かっ、体を奏に捧げなきゃいけないなら……喜んで捧げるんだからね！　あたしはそれくらい、奏の事が……奏の才能がだ、大好きなんだからね！」




　なぜならばこうなるからだ。

　ものすごく単純な思考回路をしている明火ならば、絶対にこういう流れになるから、エロを交えた『奏は誰々のもの』発言はしてはならなかったのだ。

「ほーう、正妻である妾の前でそんな戯たわ言ごとを言うとは大した娘むすめなのじゃ」

　――いやカルラさんよ、やたら腕を組んで偉えらそうに言っていますけど。あなたも同い年の娘ですよね？　あれ、僕ぼくの勘違いですかね!?

　奏が内心で放ったツッコミなどいざ知らず、カルラは偉そうに続けていう。

「よかろう、では奏を賭かけて妾とイチャコラ勝負をするのじゃ！　妾が勝ったら……そうじゃの、猫として妾に服従してもらうのじゃ！」

「い、いいわ！　その勝負、受けて立つんだからね！　ルールはどうするのよ！」

「そうじゃな……じゃあこれから何らかのアトラクションを、おぬしと奏の二人でやってきてもらうのじゃ」

「あんたはどうするのよ？」

「まぁまぁ最後まで話を聞くのじゃ」

　カルラはそこでようやく奏の腕を離はなし、手でもまぁまぁとジェスチャーしながら続ける。

「ルールは簡単――アトラクション中に奏をドキドキさせつつ、そのアトラクションをクリアしてもらうのじゃ！　そして妾じゃが……妾は既すでにシューティングアトラクションで、奏とラヴラヴしながらクリアして見せたのじゃ」

　要するにカルラはこう言っているのだろう。




　奏が欲ほしければ、自分と同じ事をして見せろ。

　それが出来ないのならば、奏の所有権を主張するなど笑しよう止し千せん万ばんである。




「どうじゃ、出来るかの？」

　カルラの挑ちよう発はつ的てきな声に対し、明火は精せい一いつ杯ぱい強がりながら言い放つのだった。

「そ、それくらい簡単なんだからね！　出来ないとか思ったら、絶対に許さないんだからね！」

　奏はわーわーきゃーきゃー近くで騒いでいるカルラと明火を、二人の話の途と中ちゆうから今まで、ボケーっと遠いところを見る瞳ひとみで見ているのだった。

　そんな彼の内心はただ一つ。

（あーもうだめだ。カルラも止まる気ないし、紅葉さんももう止まらないだろう。なにより僕が止めるタイミングを見誤ったのがダメだった）

　もうなるようになれである。

　それにカルラも明火もそれなりに楽しんではいるようなので、必死に止める事ではないだろう。と、奏は一人溜ため息いきを吐つくのだった。




●●●




　さて、時はゲームセンターのラウンジにて行われた、混こん沌とんの極きわみと化したお茶会から数分後。

　奏と明火は先のシューティングアトラクションの鬼畜難易度をクリアした際に景品としてもらった、ゲームおよびアトラクションどれでも一回無料券を使用して、エイリアンハンターライド２０１５と書かれた、おもわず「こっちの方がレトロですよね!?」とツッコミたくなるアトラクションへと参加していた。

　このアトラクションはライドものであり、乗り物にのって建物の中にあるコースを回っていき、道中出現するエイリアンを専用のレーザー銃で倒していくというものである。

　細かく説明をすると、プレイヤーにはＨＰがあり、エイリアンから十回攻こう撃げきを受けると、ゲームオーバーになってしまうというオーソドックスなシステムになっている。

「いい奏？　あんたがちゃんと押さえてないと、狙いがぶれてちゃんと当てられないんだからね！　そしたらクリアできなくてカルラに負けたことになるんだから、そんな事は絶対に許さないんだからね！」

　エイリアンハンターライド２０１５という凄すさまじくレトロかつダサい名前のアトラクションに、奏と明火が参加した理由は、もちろんさきほどのカルラと明火の対決の勝利条件の一つである――『ゲームをクリアする』という条件を満たすためである。

　では、カルラの言ったもう一つの条件である『奏をドキドキさせる』とは何なのか。

　明火はいったいどのように、奏をドキドキさせようというのか。




「ど、どう……奏、ドキドキする？　っていうか、しないと許さないんだからね！」




　奏の状じよう況きよう、それは奏にとってものすごく意外なものだった。

　現在、アトラクションの乗り物に乗った奏の上には――乗り物に膝ひざを揃そろえて乗った彼の膝の上には、明火がちょこんと座っていた。それこそまるで、父の膝の上に跨またがる幼い娘の様にである。

　――こ、これが紅葉さんの考えた『奏をドキドキさせる』ことなのか？

「…………」

　明火のプライドを傷つけては悪いため、奏は決して口にはださなかったが。

　――幼よう稚ちだ、あまりにも幼稚だ。

　いくらピュアとはいえ、もう少しドキドキさせることをしてくるだろう。と、奏はそう考えていたのだが、蓋ふたを開けてみればこれである。

　明火はこれで奏がドキドキするとでも思ったのだろうか――思ったのだろう。ピュアな明火は膝の上に自分が座れば、奏がドキドキすると思ったのだろう。

　その度を超こえた明火のピュアさこそが、奏が意外と感じたことの真相である。

　だがしかし、奏はまだ気が付いてなかった――本当に幼稚だったのは、自分の考えの方だったのだと。

「んっ、ちょっと奏！　くすぐったいからあんまり手を動かさないでよね！」

　明火の声。

　それは彼かの女じよがエイリアンを狙い撃うつ際に、照準がぶれないよう奏が彼女のお腹に手を回して押さえている事に原因があった。

「ちょ、ちょっと奏!?　聞いてるの？　なんか言いなさいよね！」

「…………」

　プニョプニョと柔やわらかく、服の上からでも暖かい温ぬくもりを感じる明火のお腹。それこそまるで、日ひ向なたで幸せそうにひっくり返り、ご主人様へとお腹を向ける猫の柔らかく、そして暖かいそのお腹をなでなでしているような錯さつ覚かくに陥おちいってくる。

「…………」

　おっぱいとはまた違った暖かさ、やわらかさのそのお腹。

　モニュモニュ。

　――あぁ、気持ちいいんじゃあ。

「ひぁっ……ちょっ、何やってんのよ……っ、変なとこ、しゃ、しゃわりゅにゃあ！」

　と、奏がポケーっと明火のお腹を撫なでたり揉もんだりしていると、聞こえてきたのはくすぐったそうに身を捩よじりながら言う彼女の声。

　その声に奏はすぐさま正気に戻って言う。

「あっ、ごめん！」

（しまった、かつて楓のお腹をモミモミしていた事が自然と蘇よみがえり、無意識にお腹をモミモミし始めてしまった。それにしても僕、楓といいカルラといい……さらには今のこの状況といい、女の子の体をモミモミするのに不思議な縁えんがある気がする）

「この変態！　気をつけなさいよね！　これであたしが負けたら、あんたのせいなんだからね！　勘違いしないでよね！」

「いや、何を勘違いするんですか？」

「いちいちうっさいわね！　とにかくあんたはそこで、黙だまってあたしが揺ゆれないように押さえてればいいの！　またお腹を揉んだら許さないんだからね！」

「わかりましたって、わかりましたから暴れないでくださいよ！」

　奏は自分の膝の上でニャーニャーと暴れまわる明火をなだめながら思う――本当に子供みたいな人だな、まぁ子供……というより小猫みたいで可愛かわいいけど。

　さて、奏と明火の現状についてなんとなくわかったと思うが、件くだんのもう一つの問題とは、彼が彼女のお腹を揉んでそこはかとなく彼女に嬌声をあげさせたり、その事で彼女に叱しつ責せきされたといった小さな事ではない。

　――そう問題は別にある。

「エイリアンの癖くせに生意気なんだからね！」

　宇宙をモチーフにしているのだか、星をイメージした小さな電球がいくつも輝かがやく漆しつ黒こくの空間の中を、ＵＦＯ型の乗り物の上に乗った奏の上に乗った明火は進んでいく。

　エイリアンが出てくる度たびにアトラクション用のレーザー銃を元気よく振ふり回まわしながら、これまた元気よく体自体も動かしまくってくれている。

　その結果。

「うくっ」




　明火の柔らかくぷりぷりとした小ぶりで可愛らしいお尻しりが、コスコスと擦こすってくるのだ、奏の大事な物を。




　――まずい、このままでは非常にまずい……耐たえるんだ僕！　まだ立ち上がるのは早い……耐えろ、耐え忍しのぶんだ！

　だが、そんな奏の内心などいざ知らず、明火は頑張って奏をコスコスとこすり続け、彼の大事な物は立ちあがろうとし続ける。

「早くイキなさいよね！　あたしが直々にしてあげてるんだから！」

　明火はエイリアンに早く倒されろと言っているのだろうが、今の奏にはどう考えても卑ひ猥わいな言葉に変へん換かんされると同時に、脳内でおかしな妄もう想そうが沸わき立たってしまう。

『ほら奏！　あたしがお尻でイカせてあげるから、我が慢まんなんかしたら許さないんだからね！』

　と、普ふ段だんどっぷりオタク文化に浸ひたりきっている、エロゲ脳の奏だからこそ出て来てしまうゲームにありそうな言葉。ピュアである事が判明した明火が、こんな事は言うはずはない……頭でそう否定するのだが、時ときすでに遅し。

「あ、奏！　もうすぐボスよ！　あいつを倒せば――っ!?」

　デッカイ口を開き、こちらに襲おそい掛かかってくるボスエイリアン。それが現れたのとほぼ同時に、明火の体が何かを感じ取ったかのようにピクリと震ふるえ、動かなくなる。

　そして同じタイミングで奏は悟さとった、明火がどうして静かになったのか。故ゆえに奏は思う。

　――南な無む三さん。

　……。

　…………。

　………………。

　静せい寂じやくの後、やたらぎこちない調子で。それこそギシギシと音がしそうな様子で明火は銃から手を離し、俯うつむきながら人形のように小さな両手を、自らのお腹なかへ手を回している奏の手へとゆっくり重ねて言う。

「あの、奏……その……な、なんかお尻にね……お尻に、その、えっと、だから」

　ピュアとはいえ、ナニが自らのお尻をツンツンしているのかは気が付いたらしく、明火は顔を真っ赤にしながら言葉を続ける。

「あ、あんたがあたしでその……そういうこと思ってくれるのは、嬉しいけど……だけどここは外だし……えっと、その……あ、あた、あたしは初めて、だから。出来たら、奏が許してくれるなら、その……だからえっと、もっとムードがある場所で……っ」

　そこまで言うと、キュッと奏を握にぎりしめてくる明火。

「で、でも奏……あたしは、その……二番は、嫌いや……だから、一番はあたしに……」

　そして明火は美しくも儚はかなそうな顔をしながら、それまで握っていた奏の手を愛いとおし気げに……まるで自分の子供でも撫なでるかのような優やさしさで、ゆっくりと撫でてくれる。

　彼女のその動作は奏にとってはとても気持ちよく、同時にとても心落ち着くものであったが。

　――え、何？　つまり然しかるべき場所なら、そういう事してもＯＫなの？

　奏がもっとも強く考え感じていた事は、それすなわちそういう事であった。

「チョロ！　紅葉さんチョロすぎだよね!?　将来が心配になるレベルでチョロよね!?　僕の大事な物が当たっただけで、ＯＫ出だすとか……もっと自分を大切にしようよ!?」

「んなっ!?」

　ムードぶち壊こわしの奏のツッコミを聞いた明火は、先ほどまでのしおらしい態度をどこへやったのやら、ギリっと猫の様に奏の手に爪つめをたてて言い放つ。

「あ、あたしはあんただから、ゲームが強くてかっこいいあんただから、そう言ったんだからね！　別に誰だれでもよかったわけじゃないんだから、勘違いしたら許さないんだからね！」

「痛っ!?　痛いですって！　爪も痛いですけど、ちょ、ちょっと待って、歯はやめてくださいって！　それやられると、歯型が残って楓に説明するのが面倒なんですよ！」

「うっさいのよ、この変態！　女ったらし！」

　もちろんの事だが、この後明火はエイリアンから面白おもしろいように連続攻撃を受け、見る見る間にＨＰを減らしてゲームオーバーとなった。

　――ま、まぁドキドキはしたけどね。明らかに紅葉さんが計画した場所とは違う所で、ドキドキしたけどね。

　主に尻とか尻とか尻とか。




●●●




「勝ったのじゃ、ヴィクトリー！　ってやつじゃ！」

　ブイブイと片手でＶサインを出しながら、ニカっと笑って辺りを楽しそうに駆け回っているカルラ。

　明火に勝利を収めたことがよほど嬉うれしいのか、ひたすらご機き嫌げんといった様子である。

　さて、一方の敗者である明火はというと。




「にゃ、にゃあ……カルラ様……こ、この卑いやしい雌めす猫ねこをか、可愛がって欲しいにゃ……っ」




　約束通りカルラに服従し、屈くつ辱じよく的てきといった様子で頬ほおを真っ赤に紅潮させながら、決してカルラと奏に目を合わせず、プルプル震えながら彼女から命令された猫ねこ真ま似ねを続けていた。

「どうじゃ奏？　猫じゃ！　おぬしのために猫真似をさせたのじゃ、こういうのが好きなのじゃろう？　日本男子は」

　相変わらずご機嫌な調子でいうカルラに対し、奏は溜息を吐いて言い返す。

「いや、好きだけどさ……おまえ、最終的には何でもかんでも僕のためかよ」

「何を呆あきれた顔をしておるのじゃ、あたりまえじゃろうに！　妾は奏の事が大好きじゃからな！　さっきの勝負、おぬしが気が付いている通り、明火と仲良くなるためっていうのもあったが、明火に猫真似させるという意図もあったのじゃ！」

　言って、ひしっと幸せそうに抱き付ついてくるカルラ――これまた約束通り、おっぱい様が奏へと直ちよく撃げきし、彼かれの意識を再びおっぱい様のモニュモニュワールドへと連れ込もうとした瞬しゆん間かん。

「にゃ、にゃぁああああああああああああああああああああああああああああっ！　もうこんな事やってらんないわ！　何が『にゃ』よ！　バカじゃないの!?　ちょっとカルラ！　まだあたしに勝ったと思うのは一万年早いんだからね！」

　まるで何か葛かつ藤とうを振り払はらうかのように頭を一しきりわしゃわしゃし、悶もん絶ぜつしたあと明火は言うと、カルラをスビシっと指さして言葉を続ける。

「エリナから聞いたわ、あんたイグニッションやってるんでしょ！　だったら今度はそれで勝負なんだからね、逃にげたら許さないんだからね！」

　明火のその声には、イグニッションにおける腕うで前まえの絶対的な自信。そして、勝利への確信が宿っていた。







第四章　絶対感覚







「カルラも何だかんだでノリノリだったな。まぁあいつの場合は紅くれ葉はさんと戦いとかではなく、ただ単純にこれを機に僕へと自分の力を見せつけたいだけだろうけど」

　ニャーニャーと毛を逆立て、威い嚇かくするような調子で行われた明あけ火びの宣戦布告から数分後、奏かなでたち三人はゲームセンター内にあるＡＷＰフロアにやってきていた。

　ＡＷＰフロアには時間で料金を取るレンタルＡＷＰが無数に設置されており、利用者はカウンターでＡＷＰをレンタルし、個人個人のアカウントを使用するなり、新しくアカウントを作るなり、はたまたレンタル用仮アカウントを使って、自らがプレイしたいゲームをプレイするといった形である。

　話を戻もどすが現在、明火とカルラが対戦する運びとなり、学校にあるＡＷＰを使うためにわざわざ学校に戻るのも面倒という事で、ＡＷＰをレンタルしようというのがこのＡＷＰフロアに来た当然ながらの理由である。

「えーと、紅葉さんとカルラが対戦しているのはどの部屋だ……っと」

　明火とカルラが早々にＡＷＰをレンタルし、それぞれがＡＷＰの中へと入っていった後、奏はＡＷＰへは入らず、ＡＷＰフロアにいくつか存在しているとあるタッチパネルを操作していた。

　そのタッチパネルとは今となっては懐なつかしいタブレットのようなものであり、それを操作する事によって、このゲームセンター内で行われている対戦の様子などをリアルから観戦することが出来るのである。

「もちろんプレイヤー側から観戦不可って設定にも出来るけど、あんまりやってる人見たことないし、カルラに至ってはその真の動機的にむしろ僕にみせたいはずだからな」

　――えーっと、カルラのアバターの名前はわからないから、ここで検けん索さくするなら紅葉さんのアバターの名前だよね、当然。

「確か紅葉さんのアバターは金きん髪ぱつツインドリルの巫女みこ服アバター……モミジだったはず」

　奏はタッチパネルのアバター検索画面に『モミジ』と打ち込み、検索画面をクリックする。すると現れたのは該がい当とう件数１という表示。

「あったあった。複数ヒットしたら探すのが面倒くさいと思ったけど、該当件数１という事は間ま違ちがいなくこれが紅葉さんだろう――ってことは、この対戦相手の『アイゼン』ってやつがカルラか？」

　カルラのアバター名らしきものを見て、奏はほっと安心したような溜息を吐く。

「まともなアバター名で本当によかった……もしこれであいつのアバター名まで、奏様の肉便器！　とか、奴ど隷れいがどうだのととんでもない名前だったら、正直発はつ狂きようどころか再起不能に陥るレベルで、僕の脳内にストレスを送ってくること間違いなしだったからな」

　とにかく部屋に入ってみよう。と、奏がモミジとアイゼンが対戦している部屋をタップしてみると。

「お、もう対戦が始まる直前みたいだな……さっさと入ってよかった」

　――モミジの戦い方はまだしも、アイゼンの戦い方には正直興味があるしね。

　奏がワクワクとした様子で覗のぞくモニターの中に広がるのは、どこか牧場のような雰ふん囲い気きを醸かもし出す、太陽の光降り注ぐどこまでも広大で、生命の息い吹ぶきを感じさせる緑豊かな大地――そこに、二人のアバターが向かい合っていた。

　一人は現代風にアレンジされたアニメなどに出てくるような巫女服を身にまとい、それとは一見アンバランスに思える金髪を、お嬢じよう様さまの様に頭の左右でクルクル巻いているツインドリルの女の子、紅葉明火が操あやつるアバターこと太刀たち使いのモミジである。

　もう一人は奏が見たことのない女性アバター、おそらくはそれこそがカルラ・アイゼンシュタインのイグニッションにおける、もう一つの姿なのだろう。

　そのアバターことアイゼンはリアルのカルラと異なり、まるで本物の日本美人といったしなやかで美しい黒くろ髪かみを赤いリボンで纏まとめてポニーテールにし、そのしなやかな黒髪と同系色の知性に満みち溢あふれた瞳を持っていた。

　さらにアイゼンというアバター名には全く似合わない彼女の服装が、なおさら奏の目をひいた。

　彼女の服装を一言で表すなら、日本伝統の着物。そんな言葉が相応ふさわしいのだろうが――彼女の着物はただの着物ではなかった。

　鮮あざやかな黒と朱しゆ色いろを基調とし、所々桜の装そう飾しよくが施ほどこされたその着物はカルラ本人の間違った日本文化の極きわみ、オタク文化が具現したかのようなエロゲに出てきそうな、着物とは言えないような着物だったのである。

「うわ、すごい露ろ出しゆつだな……もう下着だか何だかわからない勢いで、重要な部分以外隠かくれてないじゃないか」

　おまけにリアルのカルラよろしく、アイゼンもかなりの豊満なわがままボディをしており……まぁ簡単に言うならば。

「エロスギテワロタ」

　奏が何故なぜか片言になる程度には、彼の煩ぼん悩のうをひたすらに沸き立たせるものであった。

　などと、あえて理由は言わないが奏が前かがみになり、アイゼンを凝ぎよう視ししているとついに両者に動きが見える。

　ＡＷＰ観戦モニターでは中の効果音やＢＧＭは聞こえるものの、プレイヤー間の会話はプライバシーの問題などでカットされてしまう。しかし、モニター越ごしでも二人が何か喋しやべっている程度は、奏にも読み取る事が出来た。

　そしてその会話らしきものの後、モミジはゆっくりと腰こしを落とし、右手を刀へと添そえる。

「あの構え、モミジさんは相変わらずのスキルを使っての突とつ進しん攻こう撃げきか」

　――モミジさんのスキルはそう。




固有スキル：ライトニング・ブレット（使用回数：５　対象：自攻撃）

　―攻撃を行う際の速度を二十倍にする。




「シンプルだからこそ強い。シンプルだからこそ、モミジさんのワンパターンな突進攻撃が必殺の一いち撃げきへと変わる」

　モミジが現在取っている腰を落とした構えから放たれるのは、十中八九前方へ突とつ進しんしながら、固有スキルを使用しての居い合あいによる攻撃。

　――構えも何もかも居合道とはかけ離れた滅め茶ちや苦く茶ちやの我が流りゆうで、いつもそればっかりしてくるから、どんな攻撃が来るのかは容易に読める。

　だがそれでも。

「あのスキルと、居合攻撃という二つがこれ以上ないほどかみ合っていて、わかっていても躱せない必ひつ殺さつ技わざみたいになってるんだよね。当時の僕もあれに対処するのに苦労した覚えがあるし……」

　――まぁもっとも、今となってはたとえスキルを発動されても、高確率で防げるようにはなってきている。

　だがそれでもである。

　今の奏は以前説明した通り、大半の攻撃は止まっているかのように見えるほどの速度を獲かく得とくしている。

　そんな彼が若じやつ干かんの不安要素を残すスキル発動状態のモミジの攻撃――それはつまり、彼女の攻撃は速度ならば世界最強であるマカにも、決して引けを取らないという事を示している。

「さーて、僕もまだプロってわけじゃないから偉そうなこと言えないけど、見せてもらうよカルラ……いや、アイゼン。僕と同じ、マカを打うち倒たおそうという夢のような、周りからは一いつ笑しように付されそうな目的を持ったお前の実力をね」

　奏がそういって腕うでを組んだ直後、戦いは始まる。

　先手を取ったのは勿もち論ろん、刀に手をかけた状態のまま突進するモミジ。

　彼女はかつて奏と戦った時と全く同じ戦法を取るつもりなのだろう――自分の刀で相手を切きり伏ふせられるギリギリの間合いまで高速で接近していく。

「アイゼンがモミジの間合いに入るまであと数歩、一方のアイゼンに動きはなし……何考えてるんだ、あいつ？」

　アイゼンは不敵な笑えみを浮うかべながら、ただただ棒立ちしているだけである。

　かつてカナデと戦ったエリナのアバター、エリリがしたように固有スキルによるトラップをしかけた様子も皆かい無む。

「どういう事だ？　自信があるのか何なのか知らないけど、モミジさんを舐なめ過すぎだ……このままじゃあっという間にやられる」

　奏が思った瞬間だった――アイゼンがゆっくりとした動作で後ろに半歩下がったのは。

　そしてその直後。




　僅わずか数すう瞬しゆん前まではアイゼンの首があった位置を、スキル〈ライトニング・ブレット〉を発動したモミジの雷らい光こうの如ごとき速度の刀が通り過ぎる。
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「躱かわした？　いや、躱したというにはなんだかアイゼンの動きが妙みようだった気が……」

　奏が状況を理解しようと頭を回転させるが、それを待ってくれる事もなくモミジとアイゼンの戦いは続く。

　一撃目を外したモミジであったが、奏ことカナデとの数多あまたの戦せん闘とうで、自分の太刀たち筋すじを躱されるのにも慣れはじめていたのか、彼女はかつてカナデと戦った時とは異なり、全く動どう揺ようを見せずに二の太刀目を放つ。

　だが、アイゼンにはその攻撃すら当たらない。

「なん、だ？」

　そこで奏は先ほど感じた妙な違い和わ感かんを、またも感じた――それはアイゼンが遅い事、圧倒的に行動速度が遅い事。アイゼンの速度はカナデやマカ、スキル発動時のモミジと比べれば、それこそハエが止まりそうなほど遅いのである。

「なのに、どうしてモミジさんの攻撃をあんなに簡単に躱せるんだ？」

　そう、アイゼンは遅いのだ。モニター越しでも容易にわかる程ほどに遅い。にもかかわらず、何故なぜか凄まじいまでの速さを誇ほこるモミジの攻撃をかわし続ける。

　それも全く労した様子なく、まるで躱しているのではなく、刀の方がアイゼンを避けているとでも言うかのように。

「っ！　待てよ、刀の方がアイゼンを避さけている……違ちがう、でもニュアンス的には限りなくそれに近い事が起きているんだ」

　――遅いアイゼンがモミジさんの攻撃を躱せている理由。それはモミジさんの攻撃が、最初から、アイゼンに当たらない場所へ放たれているからだ。

　攻撃が当たらない場所に攻撃を繰くり出せば、当然相手へ攻撃は当たることはない。当然すぎて、逆に意味のわからない奏のその考え。

　だが、もしもその状況を意図的に作りだしているとしたならばどうだろうか、それが持つ意味合いは全く変わってくるはずである。

「アイゼンが言っていた絶対感覚……僕以外の感情はそこまで正確に読み取れないらしいけど、代わりに殺気――攻撃をする瞬間の敵意のような強い相手のイメージなら、視覚にハッキリと映るとしたら？」

（そうだ、ハッキリ感情を……心を読み取れるのは僕だけだと、彼女は確かに言っていた。だけど彼女の言葉を信じるのならば、絶対感覚は本来自分の持つ感覚のほぼ全すべてが――視覚や聴ちよう覚かく、そして嗅きゆう覚かくといったほぼ全てがリンクしているという規格外のプレイヤースキルのはず）

　ならば感情を読み取る能力以外にも、何かしらの力を有していてもおかしくはない。

「もしも、あいつの絶対感覚の本領が相手の感情の内部に秘ひめられた心を読む事ではなく、外部に放たれる敵意などの一ひと際きわ強い意思を見る事だったなら」

　アイゼンには見えているのだろうか――相手がこれから行おうとする行動のイメージが視覚情報として、それこそまるで未来視をするかのように、相手がどう動くのかを映像として捉とらえているのだろうか。

「だったらあの妙な動きも説明が付く。モミジさんが攻撃をする時、もうそこにアイゼンは居ないんだ」

　それはつまり、モミジが攻撃をしようと思った瞬間、アイゼンは既すでに回かい避ひ行動を取っているという事である。よって、モミジの攻撃は最初から当たるはずのない、見けん当とう違ちがいの場所に放たれるのだ。

「僕やマカの速さとは違う、全く別種の速さ。どっちが速いなんて言うつもりはないけど、それが異質な速さだってことはわかる」

　モミジとアイゼン、両者の攻こう防ぼうともいえぬ攻防がしばらく続くと、ついにモミジも焦あせりを抱だいてきたのか、攻撃がどんどん大おお振ぶりに……そして雑になっていく。

　一方のアイゼンはそれと反比例するかのように余よ裕ゆうそうな態度を深め、再度放たれたモミジの固有スキルを伴ともなう攻撃を難なく躱したのを契けい機きに、踊おどる様な連続ステップを行ってモミジと十メートルほど距きよ離りを取る。

「あれがあいつ、アイゼンの武器か」

　モミジとのこれまでの戦闘に於おいて、一回も使われなかったが故にまるで存在感を感じなかったアイゼンの武器――だがしかし、一度存在を感じたならば圧あつ倒とう的てきな存在感を放って来るその武器。

「黒こく朱しゆの長ちよう槍そう……」

　身みの丈たけを超える圧倒的な存在感を放つ長槍、それこそが絶対感覚者アイゼンの武器であった。

「あの槍やりの存在を全く感じなかったのは、ひとえにそれ以上の存在感をアイゼンが……ひいてはあいつの技術と才能が放っていたからってわけか」

　アイゼンは件くだんの長槍をクルクルと腕や腰、体全体を使って演武の様に回した後、左手を離れた位置で様子を窺うかがっているモミジへと翳かざす――それこそまるで、距離を測り、狙ねらいをつけている狙そ撃げき手しゆかのように。

　さらに彼女は右足を後ろへ大きく一歩引いて半はん身みになると、右手に持った長槍を投とう擲てきを行うかのようにゆっくりとふりかぶり――。

「あいつ、あの構えっ！　まさかあそこから槍を投擲して、モミジさんを貫つらぬく気か!?　いくら絶対感覚があるとはいえ、無む茶ちやすぎる！　モミジさんだって弱いわけじゃない、あんな距離から槍を投げて攻撃するなんて」

　無む謀ぼうすぎる。

　まず第一にあそこから投げたとして、どの程度威い力りよく減退するのかがわからないうえ、距離が開くに従って槍はどんどん速度を落としていき、モミジにとってはどんどんと避けやすくなっていくだろう。

「それ以前に、狙えるのか……正確に」

　先ほども言った通り、アイゼンとモミジの間には十メートル前後の開きがある。

　その開いた距離を、相手を倒せるくらいの力を込め、なおかつその力を完かん璧ぺきにコントロールした状態で投擲しなければならない――おまけに、外せば武器を失うというプレッシャーとも戦い続ける必要がある。

「アイゼンにはそれが出来るっていうの？」

　……。

　…………。

　………………。

　モニターの中に横たわるのはしばしの静寂。

　こうして見ているだけの奏にすら、対戦時特有の張りつめた空気が感じ取れるほどなのだから、おそらく中の二人にはそれが何倍もの重圧となって襲ってきているはずだ。

　と、その時。




『奏、よく見ておくのじゃ』




　確かに、アイゼンの口がそう動いたのを奏は見た気がした。

　直後、モニターの中には流星と見み間ま違ちがうばかりに凄せい絶ぜつな黒朱の閃せん光こうが顕けん現げんしていた。

　圧倒的速さ、圧倒的美しさで真まっ直すぐつき進むその閃光は――。

　寸分たがわずモミジの胸を貫いたのだった。




●●●




「いやぁあああああああああっ！　離はなして！　まだ負けてないんだからね！」

「明火……恰かつ好こう悪わるいです……それに面めん倒どうくさいです」

「明火ちゃ～ん、これ以上騒さわぐと迷めい惑わくだよ～」

　モミジこと明火がカルラのアバターアイゼンに惨ざん敗ぱいしてから数分後、明火は彼女と同じ部活のメンバーである制服を着た二人の少女――明火よりさらに小さく、肩かたまで伸のばした紫し紺こんの髪かみが特とく徴ちようの柳りゆう城じよう雫しずく。そして、体の一部……ようするにおっぱい様がとにかく大きくてエロイ、栗くり色いろツーサイドアップの髪を持つ優しそうでおっとりした少女こと成なる瀬せ風ふう花かの二人に連行されていた。

「いや正直助かったよ、雫と風花さんが居てくれて」

　――まさかカルラに負けた瞬間、ガチ泣きし始めるとは思わないもんな。

　そう、明火は泣いた。

　負けた瞬間ＡＷＰの中でバタバタ暴れながら、思わず「お前何なん歳さいだよ!?」と突っ込みたくなるほど、見事に大泣きしていた。

　よほど悔くやしかったのだろうが、それを見ていて奏はふと思った――まさかこれ、僕ぼくに初めて負けた時も泣いたとかじゃないよね。と。もしそうならば何だか、申し訳ない気分になってくる。

　――明火さんにもだけど、それを頑がん張ばってなだめたであろうこの二人にも。
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「ところで、二人ともどうしてここに？」

　奏が、明火の後ろに回り込んで羽は交がい締じめにしている風花と、明火を正面から抱きしめるようにホールドしている雫に声を掛ける。

　すると二人は順々に言ってくる――風花はいつもの優し気な表情を崩くずさずに、雫はいつもの無表情を崩さずに。

「もともとわたしと雫ちゃんは、明火ちゃんと三人で行動してたんだよ～」

「はい……そうしたら明火だけ先せん輩ぱいを見つけて……勝手に走って行ってしまって……まったく迷めい惑わく極きわまりないです……明火は」

　ぴったり息の合った説明をしてくれる二人だったが、その態度は全く異なっていた。

　風花はいつでもニコニコお日様みたいだったが、雫は本当に明火の行動には困っているとでも言うかのように、露ろ骨こつに溜ため息いきなどをついている。

（雫って紅葉さんの後こう輩はいのはずなのに、紅葉さんを明火って呼び捨てにしてるし、終しまいにはこの態度……彼女の事を全く尊敬していない気がするのは、僕の気のせいだろうか）

「ちょっと奏！　黙だまってないで、あんたもあたしの事を応おう援えんしなさいよ！　助けなさいよ！　この二人を何とかしなさいよね！」

　ジタバタ暴れている明火。

　――うん、何でもいいんだけど紅葉さん。二人に抑おさえられている状じよう況きようで、猫ねこの様にジタバタしているせいで、服が捲まくれてお腹丸見えなんだけど。

　奏の妹である楓かえでに負まけず劣おとらず可愛らしいツルンとしたお腹、そして思わず吸いつきたくなるような可愛らしいおへそ。

「じ～～～～と～～～～～～～なのじゃ」

「な、なにかなカルラ？」

「別に～なのじゃ」

　――まずい、カルラが若じやつ干かん不ふ機き嫌げんそうだ。おそらく……というか半ば確実に、今僕が考えていた変態的な事を読み取られた気がする。

　何か言い訳を考えなければ。と、奏は焦あせりながらカルラに再び声をかけようとするのだが、彼が「え～っと」と発しようとした言葉は明火に遮さえぎられる。

「奏のバカ！　カルラとばっか話さないで、あたしとも話しなさいよね！」

　だがしかし、奏の言葉を遮った明火の言葉も、因果応報というべきか……。

「明火……うるさい」

「もごっ！」

　ペシっと小さな両手で怠だるそうに明火の口を塞ふさぐ雫によって、しっかり遮られるのだった。

「もごっ！　もごごっ！　ももっ～～～～～～～～～！」

　何やら騒いでいる明火だが、何を言っているかはさっぱりわからない。わかるのはただ一つ、明火に対する攻こう撃げきはまだ終わっていなかったという事である。

「はいはい、そろそろ行きましょ～ね～」

　まるで明火をあやすかのような笑え顔がおで、後ろから彼かの女じよを羽交い締めにしたままどこかへ連れて行こうとする風花――余談だが、その際明火の頭が風花のおっぱいに押おされて、すごい角度になっていたのは、奏にとってはある意味眼がん福ぷくであった。

　もちろんそれは、押されている明火の頭が眼福だったのではなく、押している風花のおっぱい様の乳圧を見れて眼福だったという意味である。

　などと考えているうちに、嵐あらしのように騒ぎまくっていた明火と、愉ゆ快かいな仲間たちはついにゲームセンターから出ていってしまっていた。

　残ったのは「くすくす」と笑いを全力で噛かみころしているカルラの声。

　声の調子からするに先ほど「じ～～と～～～」と、奏にジト眼めを向けていたがすでに機嫌はすっかり直ったらしい――とりあえずは安心である。

「それにしても紅葉さん、本当に騒がしい人だな。あの調子じゃエリナがいつも紅葉さんに言っている罵ば倒とうの内容も、あながち間違いとは言えないな」

　でもまぁ相変わらず楽しい人たちではあるんだよな。と、奏が心の中で苦く笑しようしながらポケットの中に手を入れると、指先にカサっと何かが当たる感覚。

「ん、なんだ？　手に何か当たって……」




「か～なで～、大好きなのじゃ～～～！」




　ひし！

「うわっ!?」

　ポケットの中に入っているものの正体を確かめる前に、横からタックルと見間違う勢いで抱きしめられる奏――ほにょんとしたおっぱいの柔やわらかさ、このヒマワリのような元気さは……などと推測する必要もなく、どう考えてもこんな行動を取るのはカルラで間違いないだろう。

「どうしたんだよ、いきなり抱き付いて来て？」

　――まぁ、カルラが今みたいに嬉しそうな顔で抱き付いてくるのは、いつもの事だけどさ。

　だが、奏の質問に対してカルラはいつもの嬉しそうな顔を浮かべつつも、まるでペットの犬が「褒ほめて褒めて！」と尻尾しつぽを振ふる時に浮かべるような、可愛かわいらしくも愛らしい表情を浮かべて言ってくる。

「どうじゃった、奏？　妾わらわの戦いっぷりは？」

「すっごいドヤ顔だよね、カルラ……」

「えっへんなのじゃ！　日本男子は女の子のドヤ顔が好きなのじゃろ？　つまりドヤ顔をしている妾はヤマトナデシコなのじゃ！」

「…………」

　確かに女の子がドヤ顔していると可愛い……そんなアニメやエロゲを奏はやったことがある。しかし、あいも変わらずそれが日本の普ふ通つうだと思っているカルラは、やっぱり今日も絶好調のようだ。

（まぁもういいや、もうカルラのヤマトナデシコを直すのは諦あきらめたよ……それに、何だかんだでこいつが楽しくて幸せなら、それでいいような気もしてきてるし。もっとも、肉便器云うん々ぬんとこいつのリアルでの服装のセンスだけは、絶対に直すけどね）

　奏はやや呆あきれたように、けれどもカルラを見て僅かに微笑ほほえんで言う。

「ヤマトナデシコの話は置いておくとして、さっきカルラが最後に使った投擲……あれ、固有スキルを使ったんだよね？」

　たとえいかなるアバターであっても、あんな閃光（おそらくは摩ま擦さつ熱ねつとスキル発動時のエフェクトが混じったものだろう）を発する速度で、槍を投擲できるわけがない。

　であるならばと、奏が出した答えが固有スキルである。

　そして、彼のその推測は。

「その通りなのじゃ！　あれは妾のスキルで間違いないのじゃ、槍を投げる時に妾のスキル〈アブソリュート・ハート〉を発動させたのじゃ！」

　見事的を射ていた。

　――〈アブソリュート・ハート〉。どういうスキルなのか気になるけど、さすがに聞くのも悪いし、奥おくの手てっぽいから教えてはくれな――。

「ドヤァってやつなのじゃ！」

　言って、奏の前に広げられたのはバーチャルフォンの画面であり、そこには。




固有スキル：アブソリュート・ハート（使用可能時間：五秒）

　―使用者は引力と斥せき力りよくを自由に操作する事が出来る。使用者が行使できる力の割合は、使用者の実力に起因する。




　――なるほど、そういう事か。

　おそらく、先ほどの戦いの最後にアイゼンがモミジを打ち取った一撃げき――あれはアイゼンが投擲の瞬間に自らと槍の間に斥力を発生させ、威い力りよくと速度を加算させたのだろう。

　さらに、胸に直撃するほどのコントロールの正体もこのスキルで説明が付く。

　通常の投擲でも狙った場所に槍を投げるのは難しいのに、斥力によって速度を加算された槍は、最も早はやコントロール不可能と言っていいはず。

　そこでアイゼンは引力の方を使ったのだろう――彼女は槍の先せん端たんとモミジがひき合うようにスキルを作用させた。

　これらが先ほどの戦いの最後、アイゼンが見せた全てを超ちよう越えつした投擲の真相。

（僕の心を読めるらしいカルラの表情を見る限り、否定も渋しぶい顔もせずに『さすが奏、見事な推理なのじゃ』みたいな満足げな顔を浮かべている辺り、僕の推理は間違っていないだろう……というか、一つカルラに言いたい事がある）

「見せるのかよ!?」

　奏の前に広げられたバーチャルフォンの画面には、固有スキルどころかアイゼンのステータスが全て、余すところなく記き載さいされている。

「お前これ、仮にも僕はお前が倒そうとしている楓の兄だよ!?　これ見せちゃっていいのかよ!?　駄だ目めだよね!?　絶対に駄目なやつだよね!?　僕がせっかくお前に気を使って聞かないようにして――」

「だから見せたのじゃ！　妾は奏に気なんか使ってほしくないのじゃ！　いつも自然体で居て欲ほしいのじゃ！　それに前もいったがの、今の妾は楓より奏なのじゃ！」

「あーもう、だからって……ったく」

　仮にも施し設せつで楓を倒せるのではないかと見込まれたのなら、カルラは所謂いわゆる施し設せつのトップシークレットという奴やつなのではないだろうか。

　にもかかわらず、部外者に……それも倒すべき相手である楓の家族にアバターの詳しよう細さい情報をみせてしまっていいものなのだろうか。

　奏が心配そうな顔でそんな事を考えていると、カルラはまたしても奏の心を読んだのか、奏を抱きしめたまま彼の前に回るという難しそうなことをして言う。

「大だい丈じよう夫ぶなのじゃ、妾は好きなようにしていいと言われているのじゃ。だからこれは、妾が好きなようにしただけなのじゃ……それにじゃな、奏がシューティングアトラクションで妾に言おうとしてくれたこと」

「っ！」

（紅葉さんの泣き声のせいで、なかったことみたいになっちゃったけど、やっぱり聞こえてたのかよ……というより、僕の心が読めるなら僕が口にださなくても、あの時の言葉は全部伝わっていた？）

「まぁ、そういう事じゃな。今おぬしが思った通りなのじゃ」

「うげ……やっぱりそういうことね」

「そんな嫌いやそうな顔して『うげ』とは何じゃ！　ん……ほうほう、なるほど。自分の口で伝えたかったわけじゃな！　奏は可愛いのう、やっぱり奏はどんな時でも妾が大好きな奏なのじゃ！」

「いやいや、僕の心を読んで一人で会話続けるのやめて!?　僕の台詞せりふなくなっちゃうからね!?」

　奏はいつものテンションでツッコミをズビシっと入れようとするが、両りよう腕うでがカルラホールドによって押さえられていることに気が付き、さてどうやって突っ込むかと考え――。

「でも奏、妾は件くだんの誘さそいの台詞……おぬしの口から聞きたいのじゃ」




　次の瞬間、奏の頬に当たるのは何やら柔らかくも暖かい感かん触しよく。




「……え、は？」

　――な、何された？　僕今何されたの!?　え、そういう事!?　ほっぺに残る僅かな温ぬくもりは、もしかしてもしかしなくてもそういう事ですかね!?

　奏が顔から湯気でも出そうな勢いで、カルラからのほっぺたキスに顔を茹ゆで蛸だこのようにしていると、彼女はややはにかみながら天使のような笑顔で言うのだった。

「待っておるのじゃ、おぬしがまた誘さそってくれるのをの！」







第五章　不ふ穏おん







　ゲームセンターを出たのち、時間的にもう夕方が近くなっていたのでそろそろ解散しようということになり、奏かなではカルラが一人暮らししているというマンションの前まで彼女を送っていった。

　目的が『一人で女の子を帰すのは良くない』という単純な善意だっため、部屋の中までは上がり込まなかったものの、カルラのマンションはオートロック機能付きかつエントランスが大理石で出来ているなど、入り口を見ただけで高級マンションとわかるものだった――明らかに学生が一人暮らしするグレードのマンションではないため、おそらくは件の施設から資金を全面的に援えん助じよされているのだろう。

　別に羨うらやましいわけではない。こちらにだって楓かえでというバックがあるため、資金面の援助はほぼ完璧である。と、奏がどうしようもない事を考えながら、徐じよ々じよに暗くなっていく帰り道を一人歩いて無事帰宅。

　そして現在、帰宅してからさらに時が経たち、今の時刻は夜の八時半。家族三人で楽しく夕飯を食べ終わり、ちょうど腹がこなれた時間帯。




「…………」

　奏は白と薄うす灰色を基調としたデザインで作られたシャワールームにあるピンクのバスチェアーに座すわり、やや熱くも心地ここちよい……まるで全身の疲つかれを取ってくれるようにリラックスできるシャワーを頭から全身に浴び、わしゃわしゃと髪を洗いながら考える。

　――あのメモ、何だったんだろう。

　奏が言うあのメモとは、ゲームセンターでなんとなくポケットの中に手を入れた際、いつの間にか入っていた小さな紙切れに文章が書かれたものである。

　そのメモに書かれていた内容は。




『明日の正午、イグニッションというＡＷＰのゲームにログインし、裏に書いてある指定の部屋に一人で来い。もし指示に従わなければ、お前の妹がブラコンである事をネットで拡散させる』




　――だったはずだ……うんこれ、ブラコンなのバラされても、楓は確実に気にしないと思うんだけど。

　仮にブラコンなのをバラされても楓なら気にしない。その奏の予想は事実高確率で当たっているので、今彼かれが頭を悩なやませている問題はそのことではない。

　――どうしてこんな脅きよう迫はく状じようみたいなメモが、僕のところに入れられたのか。

「入はいられたタイミングはなんとなく心当たりがあるけど……多分、家をでてすぐに怪あやしいフードの男とぶつかった時、あの時のどさくさに紛まぎれてメモを入れられたんだろうな」

　奏は頭を洗い終えると、きゅっきゅっとシャワーから迸ほとばしるお湯を止め、お湯が止まっても湯気で暖かいシャワールームの中、誰だれにともなく真ま面じ目めな顔で一人呟つぶやく。

「文面の内容をパッと見ると、僕への復ふく讐しゆうみたいな感じだけど」

　おそらくそれは違うだろう。

「もしもイグニッションで僕にやられた奴が、僕に復讐するためにこのメモを忍しのばせたなら『イグニッションという』なんて書き方はしないはずだ。この書き方だと、僕がイグニッションをやっているのかどうなのか、不確定要素みたいだしね」

　という事はつまり、相手の目標が奏ではない可能性が非常に高い。

「それ以前にイグニッションでのカナデは、イコール現実の奏こと僕だと割れてはいないはず。大会とかでかなり有名になってきたら……それこそ楓クラスになってきたら、テレビの取材とかも入るから割れるのも当たり前だけど」

　であるならば、このメモを入れた人物の狙いは、確実に奏ではないと言いきっても、まず問題はないだろう。

「ってことは狙いは間ま違ちがいなく、僕を踏ふみ台だいにしないとコンタクト出来ない人物」

　――楓……いや、マカか。

　もしもこれを入れた奴の目的がマカならば、色々と説明が付く。

「さっきも言った通り、マカは取材の影えい響きようもあって中身が江え馬ま楓という事が知られている。そこまで知られているのなら、今の世の中やる気になって調べれば、住所の特定など容易にできるはず……そこで何らかの理由でマカに恨うらみを持っているこいつは、滅めつ多たに家から出てこない楓をおびき出だすために僕を踏み台にした」

　――イグニッションに拘こだわってる辺り、あいつに負けて逆さか恨うらみしてるってところかな。

　そういえば、以前イグニッション内でマカから送られてきたメッセージに、試合で勝ったら絡からまれたといった旨むねの記述があったはずである。そしてそのあと、偶ぐう然ぜん奏に送られてきた、マカに復讐する仲間を探しているといった旨のメッセージ。

「このメモもそいつらか？　よく探たん偵ていアニメとかでどんな小さな事でも繋つながっているっていうけど、まさか本当にこうも色々なことが繋がっているとは思わなかったな……」

　この脅迫状めいたメモについて段々とわかってきた現在、奏が気になる点は二つ。

　一つはこいつらが奏をおびき出し、どうする事によって楓を……マカを呼び出して復讐しようというのか――そしてもう一つは。

「復讐の対象である前に、楓は僕の大切な妹だ。この世にたった一人しかいない、かけがえのない僕の妹だ」

　――ネット上で騒いでるだけならまだいい、だけど。

「あいつの周りをリアルでまでうろつくっていうなら、僕はそいつを絶対に許さない」

　奏がふと顔を上げると、鏡にはかつて楓にアカウントを除去された時とは比べ物にならないほどの怒いかりに満ちた、彼自身の顔が映っていた。




　ガチャ。




　なにやら扉とびらが開くような音が聞こえたが、奏は全く気がついた様子なく続ける。

「っと、柄がらにもなく本気でイライラしてしまった」

　奏は先ほどの怒りに満ちた表情を取とり繕つくろうかのように、気の抜ぬけた軽い調子で言うと石せつ鹸けんを手に取って、それで体を洗おうと――。

「洗おうと……って、あれ？」

　スカスカと空くうを切る手。

　日常生活において、毎日毎日同じ場所にある石鹸を取ってそれがある場所を完全に把は握あくしているため、今ではたとえ目を瞑つぶっていても、よそ見をしていても石鹸を取れるようになった奏。

　故ゆえに今、自分の手が空を切っているのに驚おどろき、「感覚が鈍にぶったのかな」と内心思いつつ石鹸があるであろう位置に視線を向ける。

　するとそこには。

「あれ？　石鹸がない？　使いきった……ってわけじゃないよね、昨日僕が入った時には、まだかなり石鹸が残っていたし」

　それになにより石鹸がなくなったのに、常に洗面台の下に備び蓄ちくされている石鹸ストックから、新しい石鹸をセットしなかったりしたならば、即そく座ざに江馬家ルールが発動し、江馬母の雷らい撃げきと聞き間違うばかりの怒ど声せいが響ひびくので、この家に石鹸をなくなったまま放置しておく奴など存在しないはず。

「くっ！　メモといい石鹸といい……世界は僕に名めい探たん偵ていカナンになれとでも言っているのか!?　いいさ、だったらなってやる！　真実はいつも――」

「なーに言ってるのじゃ、奏？」

「なにって、聞いてなかったのかよ？　僕はこれから名探偵にならなきゃいけないんだ」

「名探偵？　おお！　心は子供、頭脳も子供、だけど体は大人ってやつじゃな！」

「え、なにそれ!?　違うからね！　それじゃただの駄だ目めな奴だよね!?」

　――ん、あれ？

　いったい奏は誰と話しているのだろうか。

　言うまでもない事だが一応説明しておくと、奏はもう高校二年生であるため、江馬母や楓といった家族と一いつ緒しよに風ふ呂ろに入る様な年ねん齢れいではない。

　そして家族じゃない男友達などが遊びに来たとしても、露ろ天てん風ぶ呂ろでもないごく普通のシャワールームに一緒に入る趣しゆ味みなどない――というか、たいして広くないシャワールームに男同士で入ったら、それこそホモォというやつである。

　――おっと、話が飛んだ。奇き想そう天てん外がいな事態が発生しているせいで、思わず現実逃とう避ひをしてしまった。

　とにもかくにも奏が言いたいのは、この場には奏以外いるはずがない。という事である。

「…………」

　少し黙だまった後、奏は小声で「よし」と呟いてから、すーっと深呼吸。

　彼は勢いよく声が聞こえてきた方向、すなわち背後へと振り向むきながら言う。

「何でいるの!?　カルラさん何でいるんですかね!?　あれ、おかしいな！　さっき僕がマンションまで送って……って、何で裸はだかなんですかねぇえええええええええええ!?」

　奏は背後を振り向き、思わず食べたくなるほどたわわなおっぱいを実らせ、生まれたままの姿でぺたりと床ゆかに直接女の子座りしているカルラを見ると、すぐさま……感覚的には光を超こえる勢いで振り向く動作を中止して、再び鏡がある正面に向き直ったのだった。

　――ぐっ、尻しりを軸じくに高速で動いたせいで尻が痛い。

「あはははははははっ！　奏がバスチェアーに尻を掘ほられたのじゃ！」

「やめて!?　変なこと言うのやめて!?　他の人が聞いたら僕に変な性せい癖へきがあると思われるから、僕の心をナチュラルに読んでそういう事言うのやめて!?」

　奏は背後を諸事情で見ることができないため、今のカルラの様子を把は握あくする事は不可能であるが、とりあえず楽しそうにお腹なかを抱かかえて笑っている様子だけは、たとえ後ろを振り返かえる事ができなくても容易にイメージする事が出来た。

「それでカルラは何しに来たんだよ？　外が暗くなり始めてたし、女の子の一人歩きは危ないと思ったから、せっかく僕がカルラのマンションまで送り届けたのにさ」

　結局送り届けた後にまた一人で外出――一人で奏の家までやってきていては、送った意味が全くないではないか。と、奏が考えていると、おそらくまたも心を読み取ったのであろうカルラが、奏を安心させるように言う。

「その件なら大丈夫なのじゃ！　妾は奏がマンションに送り届けてくれた数秒後、奏の後をひそかに尾び行こうしてきたのじゃ……つまり、一緒にここまで来たようなものじゃな！」

「ふーん、なるほど！　全然大丈夫じゃないね！　主にお前の頭の構造が！」

「むっ！　何がじゃ！　妾の何がダメなのじゃ！」

「いやいや、だから何がダメなのかわかっていないこの状じよう況きよう、それがダメなんだよ！　せめてそれくらいはわかろうよ！　わかる努力くらいはしてくださいよ、カルラさん！」

　奏はボケているのか何なのかよくわからないマイペースなカルラに、ひとしきりいつも通りのツッコミを入れると、「ふぅ」っと心を落ち着けるように息を吐ついてから言う。

「で、カルラは何しに来たのかまだ聞いてないんだけど？　しかも、お前どうやってシャワールームまで来たの!?　この状況、母さんと……特に楓に見つかったら結構やばいんですけど!?」

　この状況。

　お互たがい生まれたままの姿で、狭せまいシャワールームに入っているというこの状況。

　――よく考えてみるとすごい状況だな。幼おさな馴な染じみの女の子と裸でシャワールームに入っているなんて……まずい、深く考えたら変な気分になってきた。
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　などと、奏がようやく状況を正しく認にん識しきし始め、激しい照れから息苦しさを感じ、魚の様に口をパクパクさせ始めたころ、カルラがついに言葉を紡つむぎ出す。

「順番は前後するが、まずどうやってこのシャワールームに入って来たかを話すのじゃ」

　どう入ってきたんだ、まさか不法侵しん入にゆうでもしてきたのではあるまいな。と、内心ハラハラしていた奏だったのだが、カルラの答えは予想外のものであった。

「まずこの家のインターフォンを押すじゃろ？　奏ママが出てくるじゃろ？　妾が『久しぶりなのじゃ！』って挨あい拶さつするじゃろ？　そしたら普通に家の中に入れてくれたのじゃ」

「普通だな!?　ものっそい普通の侵入方法だね!?　まぁ安心したけどね、不法侵入とかじゃなくてよかったけどね……っていうか待て、家の中に入った方法はわかった。だからそれからどうしてこのシャワールームに入って来れたのかを聞いてるんだけど」

　奏はシャワールームに入る時には、家族にしっかりと「今からシャワー浴びてくるね」と伝えているのである。そして、シャワールームから出た際にも「出たよ」と伝えている。

　これは何も奏だけがやっているのではなく、江馬家のルールでありしきたりである。

　何が言いたいのかというと、この家に奏がシャワールームにいるというのを知らない者は居ないはずなのである。にもかかわらず、どうしてカルラは平然とシャワールームに通されているのか。

　と、そこで奏の考えている事を読み取って喋しやべりだすカルラ。

「それはじゃな、奏ママに『久しぶりに奏と風呂に入りたいのじゃ！』っていったら、何だか嬉うれしそうに泣きながらここに案内してくれたのじゃ」

「ぶっ」

（ですよねぇ！　最近エリナとかが遊びに来るようになったとはいえ、準引きこもり状態で女っ気も殆ほとんどない息子むすこの前に、カルラみたいな可愛い美人が遊びに来たら、いくら母さんでも舞まい上あがって正常な判断ができずに、シャワールームに案内しちゃいますよねぇ!?）

「余計なお世話だけどね！」

「全然余計じゃないのじゃ！　妾にとって奏ママはまさに救世主だったのじゃ！　なんせ奏ママのおかげで、妾は妾の目的を果たせるのじゃからな！」

「お前の目的？」

　何やら不敵に笑っているカルラ――そういえばカルラの目的がいったい何なのか、どうしてシャワールームに入ってきたのかを聞いてなかった。まさか本当に『奏と一緒にお風呂に入りたい』というのが理由ではないだろう。

「その通りじゃ、奏が今考えた通り、妾の目的は奏とただ単に一緒にお風呂に入りたいからではないのじゃ！」

　奏の心を読み取ったカルラは、奏からは見えない位置で……けれども絶対にドヤァといった顔をしているだろうなという雰ふん囲い気きで続ける。

「妾がここに来た理由……それは」

「そ、それは!?」

「妾の旦だん那な様さま、そしてご主人様である奏に体を使ってご奉ほう仕しするためなのじゃ！　これもヤマトナデシコの立派な務めなのじゃ！」

　――か、体を使って……ご、ご奉仕……だと!?

「な、なななな、なな」

　なんて卑ひ猥わいな響きなんだ。

　その時、奏自身でも気が付かない内に、彼の鼻からは朱しゆ色いろの美しい液体が流れだしていたのだった。




●●●




「どうしてこうなった」

　――はい、本日何度目かのどうしてこうなったが入りましたよ！　新しん鮮せんでピチピチ、買うなら今ですよ！

　奏が何だかもう自分でもよくわからないテンションでツッコミを入れた理由、それは件のカルラが言っていた体を使ったご奉仕にある。

　そのご奉仕とは、先ほどの奏が石鹸を発見できなかった理由にもつながるものであった――ご奉仕の内容は単純なものであり、カルラが奏の隙すきをついてくすねていた石鹸を使い、彼の背中をごしごしと洗ってくれるというものである。

　全ぜん裸らの幼馴染の女の子にそれをしてもらうのはいささか……いや、かなり恥はずかしくはあるが、今日は疲つかれている事だしカルラの好意としてここは受け入れさせてもらおう。

　――ってね、うん。僕もそう思ってる時期がありましたとさ。




「どう、じゃ……っ？　妾のスポンジ……んっ……き、気持ちいいかの？」




「き、きもちいい……です」

　ガチガチに緊きん張ちようしまくっている奏の背中、そこに当てられているのは泡あわだらけの大きく柔らかい二つのスポンジ。

　何故なぜか先端が少し硬かたくなっており、何故か人ひと肌はだの温ぬくもりを感じるその二つのスポンジは、カルラの体の動きに合わせて上下左右に奏の背中にぬるぬると泡だった石鹸を塗ぬりたくっていく。

　柔らかくて温かい、さらにはコリコリとしている突とつ起きが付いた二つのスポンジ。それらが石鹸特有のヌルヌルを持って、背中を艶あでやかに……どこか官能的な雰囲気を持ってぷるぷると動くのはとてもいやらしく、奏にどうしようもない熱を感じさせるものだった。

「んぁっ……あんっ……奏の背中温かくて……あぁんっ……しゅごいのじゃ……」

「…………」

（これはスポンジこれはスポンジこれはスポンジこれはスポンジこれはスポンジこれはスポンジこれはスポンジこれはスポンジこれはスポンジ）

　カルラも言っていた通り、奏の背中に当たっているのはスポンジのはずである。だからカルラが喘あえぎ声のように蕩とろけた嬌きよう声せいを上げているのも、ただ単に上手にスポンジで洗えている事が嬉しいだけのはずである。

「ごしゅじんしゃまぁ……これから妾が……特性のスポンジで文字を……んっ、頑張って文字を書くのじゃ……だから、んぁっ……あてっこクイズじゃっ」

「あ、あてっこクイズ？」

　怪け訝げんそうな奏の疑問には答えず、カルラは時折体をビクンビクンと痙けい攣れんさせながら、スポンジの先端で奏の背中に器用に文字らしきものを書いていく。

（なんだ？　『女』に『子』それに『き』……いったいどういう事だろう。いや、バラバラにして考えたらダメなんだ。『女』と『子』を一つで考えてみれば、答えは出てくる）

「奏……答えはわかったかの？」

　きゅっとより一層押し当あてられる二つのスポンジに顔を赤くしながらも、奏は懸けん命めいに答える。まるで心の底からスポンジが押し当てられていると、自分に言い聞かせるかのように。はたまた、自分の動どう揺ようと下心をカルラに悟さとらせないように。

「えっと……『好き』？」

「正解なのじゃ、奏。妾も奏の事が大好きなのじゃ……んぅ」

　言って泡あわ塗まみれの背中に、幸せそうなトロンと蕩けた声を出しながら、抱だき付ついてくるカルラ。

「…………」

　その時、奏はかつてないほどの真顔であった。おそらく緊張により、全すべての感情が遥はるか彼方かなたへとぶっとんでしまったのだろう。この瞬しゆん間かん、奏は感情とおさらばする事により、一時の平へい穏おんを得たが……それも長くは続かなかった。

　ガチャ。と、再びシャワールームの扉が開く音。

　それに続いて入ってきたのは、黒こく曜よう石せきの様に美しく滑なめらかな髪かみを腰こしの辺りまで伸のばし、やや発育不足ながらも、それ相応の色いろ香かを漂ただよわせる少女。

　イグニッション世界最強のアバター、マカの中の人こと奏の妹……江馬楓であった。

　彼女はカルラや奏と同じく、一糸まとわぬ生まれたままの姿で、自らの兄へと言う――まるで怨おん敵てきであるかのようにカルラを指さしながら。




「お母さんが『女の友達が奏ちゃんとお風呂に』とか何とか言ってたから来てみれば……お兄ちゃんのバカ！　どうして？　どうして知らない女の人と一緒にお風呂に入ってるの!?　楓がどんなにお兄ちゃんの事……どんなに好き（ボソボソ）かわからないの!?　ひどいよ……お兄ちゃんのバカ！」




　言いながら狭いスペースにも拘かかわらず器用にカルラを躱かわし、奏の正面へ回ると両手両足をそれぞれ彼の首と腰へと回し、いわゆるだいしゅきホールド状態で抱き付いてくる楓。

　その際、楓の発育不足のおっぱいが奏の胸に当たったり、今までのあれこれで元気になった奏自身が楓の小ぶりで可愛らしいお尻に当たったりしたが、彼はそれに対する反応よりも先に、生来のツッコミ気質故ゆえにまず己おのが妹の奇き行こうについて声を上げる。

「って、ちょ!?　何やってんだよ、お前はぁああああああああああああああああ!?」

　先ほどまで奏が人知れず心配していた妹――楓様ご本人は、兄の心配も知る由よしもなく、件のお腹もみもみ事件からあまり隠かくさなくなった兄ラブを全開で突っ込んでくる。

「それはこっちの台詞だもん！　この人だれ!?　そんなに彼女いなくて寂さびしかったんなら、楓に言ってくれればいつでも（ボソボソ）……」

「やめて!?　恥じらい顔しながら口元に手を当てて、目線を逸そらしながら『ぽっ』みたいな事するのやめて!?　僕ぼくたち兄妹きようだいだからね!?」

「兄妹でも結けつ婚こんできるもん！」

（ぐぁ……僕がこいつのお腹を揉もんだあの日以来、ただでさえ僕に対する危ない言動や行動のリミッターが外れかけていた楓だったけど、カルラという僕を取られそうな明確な敵が出てきたせいで、今日のこいつは完全にリミッターが外れ理性を失ってるな。見た感じ裸を僕に見られてるのに、いつもより顔を赤く染めている程度だし……これは正気に戻もどったら確実にジタバタとベッドの上で暴れて、一人後こう悔かいするやつだろ）

　普ふ段だんの楓はここまでぶっ飛んだ発言をする奴ではないのに。やはり自分を脅おびやかす明確な敵が現れると、人間なりふり構わず全力で向かっていくのだろうか。と、奏はポリポリと頭をかいた後、とりあえず彼かの女じよを落ち着かせる意味合いを兼かねて言葉を続け――。

「なんじゃ？　楓は妾の事を覚えていないのか？」

　られなかった。

　そして奏の代わりに喋りだすのは、楓の言う知らない女ことカルラさんだ。

「まぁ楓が妾の事を覚えていないのも仕方ないのじゃ。当時の妾は奏ばかりと遊んでいたし、おぬしはそんな妾に焼きもちを焼いて全く寄り付かなかったからの」

（そういえばそんな事もあった気がする。カルラの言う通り、昔の楓は奏がカルラと遊んでいると、「おにいちゃんのばか～！」って言いながら、よく抱き付いて――あれ？）

　奏は「はて？」と、頭にクエスチョンマークを浮うかべながら首を傾かたむけふと思う。彼女の行動が今も全く変わっていない気がするのは、彼の気のせいだろうか。

　奏が『楓さん実は当時からあまり成長していないのでは疑ぎ惑わく』に、やや頭を痛めていると、『奏は誰にも渡わたさない』といった様子で頬ほおを膨ふくらませながら、未いまだリスの様に彼にくっついている楓は「当時遊んでた……金きん髪ぱつの、外国人……もしかして」と、嫌いやな物でも思いだしたかのような渋い顔をして誰にともなく呟いた後、続けて言う。

「カルラ……アイゼンシュタイン？」

「おぉ！　思いだしてくれたのじゃ！　普通に嬉しいのじゃ！」

　などと言いながらきゃきゃっと燥はしやぐカルラ――余談だが、彼女が燥ぐたびにその豊満なおっぱいがぶるんぶるん！　と肉感を感じさせるダイナミックな動きをしていたため、ある意味奏にとっては、位置的に見ることが出来なくて幸せだっただろう。

　もしもその様子を見て、再び鼻血など流してしまえば、現在のリミッターが外れて羞しゆう恥ち心しんを忘れるほど嫉しつ妬との鬼おにと化した楓に、何を言われるかわかったものではないのだから。

（それにしてもカルラの奴。やっぱりいずれは倒たおすと決めている相手であっても……いずれは敵になる相手であっても、自分の事を覚えてくれているのは嬉しいものなのかな。まぁそんなの当たり前か、僕だって同じ事がいえるしね）

　奏はカルラが喜んでいる雰囲気を感じ取って、うむうむと一人納なつ得とくするように頷うなずきながらそんな事を考えるが。

「やはり将来、自分の妹になる楓が、未来の姉である妾の事を覚えていないのは、なんだか寂しいものがあるからの！　これで一件落着じゃ、おぬしは早く妾をお姉ちゃんと呼ぶ準備をしておくとよいのじゃ！」

　――うん、全然違ちがう理由だったね。

　奏がどんなツッコミをカルラに入れてやろうかと考える間もなく、やはり兄妹なのか楓がカルラへと元気よく、奏の方へと重心をかけてわーわー暴れながら言う。

「楓にお姉ちゃんなんかいらないもん！　楓にはお兄ちゃんが居ればそれで――っ！」

　と、楓が最後まで言いきる前に、重心をあまりにも奏の方へかけ過ぎた事と、彼が寸前までカルラに石鹸で体を洗ってもらっていたという事があいまって、非常に不安定かつ滑すべりやすくなっていた奏の体は、バスチェアーから後ろへと勢いよくドタンっと、それなりに大きな音をたてて倒れる。

　次いで巻き起こったのは、声、声、声。

「のじゃ[image: ]」

「きゃっ！」

「あ痛っ」

　巻まき添ぞえを食くらって妙みような悲鳴を上げながら尻もちをつくカルラ、何が起きたかわからず可愛かわいらしい悲鳴を上げる楓、とりあえず妹を守ろうと、その胸に楓を抱き止とめながらシャワールームの床で腰を打つ奏。

　三者三様の慌あわただしい声がシャワールームに響き渡った数すう瞬しゆん後、そこに顕けん現げんしていたのは……予想などできない、まさに偶然が作りだした産物――すなわち、カオスだった。

　倒れて腰を打った奏が、倒れたにもかかわらず……腰を打ったにもかかわらず床に頭だけは打たなかったその理由。




　彼の頭はおっぱいだった。




　前から楓、奏、カルラという順番で並んでいた三人。当然楓が重心を奏方面へと傾かたむければ、ドミノ倒しのように楓からカルラまで全員が倒れるようになる。では、挟はさまれた奏はどうなっているのか。

「も、もごご……」

　――な、なんだこれは!?　いったいどうなっているんだ!?

　倒れた奏の後頭部、そこに当たっているのは女性だけが持ち、女性だけに許された悦えつ楽らくの極きわみとも言っていい至高の柔やわらかき双そう丘きゆう。世の男性の全てを虜とりこにし、快楽の底へと叩たたき落おとす魔ま性しようのスポンジ。

　それが奏の後頭部を包つつみ込むかのように、ぽよよんと挟んでいたのである。

　だがそれだけではない、奏が今現在陥おちいっているカオスはそれだけでは終わらない。

「も、ごご」

　先ほどから奏が「もごもご」と、必死に喋ろうと……必死に息をしようとしている理由。




　彼の顔はおっぱいだった。




　発育不足であり、蕾つぼみの可か憐れんさと慎つつましやかなイメージを兼ね備そなえた楓の胸が、奏の顔に押おし当てられている――楓の胸はどう控ひかえ目めに表現してもふくよかではなく、大人らしさのかけらもないお子様丸出しといった感じのものである。

　だが、お子様丸出しだからこそ……まだ咲さいてすらいない妹の蕾の様に可愛らしい胸を押し当てられるからこその背徳感。そこに奏はかつて彼女のお腹を揉んでいた時のような、とある感覚を抱いていた。

　――何だかおかしな気分になってきた。

　前門のちっぱい、後門のおっぱい。

　特に今、奏を悩ませているのは前門のちっぱい様である。その理由は単純である――前門のちっぱい様は、とある特定の箇か所しよ二つでつんつんと突っ突ついてくるのだ。まるで小鳥が親鳥に餌えさをせがむかのように、つんつん顔を突っ突いてくるのだ。

　おまけにそのちっぱいの持ち主である楓さんは、奏からは顔こそ見えないものの。

「おにいちゃ……っ、胸……つ、ついばむのやめっ……んゅ」
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　奏が呼吸するために頑がん張ばって口をパクパクしているのを、楓は彼が自分の胸をついばんでいるのだ。と勘かん違ちがいしたのだろう。彼女は少女が一人思い人を思う時のような、艶なまめかしくひたすらに艶あでやかな声を上げ続ける。

「おにいちゃんが……す、吸いたいなら、あっ――すっても、いいよ？　かえではおにいちゃんがすって……んぅ、すって、くれるなら……嬉しい、よ？」

　明らかに発情しきった様子の楓の声に、奏は思うのだった。

　――楓、お前……。

　ただ冷静に、たとえおかしな気分になっていても兄として冷静に思うのだった。

　――そろそろやめとかないと、あとで理性を取り戻した時にもう後悔を通り越す勢いで、後悔を超えた何かをすることになるぞ。

　正直、奏も立派な男の子である以上、彼にとって今のこの状じよう況きようは中々に嬉しいものであったが、さすがに妹といたすのはマズいし、いつまでもカルラを下した敷じきにしているわけにはいかない。と、奏は立ちあがろうとするのだが。

「女によ体たい盛もりじゃ！　妾の上に江馬兄妹きようだいが盛られているのじゃ！」

　突とつ如じよカルラが言いながら、楓ごと奏の頭をハグしたため「へぶ!?」と彼はおかしな声を上げてしまう。同時に前門のちっぱいと後門のおっぱいが、よりいっそう牙きばを剥むいて襲おそい掛かかってくる。

　――か、カルラ……女体盛はそういう意味じゃ、ない！　っていうか、そろそろ……いき、息がやばい……息がやばいんですけど……。

　ここまで生きてきたが、まさか妹と幼馴染のおっぱいに挟まれて死ぬとは、夢にも思わなかった。だが男としては至福――これ以上ないほど幸せな死に方なのかもしれない。と、奏が全てを悟さとりきったような表情で口を「もごもご」と動かし、「ん、あっ……おにいちゃんについばまれちゃう……」と、楓に鳴き声を上げさせながら辞世の句を読みあげようとしたその時。




「奏ちゃん、楓ちゃん……それにカルラちゃん、何してるの？」




　一緒にお風呂に入るのは許したが、そういう事をいたすのは許していない。とでも言うかのような、シラーっとした江馬母の声がシャワールームに響き渡るのだった。

　ちなみにこの後、楓は江馬母に耳を引っ張られながらご退場。その際に――。

「楓はお兄ちゃんを取られたくないだけだもん！」

「だからって、兄妹でああいう事はだめでしょ？　カルラちゃんも早く出なさい、今日はもう遅おそいし、泊とまっていっていいから」

「え!?　なんで、なんでカルラをうちに泊めるの!?」

「目上の人を呼び捨てしない！」

「痛っ！　助けて、お兄ちゃん助けて～！」

　などという騒さわがしいやり取りがあったのだが、詳しよう細さいは語るまでもないだろう。




●●●




　その日の深夜。

　奏の部屋にある彼のベッドの上ではパジャマ姿の奏と、彼のパジャマを借りて着ているカルラの二人が、まるでお互たがいの足りない部分を補い合うかのように深く寄り添そって、一日の疲れを癒いやすべく身を横たえていた。

　いや、はたして本当にそうだろうか、少なくともこの部屋の中に入り、少女が――カルラが発する切な気な声を聞いたものは断じて否いなと答えるだろう。




「っ、んぁ……もっと――もっと欲ほしいのじゃっ……あっ、ごしゅじんしゃまの……ん、ちゅぱ……あちゅくてふといのぉ、卑いやしい妾にもっといれて欲しいっ……のじゃ」




「…………」

「かな、で……んっ、妾はかなでの……こ、こどもを……んきゅっ、は、はらみたいの、じゃ」

　言ってビクンビクンと体を痙けい攣れんさせ、奏の胸へときゅっとしがみついてくる。

　カルラのその仕草は、雛ひな鳥どりが親鳥にすり寄ってくるような……甘あまえるとも違う縋すがるような雰囲気を奏に想起させ、思わず彼女の背中に手を回し、彼女の思いに答えたくなってしまう――いや、答えなければならないと思ってしまう。

　それほどに今のカルラは魅み力りよく的であり、蠱こ惑わく的であり、神秘的であった。

「かなで……お願いじゃ……んっ、妾を、妾をメチャクチャにっ……んっ、こ、こわしてほしいのじゃ」

　言葉が奏の欲望を駆り立てる――美しい物を汚よごしたい、自分の色に染め上げたいという黒い欲望を。

　だがしかし、奏は知っていた。彼女のこの言葉の真実を、彼は知っていた。

「…………」

　故に奏は我関せずと無言で瞳ひとみを閉じ、全力で眠ねむろうとしながらカルラの驚きよう異い的なまでに官能的な寝言と、生まれ持った気性なのかなんなのか……魔性の寝相を無視する。もっとも、彼の受難はこの妖よう艶えんの化身ことカルラさんだけでは終わらない。




「お兄ちゃん……楓を一人にしちゃ、嫌いやだよ……」




　奏の背中にまるで心細そうに、ずっと一緒に居たいとでもいうかのように、カルラと同じくきゅっとくっついているのは、いつも通りパジャマを怠だるそうに着こなしている楓さん。

「いつも、いつもお兄ちゃんに意地悪しちゃったりするけど……楓は、本当はお兄ちゃんのこと……大好きだからね……んぅ……いつもお兄ちゃんのことしか、頭になくて……楓は、だから楓は……お兄ちゃんがいなくなっちゃったら……ぐす」

　静かなやや涙なみだ交じりの声――カルラと異なり妖艶さの類たぐいは全くないものの、そこには心の底から兄を求めているような、純じゆん粋すいな想いが満ち溢れていた。

　――まぁ、カルラも楓もどっちも寝ね言ごとなんだけどね！

　そしてそれこそが、奏が今抱えている問題である。

（こんな寝言と寝相に前後から挟はさまれてたら、いくら僕でも煩ぼん悩のう大爆ばく発はつして寝れないからね!?　少しは考えてくださいよ、カルラさんと楓さん！　僕を寝かす気あるんですかね!?　おっと、僕を寝かす気……とか、思わず卑ひ猥わいな事いっちゃったぜ！）

　繰くり返すが時刻は深夜。

　明らかに眠る直前のテンションではない奏なのであった。







第六章　頂へ至る者







　翌日の日曜日、時刻は件くだんのメモで指定された時間の二十分前。

　奏かなでは成り行きで一緒に朝食を食べることになったカルラ含ふくむ、四人で食事をしっかりととり、結局最後まで楓かえでとわーわーきゃーきゃーやっていたカルラが無事に帰宅してからちょうど一時間後。

　現在、奏はイグニッションのアバターことカナデとして、自らのホームエリアへと降り立っていた――もっとも、マカに毒されてしまったまま、未だ直し方を聞いても調べてもおらず、伏ふく魔ま殿でんといっても過言ではない惨さん状じようのここを、ホームエリアといっていいのかどうかは謎なぞだが。

「ホームエリアって言いかえればあれだもんね、家のように落ち着ける自分だけの場所って意味だもんね」

　なのに。と、カナデはホームエリア専用メニューウィンドウを操作して、練習用アバターを出現させる――マカウィルス（仮）によって、マカそっくりになってしまった練習用アバターを。




『呼ばれて登場、マカだよ！　なにかな、お兄ちゃん？』




　くるりと回った後、顔の前でキランっと星でも舞まい散りそうなピースをして言うマカ型アバターを見て、カナデは昨日の寝不足を感じさせない頼たのもしい口調で、ハキハキとしたツッコミを元気よく入れる。

「はいでたー！　お前がいる時点で落ちつける自分だけの場所じゃないよね!?　だって自分以外の奴やつが居るもんね!?　どういう事だよ!?　どういうことですかね！　誰だれか教えて！　ホームエリアの意味を、その存在意義を僕に教えてください！」

『なんでやねん！』

「やめて!?　なんか以前僕がしたオーソドックスにすぎる、何の捻ひねりもないツッコミするのやめて!?　っていうか、さすが練習用アバターとはいえ僕の妹を模したアバターだね！　ツッコミの仕方も殆ど一緒、あとツッコミにツッコミで返すその姿勢！　そのチャレンジ精神、僕は大いに見習いたい！」

『なんでやねん！』

「なんでやねん！」

　ビシ、ビシっと、互いに胸の辺りをふにょんほにょんぽにょんと叩きながら、姉妹の戯たわむれを繰り広げる練習用マカアバターとカナデ。

　はたから見ると、まるで漫まん才ざいの練習（まぁどちらもツッコミだが）をしているようで、凄すさまじく滑こつ稽けいなその行こう為いを続けること数分。

　今日のカナデはツッコミの練習しにここに来たわけではない――もっとも、ツッコミの練習をしにこのホームエリアへ来たことなど、今までで一度もないのだが。

「さて、そろそろいい時間かな」

　と、呟つぶやくとカナデは先ほども言った件のメモ。すなわちリアルで奏のポケットに入れられていた、脅きよう迫はく状じようめいたメモの内容を今一度思いだす。

　書かれていた内容は確か――。




『明日の正午、イグニッションというＡＷＰのゲームにログインし、裏に書いてある指定の部屋に一人で来い。もし指示に従わなければ、お前の妹がブラコンである事をネットで拡散させる』




　だったはずである。

　今思い返してみても、マカが……楓が気にするとは思えない内容のため、こんな下らないメモはスルーしても問題ない。というか、スルーするなり、黙だまって警察に言うのが正解なのかもしれないが。

「それだと、勝手な事ながら僕の納まりが付かないんだよね。純粋に僕に対する怨えん恨こんから来る脅迫なら、全然いい……僕はそんなの全く気にしない。だけどこのメモはほぼ確実に前僕が行った推理の通り、僕ではなく楓に向いている」

　だから許せない、それだけは絶対に許さない。

「楓を獲とるのは僕だ、僕だけの役目だ。だから他の奴には、ましてや知らない奴になんか絶対に譲ゆずる事は出来ない。それに……」

　――僕のたった一人の可愛い妹は、僕が憧あこがれる最強の妹は、僕が命を懸かけてだって守る。

　時刻は正午五分前。

　カナデは静かな怒いかりの火を灯した瞳を、どこともない空中へ――それこそ鋭するどく睨にらみ付けるかのようにキッと向けて冷やかな口調で言い放つ。

「そろそろ時間だ、完かん膚ぷなきまでに叩き潰つぶしてやる」




●●●




　指定された時間の五分前に、指定された部屋へと飛ぼうとするカナデ。

「ルームナンバーの後にプレイヤーＩＤみたいのが書いてあるって事は、これは直接フィールドに飛ぶものじゃなくて、相手のホームエリアに続く番号っぽいな」

　カナデはこれから謎なぞの脅迫状を送ってきた相手の部屋――ホームエリアへと一人で赴おもむかなければならないというのに、何も気負った様子なく淡たん々たんとメニューウィンドウを操作してメモに記き載さいされていた番号を、脳内に浮かべながら入力していく。

　いつもの彼女ならば、どちらかというとヘタレよりのため……否、たとえ彼女でなくても大半の人ならば、あのメモのような内容の脅迫状を送られれば、そこに記載されている部屋へ一人で行きたくない――怖こわいと考えるはずである。

　今日の彼女がそれを考えない理由は、ただ一つ。

「ようやく僕の妹に、ふざけた真似まねをしようとしてくれてる奴の顔が見られるな」

　ようはそういう事である。

　カナデはルームナンバーの最後一文字を打ち込んで、メニューウィンドウの検けん索さくボタンをクリック。そうして出てきた部屋を、間かん髪はつ入いれずタップして入室を求める。

　するとやや時間を置いてから、『入室が許可されたよ！』という例のマカウィルスのせいで、どこからどう聞いてもマカボイスに変へん更こうされたナビゲートボイスが聞こえてくる。

　聞こえてきたナビゲートボイスに、カナデが「何だか気が抜けるな」と苦く笑しようをした次の瞬間、周囲がどんどんぼやけていく演出が始まり――。




　世界は変わっていた。

　そこは晴れ渡った空に手が届きそうなほど、ただただ高い山の上に建った遺い跡せきのような場所。

　かつては街として繁はん栄えいしていたのがわかる、過ぎ去った文明の跡あと地ち。まるでリアルの世界でいう遺跡、マチュピチュのようなその場所の中央付近――カナデが入室したちょうどその場所の真正面、彼女と向かい合うように一人の男が立っていた。

　顔をフードで隠し、体全体を覆おおうボロ布を被かぶった人物――体格と骨格はかなりいいため、男とわかるが、それら二つの特とく徴ちようがなければ性別の判別すら難しい、何の特徴もない目の前のアバターにカナデはぼそりと呟く。

「モブキャラかよ……」

（これと言った特徴もないし、体全体をボロ布で覆ってて……アニメの傭よう兵へいっぽいっちゃぽいけど、控え目に言ってもモブキャラにしか見えない）

　カナデのその言葉が聞こえたのか否いなかはわからないが、その男が苛いら立だたし気な調子で言う。

「お前が奏か？　女のアバター……あのクソ女の兄貴らしいへんた――」

「うるせぇな」

　カナデは自分でも想像していなかった、聞くものが冷ひや汗あせをかきそうなほど冷淡な声で、続けて言う。まるで、妹の悪口を自分以外が言うのは許さないとでもいうかのように。

「ゲーム中でリアルの名前を呼ぶなよ……それくらいのマナーもわからないド素人しろうとなのか？」

「っ、立場わかってんのか？　偉えらそうにしやがって」

（それにしてもこいつの発言、やっぱり狙ねらいはマカっぽいな。どうやってマカを引っ張りだすのか聞きたいところだけど、さすがにそこまで親切なわけないよね）

　などと考えながら、カナデがわざと相手を挑ちよう発はつするように「ふぁ」っとあくびをしてやると、男は度たび重かさなるカナデの発言とその行動に苛立ったのか、こめかみの辺りをピクピクさせながら続ける。

「いい加減にしろよ、てめぇ。あと、お前の後ろにいるそいつは誰だ？　一人で来いって言ったよな」

　……。

　…………。

　………………。

「は？」

　しばしの静せい寂じやくの後、今までの真しん剣けんなムードをぶち壊こわすかのような語調で放たれた、カナデのその一単語とも言える言葉。

　彼女はその言葉を放つと同時に、「相手はいったい何を言っているのか」と考えながら、後ろを振ふり返かえる――相手が言っている事が、こちらを混乱させる意図でもない限り、そこに何かが居るはずなのだから。

　バッと、カナデが勢いよく振り向いた先に居たのは。




「カナデの嫁よめ、アイゼンじゃ！　呼ばれても呼ばれなくても、常にご主人様の下もとにかけつけるのが、ヤマトナデシコの……良妻の務めなのじゃ！」




　黒くろ髪かみポニーテール、ムッチリ豊満わがままボディが特徴の槍やり使い――アイゼンさんが、やや前かがみになって胸を強調するようなポーズで、敬礼しながらウィンクしてそこに立っておられた。

「…………」

　カナデは彼女のその姿を見て、一いつ瞬しゆん言葉に詰つまる。というより、何だか世界の時間が止まった気がした。

　その理由は様々である――どうして指定されたルームナンバーも知らなければ、メモの内容も知らないアイゼンがここに居るのか。『脅迫状だされたけど、どうどうと一人で来てやったぜ（ドヤァ）』感を出だしていたのに、全て丸つぶれである。などなど……本当に様々な理由である。

　――待て待て、今起きている真の問題はそれではない。

　カルラがどうしてここに居るか、その結果自分のドヤァ感が潰つぶれたなどどうでもいい。問題は脅迫状にも書いてあった事、そして先ほどの傭兵ちっくな男も言っていた事である。

　そう、カナデは一人で来いと指定されていたのだ。

　カナデの意図したものではないとはいえ、相手の決めた指示を破ってしまったのは不味まずいかもしれない。

　これで相手が対戦を取りやめるなどと言いだせば、マカこと楓がブラコンなのがバラされる……のはたいした問題ではないとして、妹の周りをウロチョロしているこいつらに、何の罰ばつも与えず取り逃がすことになってしまうのだから。
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　――その展開はまずいんだよな。

　アイゼンを一時スルーして、カナデが傭兵男の方へと振り返ったのと時を同じくして、件の傭兵男が先ほどのイライラ口調と打って変わったご機き嫌げんな様子で言ってくる。

「おいおいおい、女アバターを使ってくる変態の奏くんよぉ～。ただの変態では飽あき足らず、今度は女を捕つかまえてご主人様プレイかよ？　これじゃ妹のマカの程度も知れるな、どうせ兄妹揃そろって変態なんだろ？」

　――こいつ、黙っていれば好き放題いいやがって。

　自分の悪口を言われるのは一向に構わない。

　正直その程度のものは以前カナデがプレイしていたＶＲＦＰＳで、もう挨あい拶さつの様に浴びせられてきたから慣れ切っている――ＦＰＳにおいて上手いプレイヤーにファンメールといった形で悪口が飛んで来るのは、よくある事だからだ。

　ではカナデの心を沸わき立たたせるのは何なのか、それは妹の件である。

　妹の悪口を言われるのだけは、何故か無む性しように腹が立つのである。

「おまえ――」

　いい加減にしろよ！　とカナデが言いかけるも、その言葉は途と中ちゆうで途切れてしまう。彼女の言葉に被せるように発せられたアイゼンの言葉によって。




「妾のカナデを愚ぐ弄ろうしたな……」




　静かだが、決して大きな声ではないが……それにもかかわらず、周囲の音全てを飲み込む様な圧あつ倒とう的てきな怒気溢あふれるアイゼンの底冷えするような声。

　アイゼンが怒りを向けているのは傭兵男のはずなのに、カナデですら思わず身振るいするようなプレッシャーを放ちながら、アイゼンは淡々と続けて言う――まるで噴ふん火か寸前の火山の様に。

「おぬしのようなモブキャラじみた、何の特徴もない貧ひん相そうな男が……よくも男としての強さ、魅力、その他全てを兼ね備えたカナデを……よくも愚弄したな。絶対に許さないのじゃ」

　アイゼンはカナデの横を通り過ぎて、ゆっくりと進む。

「っ……」

　動作、雰ふん囲い気き、言葉。

　それら全すべてでもって傭兵男を怯おびえさせながら、一歩一歩……踏ふみしめるように進んでいく。

「く、クソ共が！　別に一人増えたって何も変わらねぇ！　今お前らにメッセージをとばした！　俺たちは準備してるから……っ、とにかく早く読みやがれ！」

　傭兵男はアイゼンに気け圧おされたのか、まるで失言をしたといったかのようにメニューウィンドウを操作した後、いつからあったのか――三人から少し離はなれた位置に現れていた円柱状のサークルへと逃にげ込んでいき、次の瞬しゆん間かんには姿が消えていた。

　円柱状のサークルは戦いが行われるフィールドへの転移装置なので、十中八九先にフィールドへと向かったのだろう。

「傭兵男がカルラにビビッてサークルに入る直前、確かに『俺たち』『準備してる』って言ってたよね」

　カナデは誰にともなく呟き、一人考える。

　――予想はしていたけど、かなり不利な対戦を挑いどまされそうだな。

　彼女がそう考える理由の一つは、相手の発言である『俺たち』にある。

　これは相手が二重人格でもない限り、まず対戦相手が複数いると考えていいだろう。

　また発言が前後するが、相手が言っていた『一人増えても変わらない』という部分から考えるに、相応の自信があると考えられる。

　――という事は、かなりの人数で待ち構えてると判断した方がいいかもな。

　そしてもう一つの理由は、『準備している』という部分である。

　相手が先にサークルに入っていった事からもわかる通り、相手はフィールドで先に相応のトラップを仕し掛かけるなり、なにかしらの準備をして待ち構えているはずである。

　――あのサークルは本来、入っても先にフィールドへ転移されたりはしない。

　イグニッションの対戦におけるフィールドへの転移のされかたには、複数のバリエーションがある。




　一つ目はホームエリアから対戦を挑み、直接フィールドで相手と落ちあって対戦を始める場合。これは初めてエリリと戦った時の戦いが例としてあげられる。

　この対戦方式の場合サークルは出現せず、お互たがいがお互いのホームエリアから周囲がぼやけるような例の演出で、直接フィールドに転移する事になる。




　二つ目は一つ目と殆ほとんど同じではあるが、ホームエリアに複数人集まってチームを組んでから対戦を挑んで、直接フィールドで落ち合って対戦を始める場合である。これは同好会と研究部の間で起きた最後の戦いの時の事が例として挙げられる。

　この対戦方式の場合、それぞれのチームが集まっている二つのホームエリアに一つずつサークルが現れ、一回戦や二回戦といったそれぞれの出番に応じてサークルに入って行くことになる。

　なお二つ目のバリエーションで重要なのは、どちらかのチームメンバーが先にフィールドに入ろうとも、先にフィールドへ転移される事はなく、相手方の準備が整うまでサークルの中で待たされるという点である。




　そして三つめは今回のケースである。

　対戦する面子メンツが一つのホームエリアに集まり行われるもの。本来ホームエリアで友達と話していたが、盛り上がって対戦する流れになった時などではよく使われる一方で、公式大会などでは決して使われないこの対戦方法。

　この対戦方法の場合、ホームエリアに通常よりも大きいサークルが一つ現れ、対戦を行う二人……もしくは複数のメンバーがサークルに入った瞬間に転移が始まるのである。




　そう、いずれの場合も先に転移されるという事はありえないのである。

「だけど例外がある」

　カナデが呟いたその例外――それが、この三つ目のケースが公式大会で使用されない理由に直結しているのである。

「そう、この対戦方法はいい意味でも悪い意味でも、友達同士で行われるものなのじゃ」

　突とつ如じよ割り込むように、これまでの奏の思考を読み取ったのか、いかにも作ったといった難しそうな表情で説明を引ひき継ついでくるのはアイゼン。

　彼かの女じよは豊満なおっぱいをたゆんと持ち上げるように腕うでを組みながら、説明を続ける。

「対戦履り歴れきが残らない代わりに、ルールその他の対戦方法を通常より大おお幅はばにプレイヤー側でいじれるのじゃ！　それこそ、どちらかに一方的に不利になるようなものにもの――例えば、どちらかのプレイヤーだけが先にフィールドへ入って、陣地を構築出来たり……はたまたチーム戦の人数を一対五に出来たりとの……」

　すなわちそういう事である。

　カナデが脳内で散々思考し、最後に纏まとめたかったのはようするにそういう事であるのに。

「人が最後に言おうとしてたこと取らないで!?　なんか前も似たような事言った気がするけど、僕ぼくが言う事なくなっちゃうからね!?　空気を読もうよ！　今喋しやべるべきは明らかに僕だったよね!?　心より、空気を読もうよ、カルラさん！　すげぇええええ！ なんか川せん柳りゆうみたいの出来たよ、ねぇ！　すごいよカルラさん！」

「すごいのじゃ！　カナデはすっごいのじゃ！　さすが妾のご主人様なのじゃ！」

　言ってぴょんぴょんきゃっきゃっと、見えないハートを周囲に飛ばしながら跳はねまわるアイゼン。

「…………」

　見えないはずのハートを振りまき、嬉うれしそうにぶるんぶるん揺ゆれる――ではなく、嬉しそうに燥はしやぐカルラを見ながらカナデは思うのだった。

　――えーと、ギャグに普ふ通つうのリアクションされると、ものすごく恥はずかしいんだけど。

　顔を羞しゆう恥ちとエロスで真っ赤に染めながら、一人そう思うのだった。

　だが、そんなカナデもぶるんぶるん眼めの前で揺れるおっぱいを見て、気を飛ばしている場合ではないと正気に戻もどって言う。

「っていうか、何でカルラがここに居るんだよ!?　お前のせいで危あやうく対戦がおじゃんになるところだったんだぞ！」

　怒おこる……というほどではないが、さすがのカナデも一言くらいは物申したく、そう言ったのだが、アイゼンは実にあっけらかんとした様子で言ってくる。

「あんな脅迫状が妾の大切なカナデに送られてきたのを知ったのに、それを気づかないふりして、一人で対戦の場所におぬしを行かせるなど、妾にはできないのじゃ」

「いや……心配してくれるのは嬉しいけど、でも――」

「おぬしが言いたい事はわかるのじゃ、楓の周囲をウロチョロしているあやつらを潰せなくなると、そう心配しておったのじゃろ？」

　そこまで言うとアイゼンはカナデが何か言う前に、パッと駆けよってきてヒシっと抱だき付ついてくる。

「こう言っては悪いがの。妾は楓よりも遥はるかにおぬしの方が好きで……同時に心配なのじゃ。そんな妾が、楓のためとはいえ何が待っているかわからない場所に、おぬしを一人で行かせると思うかの？」

「いや、それは……」

　確かに、カナデの現状を知ればどのようなリスクがあっても、アイゼンならば確実に彼女の下もとへとやってくるだろう。

（まぁついて来ちゃったのは仕方ないし、相手もアイゼンの迫はく力りよくに押されたせいもあって、彼女が参加するのを認めたから、結果オーライと言えば結果オーライかな）

　もっとも、たとえカナデ一人で戦う事になり、相手がどんなに卑ひ怯きような罠わなを張っていても、負ける気は毛頭ないが。と、心の中で言ったのち、カナデは普ふ段だんの調子に戻ってアイゼンへと話しかける。

「ところでアイゼンは、どうしてメモの内容が――」

　――っと、これは失言だったな。そんなの昨日の夜、風ふ呂ろ場ばで僕の心を読んだに決まっている。

　おそらく、日ひ頃ごろから『奏の心は完かん璧ぺきに読み切れる』と豪ごう語ごしているカルラことアイゼンならば、その程度造ぞう作さもないだろう。

「うむ、その通りじゃな」

　言ってる傍そばからカナデの心を読み取ってくるアイゼンに、カナデは頼もしいのやら何なのやら。と、一度苦く笑しようした後「さて」と心と空気を対戦に向けてのそれへと切きり替かえる。

「アイゼン、傭兵男からのメッセージが僕たちに届いてるはずだから、読んでみよう」

「了りよう解かいなのじゃ！」

　そして始まるしばらくの読書タイム。




　数分が経過した後、どちらからともなく顔を上げ、カナデとアイゼンはお互いほぼ同じタイミングで言う。

「やりたい放題だな」

「やりたい放題じゃな」

　二人のその発言こそは、傭兵男が二人に送ったメッセージの内容にして、これから行われる戦いのルールに対する率そつ直ちよくな感想である。

　カナデとアイゼンは本人たちも自覚しているように、そして傍はたから見ても相あい性しようバッチリの組み合わせであるため、同じ文面のメモを見て同じ様な内容の発言を同じタイミングですることも、特に不思議とは思わない。

　だがしかし、おそらくは送られてきた件のメッセージを読めば、たとえカナデとアイゼン以外の人物でも――それこそ相性最悪であり、会ったその場で血みどろの争いをするような二人でも、確実に同じ発言を同じタイミングでするだろう。と、予想できる程度にはメッセージに記されていた内容は酷ひどかった。

　傭兵男のメッセージを、誰にでもわかるように書き直すのならば、こういった具合である。




　今回の戦いで使用するフィールドは、摩ま天てん楼ろうステージ。

　戦いの形式は人数不明の相手チームと制限時間五分での殲せん滅めつ戦――相手チームの殲滅が勝利条件。なお、相手チームのメンバーを倒たおし切る前に制限時間がきた場合は、残り人数の多いチームの勝ちとする。

　さらに相手チームは先にフィールド内に入り、先に陣じん地ちを構築しており、カナデとアイゼンがフィールドに入った瞬間から、バトルスタートとする。




　との事である。

　この内容の何が酷いのか――それは実に簡単である。

「摩天楼ステージは転移した際、絶対に一階でプレイヤー同士が向かいあった状態からバトルが始まる。つまり――」

「うむ、妾わらわたちがフィールドに転移した瞬間、妾たちが出現してくる場所を知っている相手は、一いつ斉せいに攻こう撃げきしてくるか……はたまた、妾たちの出現場所に何らかのトラップをしかけている可能性もあるのじゃ」

　カナデとアイゼン、二人による説明こそが今回の対戦方式の酷さである。

　入った瞬間に負ける可能性のある対戦ルール……まともな神経の持ち主ならば『勝てるわけがない』と思うのだろう。そう思って悲観するなり、諦あきらめてすべてを放り出すように逃げ去る事だろう。

　しかし、二人は違ちがった。

「どう思う、アイゼン？」

「愚ぐ問もんじゃな」

　ややふざけた調子で、ナンセンスと言わんばかりに肩かたを上げながらひょうひょうと言うカナデに対し、アイゼンも同じ調子で「ふっ」と笑えみをこぼしてそう返す。

　やがて二人は息のあった、まるで完全にシンクロしているとでも言っていいかのような歩調で、同時に円柱状のサークルの中へと足を踏み入れると、互いにプレッシャーなど少しも感じていないかのような不敵な笑え顔がおで言う。

「この程度の策で僕たちを倒せると思っているなら、浅はかすぎる」

「妾たちが教えてやるのじゃ……」

　二人は一度向かい合い、互いに頷うなずき合って続けるのだった。

「「格の違いを！」」




●●●




「トラップは……ない、か？」

　カナデとアイゼンは摩天楼ステージに転移した瞬間、当初二人が警けい戒かいしていた通り、何らかのトラップが飛んで来る可能性を警戒し、転移が完全に終わりきっていない段階から視線を周囲に――何か少しでもおかしなところがあれば、すぐにでも対応できるように視線を動かし続けていた。

　だが、見えてくるのは以前カナデとエリリが戦った時と何の変化もない、まさに摩天楼ステージと言った風景。

　つまり、トラップを仕掛けた様子もなければ、摩天楼ステージに元からある朽くちた椅い子すや原形が無くなりつつある自じ販はん機きなども、動かした様子はない。

（さすがに周囲に散らばっている空あき缶かんや、パンフレットやチラシみたいのは、元の場所を覚えてない……というか、覚えようとしたことがないからわからないけど）

「見た限りはおかしな様子はないよね」

　確かく認にんの意味も込めてカナデが一人つぶやくと、彼女と背中合わせに立っていたアイゼンが言う。

「いいや、カナデ……妾には感じるのじゃ」

「感じるって、何を？」

　なんとなく予想は出来ていたものの、カナデが念のためにそう問いかけてみると、アイゼンは槍やりをクルクルと回しながら言う――まるでカナデに頼られる事が嬉しいという感情を、槍を回すという動作で代弁するかのように。
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「無数の敵意、妾たちを害そうとする意思……ハッキリと読み取れるのじゃ」

　そしてアイゼンは言う。

「ほーれ、来るのじゃ」

　次の瞬間。




　カナデとアイゼンの二メートル圏けん内ないの周囲から、ダッという地面を駆けるような音が一斉にすると同時に、突とつ如じよ現れた七人のアバター。そして、彼かれらはそれぞれが持っている大小様々な剣を、彼かの女じよ達たち目がけて一斉につきだしてくる。




　まるでカナデとアイゼンを串くし刺ざしにするかのように、二人を包囲して突きだされる剣。

　この状じよう況きように陥おちいったのが二人でなければ、決定的ともいっていい窮きゆう地ち……いや、もはや確実に負けていただろう。

　なぜならば、周囲を見るために背中合わせに立っていた二人だったが、その判断こそが現状では致ち命めい的てきであったからだ――一見、背中合わせに立っていれば互いが互いをフォロー出来るため、突然の攻撃に対する備えは万ばん全ぜんのように思う。

　しかし、それは突然の攻撃を仕掛けてくる相手の距きよ離りが、ある程度ある場合である。

　攻撃を仕掛けてきた相手の距離が開けているのならば、声をかけあう事によって互いが迎げい撃げき出来る攻撃を判断し、それぞれが別の対象へと対処できるはずである。

　だが相手との距離が近い場合は全く異なる。

　仮に今回の様に声をかけあう暇ひまもないほど距離が近いのならば、背中合わせに立った二人は意思疎そ通つうがとれないことと、動どう揺ようなどによって、互いがぶつかったりなど様々なトラブルを起こし、互いに足を引っ張ってしまう可能性が高いからである。




　もっとも、それはあくまでここに居るのが、カナデとアイゼンではなかった場合である。




　カナデは周囲を確認すると、アイゼンに声を掛ける事なく、瞬またたく間まにもっとも自分たちに接近してきている剣を弾はじき返すべく動きだす――迫せまってきている剣はカナデの方に四本、アイゼンの方に三本。このうち、最も早くカナデとアイゼンに到達し得るのは。

　――僕の側の一本とアイゼンの側の三本！

　カナデは即そく座ざに前方の一本を叩たたき落おとすと、アイゼン目がけて突き出される三本の剣を叩き落すため、振り向むきざまに先ほどまでアイゼンが居た位置へと、高速の横薙なぎを放つ。

　通常ならば、アイゼンを叩き切っていたであろうカナデの一薙ぎだったが、彼女の攻撃がアイゼンを斬きる事はなく、当初の狙い通りに一いち斬ざんをもって三本の剣を叩き落すという神かみ業わざをやってのける。

　ここまでで叩き落した剣は七本の内四本、では残っているカナデの側の三本はどうするのか。それは、アイゼンがカナデの背後から消えていた理由に繋つながる。

　やや時間は前後するが、アイゼンは自らの眼の前にある……少しでも反応が遅おくれれば、三本の剣が突つき刺ささるという状況にもかかわらず、身をかがめながら瞬しゆん時じに反転したのである――自分の側の剣はカナデが迎撃してくれると瞬時に理解し、自分の遅おそい攻撃速度でも何とか対処し得る、カナデ側に残る三本の剣を迎撃するために。

　そこからの流れは、本来説明するまでもなく簡単である。

　カナデが先ほどの神業をもって、アイゼン側の剣を三本まとめて叩き落したのと時を同じくして、アイゼンがカナデ側に残る三本を、槍を体の一部と見み間ま違ちがうかのように華か麗れいに操あやつって叩き落したのである。

　時間にすればたった一瞬の攻こう防ぼうであったが、その場に居合わせたものには――特にカナデとアイゼンを相手にしていたもの。つまり、剣を突き出し奇き襲しゆうをしかけてきたものには、無限に等しい時間に感じられた事だろう。

　なんせ――。

「な、んだよこいつら？」

「こんなに息の合った動き……オリンピックのダブルスでも見たことないぞ!?」

「おい、これ大だい丈じよう夫ぶなのかよ？」

　カナデとアイゼンの動きを見て、明らかに動揺する七人――彼らは剣を弾かれた事によって、カナデ達からはやや距離を取るようにしてザワザワと、彼女達への畏い怖ふを口にしていた。

　そう、カナデとアイゼンが気が付いているかどうかはさておき、二人は異常なのだ。たった一回の攻防で、相手に畏怖という感情を刻み付けるほどに異常なのだ。

　何が？

　その答えもまた至極簡単である――声をかけあう事もなく、突如現れた七本の剣を無傷で迎撃したこと。二人に敵である七人が驚おどろいているこの要因だけとっても、十分に異常なのだが、もっとも注目すべき点は別にある。




　それは二人がイグニッションでチームを組んだのは、これが初めてであるという点だ。




　初めて組んだ相手であるならば、どんなに息が合っていたとしても、思考の異なる違う人間である以上、どこかで少なからず齟そ齬ごのようなものが出るはずなのだが、この二人には全くそれがなかった。いや、むしろ――。

「こいつら……脳みそが繋つながってやがるのか？」

「あぁ、まるで一つの頭で二つの体を動かしているみたいな……」

　戦いの場にもかかわらず、未いまだ止やまぬカナデとアイゼンに対する畏怖の声。それが二人の凄すごさを何よりも物語っている。

　だがしばらくすると、そんな畏怖の声も徐じよ々じよに動揺の割合が大きくなっていく。

「だからやっぱり、当初の予定通り上で待ってた方が……」

「ふざけんなよ、お前がスキル使えば倒せるって言ったんだろうが！」

「あ？　俺おれのせいかよ!?」

「お前が『俺の触ふれた対象を、対象が動くまで透とう明めいに出来るスキルを使えば、作戦に従わなくてもやれる』って言ったから、付き合ったんだろ！」

　動揺、焦あせり、それらがもたらす敗北の予感からか、カナデとアイゼンを囲む七人からは徐々に互いを貶けなし合うような、はたまた罪を擦なすり付け合うような声が聞こえてくる。

　おそらく、この七人とて決して弱くはないのだろう。

　そう判断できる理由は、ほぼ確実にこの七人――正確に言うのなら、あの傭兵男が送ってきたであろう例のメッセージに由来する。

　あのメッセージには――。




『このメッセージは私が実際に観戦し、強いと思った方にのみ送っています。私は最強の白しろ騎き士しであるマカに恨うらみを持つ者……もしもあなたが最強を倒してみたい、もしくは戦ってみたいと思うのならば、返信してください』




　という旨むねが書かれていた。

　それはつまり、カナデとアイゼンと相対しているこの七人は、たとえどんなに卑怯な手を使ってきているとしても、一人一人の腕うで前まえはかなりのものという事になる。

　そんな圧倒的強さを誇ほこるであろう七人による必殺の奇襲攻撃を、危なげなく完かん璧ぺきに対処しきり、場にいる全員を魅み了りようして見せたカナデとアイゼンは、それが当然であると――お前ら程度の攻撃、当たるわけがないとでもいう雰囲気を込め、互いに言いあう。

「アイゼン、相手はおそらく初手で決める自信があったからこそ、この場に陣を構えたんだ。つまり、僕の言いたい事はわかるよね？」

「うむ、わかるのじゃ。初手で妾たちを仕留めきれなかった以上、少なくともこの場にいる連中には、妾たちを倒す策はもうない」

「そう……仮にあったとしても、この動揺の様子から考えると」

「大した作戦でもないのじゃ」

　カナデは心の中で――アイゼンが心を読む事を承知で、『さすがはアイゼン』と呟つぶやいた後考える。

（言い方を考えるに、アイゼンはちゃんとわかってるみたいだけど、残る問題はここに居ない奴なんだよね……まぁ、今はそれを考える前にさっさとこの残党を片付けるか）

　そこまで考えた後、今では再び背中合わせに立っているアイゼンに向け、カナデは心の中で「今から五秒後に攻撃を仕掛ける、僕がメインでアタッカーをやるから、アイゼンは僕をフォローして」と、声を掛ける。

　そして、それからきっかり五秒後――二人と相対する七人は見ることになる。




　火花と衝しよう撃げきを周囲にまき散らしながら振るわれる、目視する事すら不可能な音速を超こえた圧倒的速さの黒き剣を。




　決して触れる事の出来ぬ演武を思わせる流りゆう麗れいな動き、そこから繰くり出される黒き剣を支えし、凄せい絶ぜつなまでに美しい黒こく朱しゆの槍を。




　圧倒的な力、圧倒的な速さ、圧倒的な美しさ。

　カナデとアイゼンの恐おそろしいほどに息の合いすぎるコンビネーションをもって、それら三つの圧倒を振りまいた末、摩天楼ステージの一階に残った敵アバターは皆かい無むだった。

「こんなもんか」

「じゃな」

　おそらくは相手に畏怖どころか、恐きよう怖ふすら抱かせたであろう二人の戦士――その片割れである黒騎士カナデは「ふぅ」っと息をついてから、槍に重心をかけて辺りを睥へい睨げいしているアイゼンへと言う。

「予想通りだけど……やっぱり勝利表示がされないね」

　するとアイゼンもやはりその事が気になっていたのか、渋しぶい顔をカナデへ向けながら言う。

「あの傭兵男の姿が見えないという時点で、なんとなく察してはいたのじゃが、やはりさっき襲おそってきた連中だけがフルメンバーじゃないみたいじゃな」

「だね……あのさアイゼン」

「なんじゃ？」

「一応聞きたいんだけど、さっき襲ってきた連中が仲間割れしてる時に、『触れたものの姿を消すスキル』がどうの言ってたでしょ？」

　であるならば、まだこのフロアに隠かくれている奴がいるのではないか。

　カナデはそう思ったのだが、アイゼンはすぐさま難しそうな顔で首を振って言う。

「残念だが、それはないのじゃ。妾の絶対感覚は気配や敵意程度なら、対象がカナデでなくても完全に読み切れるのじゃ。そして、その妾の感覚によれば――」

「辺りに敵は残っていない？」

「そういう事なのじゃ……もっとも、妾の感覚を信用するならばの話じゃが」

「言うまでもない事、聞かないでよね」

「じゃったの……すまないのじゃ、カナデ」

　カナデはニパっと荒れ果てたこの場所に相応ふさわしくない、太陽のような笑顔を浮うかべるアイゼンに、信しん頼らいの笑顔を返したのち考える。

　――さて、となるとどこかに相手が隠れているわけだけど。

　問題はどこに隠れているかである。

　この摩天楼ステージは以前説明した通り、噂うわさによると１６０階全てがフィールド扱あつかいとなっている上にひたすら広いステージである。

　――もしも各フロアに一人ずつ隠れられていたら、探しだせる確率は絶望的だな。

　残り時間は三分を切ろうとしている。

　そんな残り時間で、１６０階ある全てのフロアを探たん索さくし、何人隠れているのかはわからない連中を全員――最低でも、制限時間になった際にカナデとアイゼンが勝利できる条件。すなわち、相手の人数を一人まで減らすことは至難の業だろう。

「のう、カナデ」

　と、カナデの思考を断たち切る様なアイゼンの声。

　彼女は何でもない事の様に言うのだった、実に根こん拠きよのない発言をいつもの様子で。

「妾の勘かんが言っておるのじゃ、きっと奴らは一番上のフロアに居おるのじゃ！」

「何で、そう思うんだ？」

　カナデの当然の疑問に対し、彼女は言う。

「人は本能的に恐怖しているものから、距離を取りたがるものじゃ。それにこの摩天楼ステージで一番到達しにくい場所は１６０階じゃし……それになにより、妾が最も自信を持って言えることは……」

　そこで彼女は壁へき面めんの奥まった場所にある今は動かぬボロボロのエレベーター――誰だれかが無理やりこじ開けたのち、それを隠すようにまた無理やり閉めたことでできたと思われる、不自然な傷跡が開閉部分に残るエレベーターを指さして言う。

「バカは高いところが好きって事なのじゃ」




●●●




「おい、七人ともやられたみたいだぞ!?」

「そ、そうだよ。大丈夫かな？」

　摩天楼ステージ１６０階にある展望フロア。

　かつては数十年前にリアルで騒がれたスカイツリーの展望フロアよろしく、とても美しい景観が望める開けた場所だったはずのこの場所も、今では長きに渡わたる雨風に晒さらされ、ガラスや天てん井じようが剥はがれ落ち、まるでお盆ぼんのような形になってしまっていた。

　床ゆかの塗と装そうも剥がれ落ち、見渡せる世界も荒すさんだ風景ばかり――そんな場所に傭兵男を含ふくむ三人の男の姿があった。

　うち二人は動揺した様子で、カナデとアイゼンともホームエリアで話した傭兵姿の男に詰め寄っていた。

「ここまで来らどうするんだよ!?」

「ま、負けちゃうよ……き、きっと」

　自分たちは自分たちのやり方でやると言って、傭兵男の作戦を無視して別行動を取って下に残った七人がやられた事で二人は焦っているのだろう――二人は傭兵男の返事を待たずに、口々に不安や心配を声にだすが。

「情けねぇな、黙れよ少し」

　傭兵男は二人の前に手を翳かざしてそれを制すと、自信たっぷりといった様子で続ける。

「いいか？　そもそもの作戦は戦わずして勝つだったんだ。十人全員でこの１６０階に籠ろう城じようしてれば、どうあがいても五分で１６０階まで上がってくるのは不可能――そうすれば、何もしなくても勝てるんだよ」

「そ、それはそうだけど」

「まだわからねぇのかよ？　先走った馬ば鹿かどもが七人やられようとも、相手より人数の多い俺達三人がここに居れば、黙だまっているだけで勝利は確実なんだよ」

　――そう、黙っていれば勝利は確実だ。

　傭兵男はニヤリと笑いながら考える。

（フィールドに入ってすぐ、今は動いていないエレベーターに乗り、その天井の非常用出口からエレベーターシャフトに出る。あとは俺のスキル――一度だけ直線距離を瞬時に移動できるこのスキルで、１６０階まで一気に移動……先に入って待機していた九人と合流すれば十人全員で勝てたんだ）

　勝った後はこの勝負を収めた動画に、散々カナデを貶けなす加工をつけたうえでマカへとその動画を添てん付ぷしたメッセージを送り、彼女を戦いの場へと引きずりだす。

　その後は再び同じ作戦で、マカにも勝利を収める。

「俺の賞金を奪うばいやがったマカに復ふく讐しゆうするため、あいつを呼び出だす前段階。それがこの戦いだったのに、下手に七人もやられたら効果が薄うすくなるだろうが……本当にバカな奴らだ」

　傭兵男が呟いた直後。




「いや……あの人たちは、まだ自分で向かってくるだけ救いがあった――少なくとも、屋上でブルブル震ふるえてるあなた達よりはね！」




　傭兵男にとっては憎にくらしく、復讐の対象である少女――その兄のものと思われるそんな声が、荒こう廃はいした世界を見おろす１６０階へと響ひびくのだった。




●●●




「ひ、ひぃ！」

「本当にでやがった！」

　カナデは傭兵男の左右に居る二人が、こちらを見ながら呟くのを無視し、ゆっくりと距離を詰めながら言う。

「復讐には質がある」

　カナデの緩かん慢まんな動作に逆に恐怖したのか、件くだんの二人は走って攻撃をしかけてくる。

　彼女はその二人とすれ違いざまに、第三者からは何が起きたのかもわからぬ速度で剣けんを振ふるう。

「誰かにやられて復讐したいと願うのはいい……だけど」

　振るわれた剣は、クリティカルポイントである胸と首を瞬時に貫つらぬき、二人のＨＰバーを全損させる。

　二人を倒した事に何の感動もないといった様子で、カナデはなおも緩慢な動きで歩き続け、傭兵男の前でピタリと止まり……他を凍こおり付かせるような眼光で言う。




「復讐は自分の手でやるべきこと。自分の手で相手を打倒し、相手の全すべてを奪う事が復讐……自分の手を汚よごさない復讐なんて、下の下もいいところだ」




「なんだ……よ、どうやってここまで来たんだよ！」

　言葉と同時に小ぶりのナイフを取りだし、もはや頼れるものはそれしかないというかのように走りだし、ドっとぶつかるようにカナデの胸へとナイフを突き立てる傭兵男。

「へ、へへ……偉えらそうにしてんじゃねぇよ」

　その後も彼はグリグリとナイフを刺さしこみ続け、ついにはカナデのＨＰバーを全損させることに成功するが。

「なん……で？」




　直後、傭兵男のナイフは彼の両りよう腕うでごと切り飛ばされていた。




「その質問が何に対してなのかはわからないけど、とりあえず順番に答えてあげますよ」

　何故なぜかＨＰバーが半分回復した状態のカナデはそう言うと、恐怖に耐たえきれなくなったのか、尻しりもちをつきながら後ずさる男へゴミでも見るような視線を投げかけて言う。

「まずここに来れた理由、それは多分あなたが使ったのと殆ほとんど同じ手段――エレベーターシャフトをアイゼンのスキルによって昇のぼってきた」

　アイゼンのスキル〈アブソリュート・ハート〉の斥せき力りよく操作により、ここまで強引に飛んできたカナデであったが、この程度の奴に彼女のスキルの詳しよう細さいを教えるわけにはいかない。と、そこまで説明するとこの話を打ち切り、次の話へと移る。

「そして僕があんたに刺されても復活した理由……それは」

　カナデは心中で思う――自分が持っているもう一つのスキル〈イノセントホワイト〉の効果を。




固有スキル２：イノセントホワイト（使用回数：１　対象：自プレイヤー）

　―このスキルを使用した場合、このスキルは今まで対戦した事のある任意のアバターの固有スキルへと変わる。その場合、変わった先の固有スキルはオリジナルからある程度の劣れつ化かをするため、オリジナルには決して匹ひつ敵てきする事はない。また、どの程度劣化するかはオリジナルの強力さに起因するものであり、基本的には強ければ強いほどコピーは困難である。




　そして同時に考える。

　妹への圧あつ倒とう的てきな憧あこがれから発現したこのスキル――その対象のようになりたいと思う願いを具現したこのスキルが、今回の戦いでなり替わったスキル名を。




固有スキル２：リフレイン　イノセント（使用回数：１　対象：自プレイヤー）

　―このスキルは対象のＨＰバーが全損したときのみ自動で発動する。発動した際、対象のプレイヤーはＨＰを即座に半分だけ回復した状態で復活する。




　だが、このスキルもいちいち相手へと教えるほどのものではない。

　このスキルの内容を教えるという事は、このスキルの本来の持ち主であるフーカの事を部分的に教えることになってしまう……そして何より、このスキルの本質を教えるという事は、マカへの思いをこの程度の男に教えることになってしまう。

　――そんなのは嫌いやだ。

　だから、カナデはただただ言う。

「最後にあなたにわざと刺された理由は、あなたに教えるためだ」

「お、教える？」

　怯おびえきり未だ自分から距離を取ろうとしている男の言葉に、カナデは頷いて続ける。

「本物の復讐者は、復讐を果たすまで決して死なない、その心は決して折れない――本物の復讐者は戦わずに勝つなんて……自信も野望もない負け犬みたいな真似まねはしない」

　カナデは相手へと一歩近づき、妹へのもう一つの思いの具現〈ペインハザード〉を使用。

　この世界の全ての怨えん嗟さを込めたかのような、血の様に黒く赤い蛇へびが巻きつき始める剣を大きく振りかぶり、彼かの女じよは男へと彼女が持つ剣の様に冷やかで重たい言葉をかける。

「そしてこれが本物……復讐者のみが持つことを許された、報復の剣だ」

「ひっ――」

　醜しゆう悪あくな剣を見たからか、はたまた眼の前のカナデが、想像以上の怪かい物ぶつだと気が付いたからなのか……真相は不明だが、男が悲鳴を上げようとした正にその時。




「もう二度と、大切な僕ぼくの妹に近付くな……あいつはあなたみたいな偽にせ者ものが、復讐を唱えてたかっていい女じゃない」




　黒き復讐の鎧よろいを纏まとった女騎士、カナデは――。

　妹を思う一人の兄、江え馬ま奏は――。

　血と憎ぞう悪おが渦うず巻まくような、赤黒い光に包まれる復讐の剣を振り下ろすのだった。







エピローグ







　楓かえでに復ふく讐しゆうするために仲間を集め、リアルの彼女の周りをウロチョロしていた連中を二度と近づけさせないため、恐怖を与あたえるパフォーマンスをしつつ奏かなでが彼らを倒してから、ちょうど一週間がたった。

　現在の時刻は十二時ちょうど、場所は江え馬ま家リビング。

　昨夜の天気予報で予報士も言っていた通り、窓からは暖かい日の光が入ってきている。

「お兄ちゃん……眠い」

「あぁ……じゃあ、寝ようよ」

　先ほど言った通り、時刻は十二時ちょうど――すなわち食後のもっとも眠たくなる時間だけあり、奏と楓の江馬兄妹きようだいも例によってソファーに腰こしを降ろし、肩を寄せ合ってテレビを見ながらウトウトしていた。

「あ……お兄ちゃん、テレビに楓が映ってるよ」

「あ……本当だ」

「美少女イグニッションプレイヤー……だって」

「へー」

　死んでいた。

　お互たがいに眠たいせいか、会話内容も全く盛り上がらないものばかりであり、相手の言葉に対する返答――そこに込められた感情というものが、殆ど睡すい魔まのせいでご臨終なさっていた。

　兄妹きようだい揃って家でボケーっと時間を無む為いに潰つぶしているこの姿。

　イグニッションをやっておらず、他の用事も特にないときのこの姿は、江馬家ではとくに珍めずらしいものではなかった――さらに奏も楓も感情が死んでるように見えるものの、二人は二人なりにこの兄妹団だん欒らんの時間を楽しんでいるのだ。

　奏は楓に復讐したいと思ってはいるが、どんなに憎んでも世界に一人しかいない自分の半身。彼女に何かあれば、今回の件の様に絶対に守る覚かく悟ごがある。少なくともその程度には奏は妹の事を思っているのである。

　そこまで思っている妹と、こうしてダラーっとダラダラしているのが、楽しくないわけがない――いや、正確に言うのならば何故かものすごく落ち着くのである。

　一方の楓は楓で、大好きな兄にひっついて時間を無む駄だにしているという行こう為いそのものが、そこはかとない背徳感を感じるため、このダラダラタイムはとてもお気に入りの団欒方法となっていた。

　ようするに、二人はある意味では心底似通った存在なのである。

　好きなモノからイグニッションの技術に至るまで、心底似通った存在なのである。

「お兄ちゃん……喉のど渇かわいた」

「僕もだよ……」

　似通った者同士だからこそ感じる、なんとも言えない落ち着き。

　そんな互いにリラックスできる時間は――。




　ピンポーン。




　突然鳴り響いたインターフォンの音に邪じや魔まされる。

「お兄ちゃん……お母さんって今いるっけ？」

　おそらく母が居るかを確認し、居るのならば母に玄げん関かんまで行ってもらおうという、楓のその言葉に対し奏は少し目を瞑つぶって、しばらく前に江馬母が言っていた事を思いだす。

　――確か僕たちがソファーでウトウトし始めて数分後くらいに、「出かけてくるからね」みたいな事を言っていた気がする。

　奏も楓もウトウトとしていたため、ハッキリとは覚えていないのだが、奏の霞かすみの様な記き憶おくが確かならば、現在この家に母が居ない確率は非常に高いだろう。

「母さんは多分、夕飯の買い出しに行ってる……僕が出るよ」

「あぁ、お兄ちゃん！　行かないでよ！」

　――行かないでって言っても、出ないわけにもいかないだろ。郵便屋さんとかなら、なおさら困るし。

　奏がそんな事を考えながら立ち上がり玄関の方へと歩きだすと、背後からは寝ぼけているせいでテンションが高いのか「お兄ちゃん、楓を一人にしないで！　置いて行かないで～～～～！」という声が聞こえてくるが、とりあえず無視である。

　奏は玄関へ向けて歩を進めながら一人呟く。

「誰か来る予定もないから郵便屋さんとかだと思うけど、母さんの化け粧しよう品ひんとかかな？」

　だとするならば、余計に出ておかなければまずい。

　もしも怠だるいからといった理由で出なければ、確実に「どうして出なかったの!?　電話してまた来てもらわなきゃいけないのに……郵便屋さんが可哀想でしょう！」と、怒られること確実だ。

「んっ、んぅううう～～～～」

　面めん倒どうくさいが仕方ないと奏が伸のびをしたころ、彼はちょうど玄関へと到着していた。そして、彼が「今開けまーす」と扉とびらを開くとそこに居たのは――。




「「「「「「「「「「迷めい惑わくかけて申し訳ありませんでした！」」」」」」」」」」




　なんだか追おい剥はぎにでもあったかのようなボロボロな風ふう体ていをした十人組が、玄関先に溢あふれるように土ど下げ座ざしていた。

　……。

　…………。

　………………。

　バタンっ。

　奏はとりあえず扉を閉めて考える。

　――まずい、ダラダラしていたせいか、はたまたウトウトしていたせいか幻げん覚かくを見るようになっている。

　まさか玄関開けたら、見ず知らずの人たちが十人土下座しているなんて事態が起こるはずがないのだから。

　――うん、そんな珍ちん事じは現実的ではないし、起きるわけがない。

「よし、もう一回だ。もう一回開けてみよう」

　奏はそう言って、ゆっくりと……ドキドキした様子で慎しん重ちように玄関扉を開けると。




「奏の肉便器にして性せい奴ど隷れい、カルラがご登場な――」




　バタンっ。

　金きん髪ぱつサイドテールの幼おさな馴な染じみが見えた気がしたが、わけのわからない事を言っていたので、とりあえず奏が扉を閉めると。

「なんで閉めるのじゃ！」

　そんな声と同時に、外側から扉が開かれる。

　わーわーっと、手を振り上げながら現れたのは案の定、金髪サイドテールがトレードマークのカルラ・アイゼンシュタインさんだ。

「いやいや、閉めるからね!?　突然変なこと言われたら普ふ通つう閉めるからね!?」

「どこが変なのじゃ！　妾は奏の肉便器にして性奴隷……つまり、奏の事を誰よりも思っている嫁よめなのじゃ！　愛する人に全てを捧ささげる覚悟をした、一人の女の子なのじゃ！」

「っ」

　――相変わらず恥はずかしいやら、照れくさいやら……すごい事をストレートに言ってくる奴だな。

　奏はカルラのストレートに過ぎる言葉に頬ほおを染めつつ、ずっと気になっていた事を口に出す。

「それで、僕が最初に扉を開けた時に居た奴らは何だよ――あの土下座しながら謝あやまって、心なしか怯おびえてプルプル震ふるえていた連中」

「ん、あぁ……あれはじゃな」

　カルラはドヤっと、その豊満な胸を前へと突き出すようにして続ける。




「イグニッションの件で、奏と楓にちょっかい出してきた奴らがおったじゃろ？　それがあの十人なのじゃ」




「……は？」

　――ちょっと待て、どういうことだ。

　奏はカルラが言っている内容を冷静に考える。

　つまり、あそこで土下座していた連中は、一週間前奏がイグニッションの中でカルラと共にボコボコにしてやった連中だとでも言うのだろうか。

　――人数的には十人であってはいるけど、どうやって見つけてきたんだ？

　オンラインの人物を知っているからといって、その人物のリアルを特定するのはかなり難しいはずである……以前も言った通り、楓クラスに有名でない限りは。

　だが、カルラは大した事でもないように「それは簡単なのじゃ」と、奏の心を読んで言う。

「おぬしが忍しのばされたメモに僅わずかに残った匂においを、ウィ○チャーよろしく目で見て追って行ったのじゃ！」

　――ウ○ッチャーって、ゲラルなんとかさんが主人公のゲームのタイトルにして、なんとかラルトさんが就ついてる職業？のことだよな。

　などと奏が考えている間にも、カルラの話は続く。

「そしたら、摩ま天てん楼ろうステージで戦ったアバターと同じ雰ふん囲い気きを纏まとった十人組が、わざわざ空き地で落ち合ってオフ会みたいの開いてたから、ボッコボコにして引っ張ってきたのじゃ！　会うのはオンラインだけにして、リアルで一か所に集まらなければ、妾に見つかるのは主犯格の一人で済んだのに……アホな奴らなのじゃ！」

「…………」

　――あぁ、そういえばカルラは空手やってるとか言ってた気がする。だから、十人をあんな簡単に引っ張ってこれたのか。

　同時に奏は理解する。

　土下座していた十人組がプルプル震えていたのは、リアルで自分たちをボッコボコにした、カルラという絶対的強者への恐怖からだったのだと。

　などと奏が考えている間にも、カルラの言葉は続く。

「まぁこれで一件落着なのじゃ！　イグニッションの中ではおぬしに心を折られ、リアルでは妾に牙きばを抜ぬかれたあやつらが、再びおぬしらの前に現れることはないじゃろ」

「確かに……ね」

　これだけやられて再び現れれば、逆に少しは成長したということだろう。戦わずに勝つなどというセコイ手段しか使えない似非えせ復讐者から、まともな復讐者へと。

　――まぁ、たとえあいつらが本物の復讐者になったところで、僕の獲え物ものである楓は絶対に譲ゆずりはしないんだけどね。

「っと」

　そこまで考えたところで、奏はとある大事なことをカルラへとまだ伝えていない事を思いだす――いや、厳密に言うならば伝わっているが、自分の口からはまだ伝えていない事を。

　今が伝えるべき最高のタイミングだとは、決して思わない。

　けれども、奏はゆっくりと視線をカルラの視線へと合わせて言う――今言わなければ、気が付いた時に言わなければ、自分のヘタレな性格では永遠に言わなくなってしまうおそれがあったから、奏は言う。




「カルラ、僕とイグニッションでダブルスを組んで欲ほしい」




「それが……奏が困っていることであり、手伝ってほしい本当のこと……かの？」

　奏はカルラの質問にゆっくりと頷うなずいて続ける。

「僕は楓を倒たおしたい、お前は楓と戦って力を示したい――互いの目標はかみ合ってるし、カルラだって気が付いてるでしょ？　僕だけの思いこみじゃなければ、僕たちのコンビは――」

「とても息が合っていて、これ以上ない一体感を感じることが出来て……なにより、最高に楽しいのじゃ」

　カルラは奏の説明を引ひき継ついでそこまで喋しやべると、タッと彼かれのもとまで駆けてきていつも通りの様子でヒシっと抱だき付ついてくる。そして、そのままやや上目づかいで……唇くちびると唇がくっつきそうな、思わずドキドキしてしまう距きよ離り感で続けて言う。

「言ったじゃろ？　妾は奏のためにここに来たのじゃ、奏のためならばなんだってするのじゃ。だから、おぬしのその問いの答え……とっくの昔に決まっているのじゃ」

「えっと、じゃあ」

　――これはつまり、ＯＫということでいいのかな？

　奏がまさかこの期ごに及およんで断られたらどうしよう。と、ややヒヤヒヤしていると、その心を読んだのか、カルラは苦く笑しようしながら人ひと懐なつっこい調子で、はたまた奏を安心させるかのような優やさし気げな調子で言う。

「次のイグニッションのオリンピック……奏はシングルスでマカを打ち倒すといいのじゃ。そして妾は、奏と共にダブルスでマカを――現世界最強の江馬楓を打ち破るのじゃ！」

　カルラはそこまで言うと、奏の両りよう肩かたを自らの両手で掴つかんでやや距離を取ると、「妾も言いたい事があるのじゃ」と続けて言う。




「奏、妾は冗じよう談だんでも何でもなく……本気でおぬしの事が好きじゃ、すぐに答えを出さなくてもいいのじゃ。だから、だからよく考えて、考えた末によければ……妾と一生を共にして欲しいのじゃ」




「っ！」

　カルラのその言葉には一いつ切さいの遊びがなく、いつものふざけたテンションも感じないほどに真ま面じ目めなものであり、いかに女っ気があまりない奏といえども瞬しゆん時じに感じることが出来た。

　これはカルラという一人の女の子が、自分に対して本気で告白をしてくれているのだと。

　――だったら、僕も本気で返さないと失礼……だよね。

　奏は深呼吸するようにゆっくりと息を吐はき、カルラから決して視線をずらさずに真まっ直すぐに言う――たとえこの一言によって、これまでの関係性がどう変わろうとも構わない……ここで逃にげに走れば、男として完全に終わっている気がするから。

「カルラ、僕は――」




「だめぇえええええええええええええええええええええええええええええ！」







[image: ]










　奏の返答をぶった切って響ひびくのは可愛かわいらしい声、ついで背中の辺りに襲いくるは衝しよう撃げき。

「おぶっ!?」

　衝撃と共に奏の背中に抱き付いてきた存在こと江馬楓に対し、奏が「痛いよ！」なりなんなり、すぐさま何かを言おうとすると、逆に当の楓が彼にとって衝撃的な……だが、最近の彼女の言動と行動を考えれば、さして衝撃でもないような発言をしてくる。




「楓はお兄ちゃんが好き、お兄ちゃんは楓と結けつ婚こんするんだもん！　それで一いつ緒しよに子供作って、死ぬまで……死んでからも一緒に居るんだもん！　カルラには……誰にもお兄ちゃんは渡さないもん！」




　楓はそこまで言うと、今まで以上の力を込めて、奏をしゅきしゅきというかのように、絶対に離さないとでもいうかのように、ぎゅっとホールドしてくる。

　だが、それを見たカルラも負けてはいない。

　彼女は正面からそのまま奏へと再び抱き付いて言う。

「おぬしが言っているのは近親相そう姦かんなのじゃ！　変態の所業なのじゃ！　一方の妾は幼馴染、合法なのじゃ！　世界も妾を応おう援えんしているのじゃ！」

「そんな事ないもん！」

「そんな事あるのじゃ！」

（な、なんでもいいけど……両面からプレスされ過ぎて、おっぱいとかそういうの関係ない純じゆん粋すいな圧力で、僕気持ち悪くなってきたんだけど……うぷっ）

　奏は吐はき気けと物理的重圧で意識が朦もう朧ろうとなる中、ただ思うのだった。

　――あぁ、何だかんだで僕の周りには、僕の事を大切に思ってくれる人がたくさん居て、僕って幸せだな。







　季節は初夏。

　奏の戦いは恋こいにおいてもゲームにおいても、まだまだ終わる様子はないのであった。







あとがき







　どうも、いつもいつでもいつまでもＦＰＳが大好きなアカバです……そしてどうも、いつもいつでもいつまでも狐耳と狐尻尾が生えたギャラクティカ可愛い妹馴染が欲しいアカバです……最近、同じ事繰り返し言うのにハマってるアカバです。

　さて、ここで妹馴染について説明したいと思う。

　妹馴染とは『いもなじみ』と読みます。ではそれがどういうものなのか――ずばり、幼馴染が何等かの方法によって妹になったものである。そして最近、私はこの素晴らしさに気が付いた……妹であり、幼馴染であり……欲を言えばそれに狐っ娘属性が加われば、最強の存在になるのではないか。

　回りくどくなったが、つまりこういう事だ。

　俺は、狐っ娘属性と妹属性と幼馴染属性を持ったおにゃのこと、激熱ＦＰＳバトルがしたいんだぁあああああああああああああああああああああああああああ！

　だがしかし、当然俺の傍にそんなおにゃのこは居ない。というか、狐っ娘がこの世界にそもそも存在しない可能性がある――だがしかし、だがしかしである。『妹属性』と『幼馴染属性』を持つおにゃのこなら存在している。

　問題はあれだ。存在はしているものの、私の近くにはそのような存在が居ない事だ。

　ならばどうすればいいか――そう、作ればいいのである！

　……はい。

　という訳で、今回は幼馴染です。

　前回は妹ｈｓｈｓだったので、今回は幼馴染ｈｓｈｓです。

　可愛い幼馴染とイチャコラしながらゲームがしたい……そして、妹に焼きもちを焼かれたい。そんな欲望全開で作られたのが、この『リベンジ・オンライン』という作品です。

　幼馴染と妹が大好きな方、そしてそうでない方も……この作品を読んで楽しんで頂けるととても嬉しいです。

　…………。

　………………。

　……………………。

　それでは謝辞に。

　久しぶりの方、初めましての方、この度は私――アカバコウヨウの作品を手に取って下さり、誠にありがとうございます。

　読者の皆さんがこの作品を手に取ってくれて、アカバはとても嬉しく思っています。それこそもう、狐っ娘に変身できそうな気がするくらい嬉しいです。

　リベンジ・オンラインの二巻を発売できるように協力して下さったＨＪ文庫編集部の皆様、そして担当様。おかげさまで二巻を無事に発売できました――これからも頑張りますので、迷惑かけると思いますがよろしくお願いします。

　今回も素敵なイラストを描いて下さった魔太郎様。幼馴染ちゃんが可愛くて辛いです――ものっそい嬉しいです！　何かと細かい指定をイメージ通りに描いて下さって、前回と今回ともにありがとうございます。

　そして最後に家族とＴ書店の皆様、いつも我儘な私に付き合ってくれてかなり助かっています、いつかお礼します――具体的に言うとゲームで、クリアできないとこクリアしたりする方面で……。

　それでは最後に読者の皆様、そして関係者の皆様に最大の感謝感激雨あられを。

　私自身も思い切り楽しんでこの作品を書きましたので、皆様も楽しんで読んで頂けるとなおのこと感謝感激雨あられです。

　それでは、また会いましょう。
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